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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。










本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。
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ショコラティエは恋に蕩ける







「すごい……」

　店に一歩足を踏ふみ入れた途と端たん、折おり原はら悠はるかは呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

　高い天てん井じようにはエレガントなアンティークのシャンデリアが煌きらめき、広い店内には贅ぜいを尽つくした調度品やオブジェの数々が見み渡わたす限かぎりに飾かざられている。まるで中世フランスの、貴族の館やかたに迷い込んだようだった。

「いらっしゃいませ。おふたり様でしょうか」

　ヴァンドゥーズ──販はん売ばい員いんに微笑ほほえみかけられて、隣となりにいた女友だちの未み央おが上うわ擦ずった声で頷うなずく。

「は、はいっ」

　その間も悠は、目の前に鎮ちん座ざする宝石箱のようなショーケースに釘くぎ付づけだ。

　寸分の乱れもなく、整然と並ぶショコラやガトーはどれもみな、豪ごう奢しやな内装と相まって芸術的に美しい。

「すごい……」

　悠はその言葉以外忘れてしまったかのように繰くり返した。

　先週、東京銀座にオープンした高級ショコラトリー『Ryu Matsukubo』。

　日本人の若き天才ショコラティエが凱がい旋せん帰国しオープンさせたその店には、連日全国から多くのショコラファンが押し寄せ、話題になっている。

　未央もパリにある『Ryu Matsukubo』一号店で初めてそのショコラを口にしてから、この日を心待ちにしていたらしい。

「本当にすごいね、三時間並んだ甲か斐いがあったね！」

　サロン・ド・テに案内されると、未央は大はしゃぎした。

　悠はそれを横目に、年始早々『Ryu Matsukubo』の日本上陸をテレビで知り、胸むなくそ悪くなったことを思い出す。

　あのときは、こんなところにやって来ることになるとは思ってもみなかった。

　それなのに、簡単に魅みせられている場合じゃない。

「わたしはお店でしか食べられないものにしようかな。折原くんは何にする？」

「松まつ久く保ぼ隆りゆう一いちが手がけてないやつ」

「ここ、その名のとおり、松久保隆一さんのショコラトリーだよ？」

「……ですよね。じゃあ、はちみつが入ったの」

　悠は渋しぶ々しぶ口にした。でも心の中は穏おだやかじゃなかった。これは悠にもっとがんばれという、未央からの無言の圧力だろうか。

　銀座の一等地に、こんな豪ごう華かな店を構える松久保隆一とは比ひ較かくにならないけれど、悠も父の店を引き継ついでショコラトリーを経営している、ショコラティエの端はしくれだ。

　未央はそこに通ってくれている三つ年下の女の子で、人ひと懐なつっこくかわいらしい彼女に、悠は淡あわい恋こい心ごころを抱いだいていた。

　出会って半年、声をかけるまで三ヶ月、やっと未央から三日前に「折原くんと行きたいところがあるの」とデートに誘さそわれて、悠は飛び上がって喜んだ。

「すごく混こんでいて、待ち時間が長いけどいいかな？」

　なんて思わせぶりな言葉に、悠は某ぼう夢の国のことだと勘かん違ちがいした。

　そうして詳くわしく訊きくこともせずに夢の国のガイドブックを熟読し、つい先ほどまで食いしん坊ぼうのクマになりきってはちみつ探しの旅に出る予定だったのだ。

　こうなったら、意地でもはちみつを食くらいたい。

「はちみつ入りのショコラってあるかな？　店員さんに訊いてみよっか。てか折原くん、今日ものすごく厚着だよね」

　未央はぷっと噴ふき出した。

　悠は慌あわててそれを取り繕つくろう。

「うん。こういうところって、あんまり暖だん房ぼうが効いてないでしょ？　ショコラトリーは室温調節が重要だからね」

「あっ、そっかあ。さすが折原くん、一流のショコラティエさんだね！」

　悠は得意げに微笑んだ。真冬の夢の国は寒いだろうと雪だるまのように着き膨ぶくれた悠は、高貴な店内で完全に浮ういている。どや顔でもかましていないと、恥はずかしすぎて逃にげ出したくなる。

「すみませーん」

　未央がヴァンドゥーズを呼んだとき、店内に悲鳴のような歓かん声せいが沸わき起こった。

　悠は目をぱちくりさせる。

「なにごと？」

「わっ、わっ、折原くん、あそこ！　松久保隆一さんだよ！」

　サロン・ド・テの奥を見やると、そこに人目を引く背の高い男がいた。悠はぎょっとし、身を最小に縮めて完全に丸となる。

　マジかよ。なんで出てくるんだよ。ショコラティエは厨ちゆう房ぼうにいろ。

　絶対に顔を合わせたくなくて、こっちに来るなと念じた。

　けれど松久保隆一はなぜか一直線に、悠と未央のテーブルに向かってくる。

　未央は興奮し、椅い子すから腰こしを浮き上がらせた。

「あ、あのっ、松久保隆一さんですよねっ。わたし、去年パリで松久保さんのショコラに出会って、すっごく感動しました！　それからテレビや雑誌で松久保さん本人を知って、松久保さん自身にも興味を持って……」

「ありがとうございます。そう言っていただけて光栄です」

　隆一は品のある甘い声で答えた。

　たちまちメロメロになる未央に、悠は啞あ然ぜんとする。

「未央ちゃん、早く注文しよっ」

「あ、そうだねっ。松久保さん、はちみつが入ったショコラはありますか」

「え、ちょっ」

　隆一に訊く未央に、悠はうろたえた。

　違ちがう、この男には去ってもらい、ヴァンドゥーズを呼びたかったのだ。

　隆一は頷く。

「はい。ガナッシュにはちみつを加えたボンボンショコラがございます。桜の花の蜜みつ──品種は染そめ井い吉よし野のから採取したはちみつを使用しておりますので、ふわりと桜の香かおりがして、一足先に春の訪おとずれを感じられますよ」

　ガナッシュとは、チョコレートを生クリームなどと混ぜ合わせた、ボンボンショコラ──一口サイズのチョコレート──の中に入れるもののことだ。そこにはちみつを加えるととてもまろやかになり、優やさしい甘さになる。また、洋酒を入れたりすると、ぐんと大人の味になる。

「わあ、おいしそう。折原くん、楽しみだね」

「う、うん」

　ちょっと待って未央ちゃん。「折原くん」はまずい。

　挙動不ふ審しんになる悠の頭の上に、隆一の気き易やすい口調が降ってくる。

「へえ？　先せん輩ぱいって、はちみつ好きでしたっけ？」

　悠はビクッと肩かたを震ふるわせた。

「……」

「折原悠先輩？」

　頑かたくなに顔を向けようとしない悠をおもしろがるように、隆一は名前を呼んだ。

　なんということだ。入店してたった五分で気づかれてしまった。

　いや隆一の様子からして、最初からばれていたに違いない。　>>>♥

「え？　折原くん、松久保さんと知り合いなの？」

　きょとんとした未央に、悠は縦か横かわからない角度に首を動かした。

「う、うん？」

「えー言ってよー！」

　どういう知り合いなのと問い詰つめられてしかたなく、隆一は悠の製せい菓か専門学校時代の後輩であることを告白した。

　未央が大おお騒さわぎする中、悠は隆一に上うわ目め遣づかいを向ける。

　こうして対面するのは、六年ぶりだった。

「おひさしぶりですね先輩。言ってくれれば席を取っておいたのに。ずいぶん並んだでしょう？」

　容姿の全すべてが計算し尽くされたような隆一は、もちろんそれを自覚しきった表情で笑えみを浮かべる。

　端たん整せいな顔立ちには、ゾクッとするほど男の色気が滲にじんでいた。くせのないさらさらの黒くろ髪かみから覗のぞく怜れい悧りな双そう眸ぼうには、胸の奥を鷲わし摑づかみにされるような底知れない力を感じる。コックコートの腰に巻いたエプロンはロング丈たけで、長身の隆一をより洗練させて見せていた。

　認めたくはないけれど、隆一の風格は六年前よりもさらに凄すごみを増した気がした。

「……別にそれほど並んでないし。そんなことお願いする仲でもないし」

「元気にしていましたか」

「……うん、まあ。隆一も元気そうで。ぜーんぜん変わってなくて」

「先輩もね。六年分、ちゃんと年取ってますか？」

　さりげなく童顔を指し摘てきされて、早さつ速そくカチンときた。でも未央の前だ。これくらいは笑って流すに限る。それに隆一に言われるまでもなく、悠は二十六歳になった今でも学生に間ま違ちがえられることが多かった。

　隆一は未央を一いち瞥べつすると、すぐに悠に視線を戻もどした。

「それにしても、先輩も隅すみに置けませんね。こんなにかわいい彼女がいたとは」

　悠はぱっと顔を輝かがやかせる。

「まあねっ、いいだっ──」

「やだ、彼女じゃないですよ。ぜーんぜん違います。折原くんはただのお友だちです」

「──え？」

　照れて後頭部に当てた手が滑すべった。

　隆一は笑いを嚙かみ殺す。

「ぜーんぜん違うんだ？」

「はい！」

　キレのよい未央の返事に、心が折れる。

「未央ちゃんそんな……」

　自分は未央の中でどういう位置づけなのだろうか。デートに誘ってくれたのだから脈があると思っていたのに、そんなものは最初からなかったのだろうか。

　打ちひしがれる悠を見て、隆一は噴き出した。

　悠はそれを睨にらみつける。

　やっぱり隆一になんて会いたくなかった。

「松久保さん、一いつ緒しよに写真撮とってもらえますか？」

　近くにいた女性客が隆一に声をかけてきて、それをきっかけに人がどっと押し寄せた。隆一はあっという間に攫さらわれてしまう。

　悠はテーブルの下で拳こぶしを握にぎり締しめた。

　やった。手を汚よごさずに隆一を追い払はらえた。

「残念、行っちゃったね」

　未央はがっかりしながらも、「折原くんすごいね、松久保さんと仲良かったんだね」と声を弾はずませた。

　どこが仲良しじゃー！　と大声で訴うつたえたかったけれど、無言で微笑ほほえむだけにとどめた。未央にかっこ悪いところは見せられない。

　気を取り直してヴァンドゥーズを呼ぶと、未央は季節＆店てん舗ぽ限定のガレット・デ・ロワと新作のボンボンショコラ、『Ryu Matsukubo』オリジナルブレンドの紅茶を注文した。

　ガレット・デ・ロワはフランスの伝統的なケーキで、新年のお祝いに欠かせないものだ。丸い形をしていて、パイ生き地じにアーモンドクリームを詰めて焼いたものが一いつ般ぱん的だが、ここはショコラトリーなので、中に刻んだチョコレートもたっぷり包まれているようだった。

「こんなにおいしいガレット・デ・ロワを食べたのは生まれて初めてだよ」

　夢見心ごこ地ちになる未央に、悠はもやもやした。

　今年、悠のショコラトリーではガレット・デ・ロワを販はん売ばいしなかった。でも来年は必ずやると意気込む。隆一には絶対に負けたくない。

　悠はエスプレッソと、ガナッシュにはちみつが入ったボンボンショコラを一ひと粒つぶだけ注文した。

『Ryu Matsukubo』のボンボンショコラは、一粒が六百円から千円前後で、他の有名な高級ショコラトリーと比べても、高めに価格設定されている。

　サロン・ド・テ利用の場合、ほとんどの人がドリンクも注文するから、客単価は三千円前後を想定しているようだ。

　持ち帰りの場合はその倍以上になりそうで、悠は同じショコラティエとして、その値段に見合うものかどうか確かく認にんしなくては、という思いに駆かられた。

　ボンボンショコラを手に取ると、まずは色と香りを確かめる。

　コーティングのチョコレートは通常より明るく、気品のある色だ。これはカカオの苦味成分であるポリフェノールの量が少ないからだ。濃のう厚こうで、豊かなアロマを感じる。シンプルな形のショコラの表面は、わずかな傷さえひとつもなかった。隆一のショコラはまるで宝石のように美しい。

　ゆっくりと、それを口に運ぶ。

「──……」

　……ああ。

　無意識で目を閉じていた。

　桜の香りがする口どけのよいガナッシュを包むのは、隆一のオリジナルブレンドのショコラ・ノワールだ。学生時代、悠が全くもって敵かなわなかったあの味だった。あの頃ころに比べるとさらに洗練されているけれど、根本的には変わっていない。

　口の中いっぱいに広がるのは、忘れられない世界で一番の味──。

　……おいしい。

　隆一のショコラは、どうしてこんなにも特別なのだろう。

　その手から生み出されるショコラに、悠は六年ぶりに魅みせられた。

　未央も向かいで、甘いため息をつく。

「『Ryu Matsukubo』のショコラは、あとを引く魔ま力りよくのある味わいって本当だね。ショコラが口の中でなくなっても、カカオの余よ韻いんがずっと広がってる」

「……うん。でもまたすぐに次のショコラがほしくなる」

　もっともっと隆一のショコラを味わいたい。そんな欲よつ求きゆうが突つき上げてくる。

　カカオバターの量で、アロマが立つタイミングと余韻の時間が決まる。隆一はそれを、彼にしかできないレベルで、巧たくみにコントロールしている。それはもう、天才としか思えないほど絶ぜつ妙みように。

　ショコラの主原料であるカカオ豆が、悠に語りかけてくる。

　このショコラに使用されているカカオ豆の産地と品種、割合は──。

「──ヴェネズエラ産とエクアドル産、ともにクリオロ種、合わせて七十二パーセント」

「正解」

　呟つぶやいた瞬しゆん間かん背後で隆一の声がして、悠は飛び上がりそうになった。

　いつからそこにいたのだろう。隆一はどこか満足げに口の端はしを吊つり上げて、名めい刺しを差し出してくる。

「せっかく再会したことだし、またメシでも行きましょう」

　悠の名刺も求められ、とっさにためらった。

　けれど結局、鞄かばんから取り出す。

　名刺を交こう換かんするとき、手が震ふるえた。

「……」

「また連れん絡らくします」

　微笑む隆一に、どうしようもなく六年前のことが甦よみがえってくる。










　高校を卒業後、悠は二年制の製せい菓か専門学校に入学した。男手ひとつで悠を育ててくれた父親がショコラティエだったから、その進路はごく自然なことだった。

　思い返せば悠の生活は、カカオの香かおりとともにあった。

　父は悠がまだ小さかった頃から、店が休みになると悠を連れてカカオ豆の産地を旅した。中南米が主だったが、アジア諸国であるベトナムやインドネシアなどの農園を訪おとずれたこともある。

　最近はBean to BAR──豆からチョコレートを作るというスタイルが注目されているが、父はそれに二十年も前から関心を寄せていたのだ。

　まだ日本でショコラティエという単語すら浸しん透とうしていなかった頃の話だから、原材料であるカカオ豆にこだわっていた父は、当時は相当変わり者だったのだと思う。でもそのおかげで悠は子どもの頃から、ショコラの母なる大地に触ふれてきた。

　そのせいか悠には、カカオ豆の産地と品種、割合が完かん璧ぺきにわかる絶対味覚が備わった。

　通常カカオ豆のテイスティングは、タブレットと呼ばれる単一産地のカカオ豆で作られた板チョコレートが用いられる。学校の授業で、そのタブレットの産地と品種、割合の全すべてを見み極きわめることができた悠は、周囲から一目置かれるようになった。

　ついたあだ名が『カカオの天使』。

　天性の味覚とカカオの魅み力りよくを引き出すセンスに秀ひいでた悠の能力は、同期の中でも群を抜ぬいていた。悠も自分自身、才能があるのではと思いかけていた。

　けれどそんな悠の前に、本物の天才が現れた。

　出会いは二年に上がってすぐのことだ。

　誰だれもいない校舎の屋上で、悠はよくショコラのテイスティングをしていた。テイスティングする環かん境きようはなるべく静かで、特定の匂においがこもらないほうがいいから、そこは最適だった。

　けれどその日はめずらしく、屋上の奥まったほうから女の子の声がした。

　先客？

　そう思いながらなにげなくのぞいてみた。

　その途と端たん、悠は仰ぎよう天てんしてしまう。

「うわあっ！」

　そこにいたのは人目を引く容姿をした男と、それに戯たわむれる女の子だった。

　長い足を持て余すように床ゆかに伸のばした男の上に、女の子が跨またがっている。ふたりは健全な太陽の下とは思えないくらい、いかがわしい雰ふん囲い気きを漂ただよわせていた。というか、男の手ががっつり女の子のお尻しりを摑つかんでいる。

「あ、折原悠」

　男は手の位置はそのままに、悠を振ふり向いた。

「え？」

「二年の折原悠先せん輩ぱいですよね？」

「そうだけど……」

　そういうお前は誰だと問いかけて、悠はやっと男が誰か気がついた。

　松久保隆一──一ヶ月前、一学年下に入学してきた、噂うわさの新入生だ。

　隆一の実家は、世界に名だたる大だい企き業ぎようで、主に菓か子し製造業に属する事業を行っているらしい。子会社は数十ヶ国に渡わたり、その菓子は世界中で販売されているという。こんなこぢんまりした製菓専門学校に場ば違ちがいな、本物の御おん曹ぞう司しだ。

　その上隆一は、かなり整った容姿をしていた。わけなく百八十センチを超こえる身長に、長い手足、男っぽいのにきれいな顔は、無む性しように人を惹ひきつける。

　そのせいか隆一はいつも女の子に囲まれていて、男たちからは煙けむたがられていた。

　それでも本人は嫉しつ妬とも羨せん望ぼうもどこ吹ふく風で、いつも余よ裕ゆうを浮うかべて微笑ほほえんでいる様は、さらに彼を際きわ立だたせていたのだ。

　そんな隆一が、まさか悠を知っているとは思ってもみなかった。

　立ち尽つくしていると、隆一はさらりと膝ひざの上の女の子を払はらいのけた。いきなり雑な扱あつかいをされて戸と惑まどう女の子を、「また今度ね」と、有う無むを言わせない態度で追い払う。

　残された悠がその光景に呆ぼう然ぜんとしていると、隆一はまるで何事もなかったかのような顔で微笑んできた。

「俺、先輩と話してみたかったんですよ」

　親密そうな女の子をあっさりと袖そでにして、自分の興味を当然のように優先する不ふ遜そんな態度──隆一は噂どおりの男だと思った。

　それにしても、どうして隆一は悠のことを知っているのだろう。学年が違ちがえばクラスも違うし、実習などでもまだ一いつ緒しよになったことはなく、対面するのは初めてだった。

　その答えは、隆一の口から発せられた。

「『カカオの天使』、なんですよね？　十年に一人の天才だって、先生が言っていました。俺もショコラティエを志望しているんです」

「え」

　悠は少し驚おどろいた。

　製菓専門学校では、製菓全ぜん般ぱんを学ぶ。悠のように父親がショコラティエというような特とく殊しゆな場合を除いて、まずは洋よう菓が子し職人──パティシエとして始めるのが一般的だ。そうして修しゆ業ぎようを積む中で、ショコラの魅力に取り憑つかれた者だけが、ショコラを専門的に扱う職人──ショコラティエという道を選ぶ。隆一もすでに同じ道を選んでいるのは予想外だった。

　隆一はゆっくりと近づいてきた。

　そうして悠が手にしている箱に視線を向ける。

「それ、先輩が作ったものですか」

「あ、うん。テイスティングしようと思って屋上に来たんだけど、なんかあやしげな先客がいたから……」

　さすがに気がそがれてしまった。

　それとなくイジワルを言ってみると、隆一は急に真しん剣けんな顔つきになって、悠の手て許もとをじっと見つめた。

「……」

　何か言いたいのに言い出せない。そんな表情だ。けれど隆一の瞳ひとみが口ほどにその感情を物語っていた。

『悠のショコラに興味がある』

　どうやら隆一がショコラティエを目指しているというのは本当らしい。

　けれどなぜかそう切り出せない隆一は、もしかすると意外とかわいげがある奴やつなのかもしれないと思った。

　さっきの女の子に対する、遠えん慮りよのない態度とのギャップに、悠の頰ほおは無意識で緩ゆるんでしまう。

「食べる？」

　気づけば箱を差し出していた。

「いいんですか」

「いいよ」

　悠がその場に座ると、隆一も隣となりに腰こしを下ろした。タブレットのかけらを、きれいな所作で口に運ぶ。

「──……」

　長い睫まつ毛げを伏ふせ、無言でショコラを味わう隆一に、悠はそわそわした。

　自分のショコラにはもちろん自信がある。

　けれど噂の新入生はどんな評価を下すのだろう。

　隆一はショコラのラストノートを感じ終えると、静かに瞳を開いた。

「なるほど。先生の話は本当みたいですね。さすが『カカオの天使』様」

　露ろ骨こつな「様」付けといい、なんだか上からものを言われている気がして、悠はちょっとむっとした。

「先輩がそう呼ばれているのは、絶対味覚を持っているからなんですよね」

「そうだよ。俺、カカオに関してだけは、普ふ通つうの人より味覚が鋭するどいみたい」

「カカオ豆の産地と品種、割合が完璧にわかるなんて、ショコラティエとしては最強の武器ですね。でも、先輩はそれだけじゃない」

　悠が怪け訝げんな顔をすると、隆一は微笑んで、大だい胆たんに切り返してくる。

「このショコラに使われているカカオ豆の品種は、フォラステロ種ですね。で、カカオの含がん有ゆう率は八十パーセント以上」

「え、お前もわかるのっ？」

　悠は思わず身を乗り出した。

「産地まではわかりませんが、品種と、だいたいの割合は。でもこれには、フォラステロ種特有の苦味や渋しぶ味みがない。それどころか、さわやかな甘みさえ感じる。高カカオのタブレットなのに、不思議だ。何か特別な工程を加えているんですか」

　カカオ豆にはフォラステロ種とクリオロ種、トリニタリオ種の三種類があり、フォラステロ種はその特とく徴ちようから、ショコラ・レ──ミルクチョコレートに適していると言われている。また、チョコレートの基本の豆として用いられているものだ。

　クリオロ種は世界のカカオ豆の生産量の五パーセントにも満たない、最高級で希少価値のあるもので、トリニタリオ種はクリオロ種とフォラステロ種を交配させたものだ。後者は主にブレンドとして用いる。

「実は俺、豆のロースト時間とコンチングにこだわってるんだ」

「え。先輩、豆からショコラを作ってるんですか」

「うん。あとこれは、十種類の産地のフォラステロ種をグラム単位でブレンドしてみた。ベストな配合は、まだ模も索さく中なんだけど」

　製せい菓かは通常、クーベルチュール──厳しい国家規格をクリアした、カカオ分とカカオバターの含有量が多いチョコレートから作り始める。

　けれど悠は豆の状態で輸入し、そこから始めていた。

「今は市場で高品質のクーベルチュールが手に入るけど、俺は俺にしかできない、カカオの魅み力りよくを引き出したくて。フォラステロ種は力強さだけじゃない、その奥に繊せん細さいさも秘ひめていると思うんだ」

　目をキラキラさせると、隆一はめずらしいものでも見るような顔で悠を見た。

　この顔には覚えがある。悠の父がカカオについて熱弁をふるうとき、周囲の人はよくこんな表情をしていたのだ。悠も時折父をそんなふうに見ていたはずなのに、今は自分がその顔を向けられている。血は争えないものだ。

「俺は小さい頃ころから父さんとカカオ農園を旅してきたから、普通の人よりもカカオのことがよくわかるんだよ」

　子どもの頃に身につけた感覚は、その人の五感を一生左右するという。悠の父はただ自分の興味優先で、幼い悠を連れ回していたのだろうが、それらは全部悠の糧かてとなっていた。悠にはまるでカカオと会話しているみたいに、その声が聞こえてくる。悠にとってカカオは特別な植物だった。

　目を瞑つぶれば一面に広がる、誇ほこり高いカカオの香かおり。

　カカオの実には赤色も黄色もこげ茶色もあって、その硬かたいカカオポッドを割ると、白い実がたくさん出てくる。採れたては濃のう厚こうな、フルーツみたいな味がする。

　夕暮れ時に、丘おかの上でカカオの実に祈いのりを捧ささげる人々の姿は、幼かった悠にはとても神こう々ごうしく見えた。

　温かく迎むかえてくれた、カカオ農園のお父さんやお母さん、子どもたちの記き憶おくが、今も脳のう裏りに焼きついている。

「だから俺はその能力を最大限に活いかして、ショコラで人を感動させたい」

　そうして悠のショコラを食べてくれた人たちが、幸せな気持ちになってくれればいいなと思う。

　たくさんの人の手を介かいして、大事に育てられたカカオを生かすも殺すも、最後はそれを扱あつかう職人次し第だいだ。

　ちょっと熱く語りすぎたかな、と隆一の表情を窺うかがうと、そこには思いがけず優やさしい笑え顔がおがあって、悠は思わずドキッとしてしまった。

「いいですね、そういうの」

「そ、そうかな。ありがとう……」

　なんだか面おも映はゆかった。真ま面じ目めな話をするのは苦手なのに、なぜか隆一の前では止まらなかった。けれど隆一が、知り合って間もない悠のプライベートな話を笑わずに聞いてくれたことがうれしかった。

「先輩に、もっと興味が湧わきました」

「……興味って？」

　隆一はいきなり距きよ離りを詰つめてきた。

　凄すごみのある美び貌ぼうの急接近に、悠はとっさに立ち上がる。

「な、なに」

「何を怯おびえているんですか？」

　隆一もその長身を起こしながら、不敵な笑みを浮うかべた。

　なんだか隆一の纏まとう雰ふん囲い気きが変わった気がした。

「……し、至近距離で見下ろしながらしゃべるな」

「プライドが高いんですね。背は何センチですか。百六十？」

「なっ、俺は百六十五ある！」

「へえ。俺は百八十五ありますよ」

「うっ。俺はこれから伸のびまくる予定なんだよっ。お前なんかすぐに追い越こしてやるからな！」

「それは楽しみですね」

　ばかにしたような言い方に、悠はかっとなった。

「お前やっぱ性格悪いなっ」

「いい性格をしているとよく言われますけど」

「それ悪いって意味だよ！」

　ヒトのコンプレックスを平気で突ついてくるような男の相手なんてしていられない。

　俺もう行くからなっ、と踏ふみ出したときだった。

　悠は無様に転んでしまう。

「……うー！」

　這はいつくばりながら声にならない声で呻うめいた。

　膝ひざをしたたか打ちつけた。めちゃくちゃ痛い。平へい坦たんなコンクリートの上でこけるなんてどんな災難だ。しかも生意気な後こう輩はいの前でなんて恥はずかしすぎる。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

「……じゃないっ」

　憤いきどおって振ふり返った悠の視線の先には、なぜか食い入るように悠の尻しりのあたりを見つめている隆一の姿があった。

　まさか転んだ衝しよう撃げきでどこか破れたのだろうか。

　慌あわてて尻を隠かくそうと手を伸ばすと、指先が何か温かなものにぶつかる感かん触しよくがあった。

　どう考えても人の手だ。

　人の手？

　考える間もなくその手は不ぶ躾しつけに悠の尻を包み込み、鷲わし摑づかみにした。

「えぇっ!?　お前、何してるんだよっ!?」

　ぶったまげすぎて声が上うわ擦ずった。

　隆一が悠の尻を揉もんでいる。

　表情は真しん剣けんそのものだが、十本の指でためらいもなく揉みしだくその行こう為いは、変態極きわまりないものだった。

「……まさか、こんなところで出会うとは……」

「はあっ？　何言って……!?」

　隆一は瞬まばたきも忘れ、ゴクリと喉のどを鳴らす。

「このフォルムに、この張り……。……先せん輩ぱいは十年に一人の天才ではなく、百年に一人の逸いつ材ざいかもしれません……」

　本気のトーンに、悠は青ざめた。必死にほふく前進する。けれどもがけばもがくほど、隆一の長い指が尻肉に食い込んでくる。

「やめろチカン揉むなっ」

「素す晴ばらしい。絶ぜつ妙みような肉付きですね。うつ伏ぶせでもプリッとした美尻ラインは桃もものようです。俺、尻フェチなんですよ」

「知らないよお前の性せい癖へきなんかっ。誰だれか助けっ……ギャアッ！」

　隆一は思いっきり尻に嚙かみついてきた。頑がん丈じような歯が服を突き破ったかと思うほどの鋭するどい痛みが走る。

「いったい……！」

「たまらないです。興奮します。先輩、ルーヴル美術館に行ったことはありますか」

「いきなりなんの話だよ！」

「そこに、ライオンに尻をかじられている男性の彫ちよう刻こくがあるんですが、今の先輩の形相にそっくりですよ」

　隆一は愉たのしそうに笑った。痛みで呻く悠の尻に頰ほおずりしながら囁ささやいてくる。

「俺はそれを見て尻に惹ひかれ、性に目覚めたんです。奮い立ちますよあれは」

　さすが大だい企き業ぎようの御おん曹ぞう司し、ルーヴル美術館で性の目覚めなんて高貴だな、と思ったのは一いつ瞬しゆんで、ただの変態である。

「変態すぎ……」

　ハアハア呼吸を乱しながら何度も尻に喰くらいついてくる隆一に、悠はもうお手上げだった。

　隆一に謎なぞの狂きよう気きを感じ、暴れる気力すら奪うばわれていく。

「もうやだ……」

　ここにめちゃくちゃな変態がいます。女の子だけじゃ飽あき足らず男にまで手を出すケダモノです。

　ていうかこれ、どういう展開？

　ショコラについて熱く語り合ったと思ったら、尻を嚙まれた。

　幸い友人が悠を探しにやってきて事なきを得たが、隆一の第一印象は最悪だった。

　──でも、隆一はそれだけの男じゃなかった。

　初めて製せい菓か実習で一いつ緒しよになったときの隆一の姿は、今でも鮮せん明めいに覚えている。悠だけじゃなく、実習室にいた全すべての人が隆一に魅みせられた。

　ショコラを前にした隆一は別人だった。

　摑みどころのない、めちゃくちゃな男の影かげは消え失うせる。

　一いち途ずな瞳ひとみ、長い指先は華か麗れいに動く。クーベルチュールはみるみるうちに、宝石のように光り輝かがやく一ひと粒つぶになった。

　衝撃的だった。

　隆一は本物の天才だったのだ。

　そのショコラを試食し、胸が打ち震ふるえた。

　……おいしい。こんなにすごいショコラは、世界中のどこでだって食べたことがない。悠が作るものなんて、簡単に超こえている。

　それどころか、尊敬する父のショコラすら敵かなわないかもしれない。

　そんなふうに思うものに出会ったのは、生まれて初めてだった。

　こんなのはとんだ詐さ欺ぎだ。

　悠は隆一のことがどうしようもなく気になって、作業に集中できなくなった。そのせいで次に同じ実習を受けたとき、悠は二百度のオーブンの天板を素す手でで摑もうとするミスを犯おかしてしまった。

　けれどそれを、いつの間にか注視してくれていた隆一が、すんでのところで庇かばってくれたのだ。

　悠を押しのけたとき、隆一は落ちてきた天板が腕うでに当たってやけどを負った。

「ごめん、本当にごめん……」

　自己嫌けん悪おに陥おちいる悠を、隆一は一言も責めなかった。それどころか、気き遣づかってくれさえした。

「もういいですよ。ていうか、そんなに悲ひ愴そうな顔をするくらいなら、実習中は二度とぼんやりしないでください」

　強い目で見み据すえられて、悠は心の底から頷うなずいた。

「うん……。もう二度と、あんなミスは犯さない。……でも、どうして俺を庇ってくれたんだよ？」

「さあ」

　隆一も本気でわかっていない顔だった。無意識で、悠を守ってくれたのだろうか。

　隆一の才能に嫉しつ妬として、当たり前の注意を怠おこたった自分は最低だ。

　いつまでも暗い顔をしていると、隆一は息をついて、悠の背後に手を回してくる。

「じゃあ、お尻しり触さわらせてくださいよ。それでチャラってことで」

「は、はあっ？　全然チャラじゃないだろっ」

　悠は迫せまってくる隆一の胸を押し返した。

「世紀の尻は、お高いですね。いいじゃないですか、少しくらい」

「よくないわっ」

「ねえ先輩。せんぱーい？」

「なんだよ変態っ」

「……あ。俺今気づいたんですけど、先輩と変態って語ご呂ろが似てますね」

　センパイ。ヘンタイ。確かに似ていないことはないけれど、今その会話は必要だろうか。隆一の思考回路についていけない。

「……てかくだらないこと言いながら、どさくさに紛まぎれて尻を揉むなっ」

「ばれました？　今日も手触り最高ですね。愛らしく引き締しまっています」

　隆一は悪びれもせず笑った。悠は呆あきれてしまう。

　隆一の真意はわからない。

　けれどそのとき、そうやってふざけるのが、これ以上悠に負い目を感じさせないようにするための、隆一の優やさしさなのかもしれないと思った。

　それは、隆一を買いかぶりすぎだろうか。

　けれどこの間、悠が熱く語ったときだって、隆一は優しい笑え顔がおで聞いてくれた。あそこに噓うそはなかったはずだ。どんなに尻好きの変態でも、同じショコラティエを目指す男に、本気で悪い奴やつはいないと思う。

「先輩、俺が作ったフォンダン・ショコラ、食べますか？」

　隆一は悠に包みを差し出した。

「……食べる」

　食べればきっと悔くやしい思いをするだろう。けれどそれ以上に、その特別な味に心を揺ゆさぶられる。

　隆一は、生しよう涯がいのライバルだ。

　そのとき、悠はひそかにそう思った。隆一を認め、競きそい合い、高め合う。隆一とはその関係が一番いい。

　ふたりは切せつ磋さ琢たく磨まし、いつしかふたりに敵う者はいなくなっていた。

　出会って約一年が経たった、悠の卒業式の日のことだ。

　ふたりは校舎の屋上にいた。そこはいつの間にか集合場所になっていた。

　隆一とは学年が違ちがうから、合同実習でもない限り顔を合わせることはない。昼休みや放課後、お互たがいの気が向いたときにそこで落ち合い、ショコラをテイスティングしたりする。そんな関係になっていた。

　でもそれも、今日で終わりだ。

　卒業後、悠はフランスの老舗しにせパティスリー『ヴァレリー』で修しゆ業ぎようすることが決まっていた。

　国内外の著名なパティシエが外来講師としてやってくるたび、悠はその才能を評価され、その評判は学内だけにとどまらなくなっていた。

『ヴァレリー』で日本人が採用されるのは、初めてのことらしい。悠にとって、とても名めい誉よなことだった。悠の父も、悠を心から応おう援えんしてくれている。

　実家のショコラトリー『オリハラ』は、まだしばらくは父ひとりでやっていける。悠はいつか父とともに『オリハラ』を支えていくために留学することを決めたのだ。

「卒業祝いです」と隆一がくれたボンボンショコラの箱を、悠はその場で開けた。そうして隆一の隣となりに座って食べ始める。

「どうですか、世界一のショコラの味は」

「ちょっと黙だまってて。てかお前、世界一って。自信過か剰じようすぎるだろ」

「事実ですから」

　悠は呆れた。隆一は出会ったときからまるで変わっていない。いつだって自信に満ち溢あふれていて、それを少しも隠かくそうとしない。

「今さらだけどお前、その性格直したほうがいいよ？　日本じゃ嫌きらわれるから」

「先せん輩ぱい、来週にはフランスでしょう？　フランスに行けば、俺みたいな奴ばっかりですよ」

「噓だろ」

「本当です。俺、十二までフランスで育ったので」

　悠は隆一にジト目を向けた。こいつはフランスに何か恨うらみでもあるのだろうか。隆一みたいな奴ばかりがいる国なんてありえない。

「まあ、自分の目で確かく認にんしてくるよ」

　無益な話はやめ、悠はショコラに集中した。

　ショコラは目で、手で、耳で、鼻で、舌でテイスティングする。

　まずはセンターを、そしてコーティングのカカオの産地と品種、その割合を見み極きわめる。

「コーヒー風味のプラリネ。アイボリーコースト産のフォラステロ種、ショコラ・レ、四十一パーセント」

　ショコラ・レ──ミルクチョコレートでありながら、単一産地のカカオ豆が使われていた。コクがあって、ほどよい甘さの優しい味わいだ。滑なめらかな口どけは、隆一のショコラでは言うまでもない。

　隆一は薄うすく微笑ほほえんで、心地ここちよさそうに悠の声を聞いている。

　悠は次のショコラを口にする前に、ミネラルウォーターを含ふくんだ。そうして一粒ごとに味覚をリセットしてテイスティングするのだ。

「フランボワーズのコンフィ。ヴェネズエラ産とエクアドル産のクリオロ種、ショコラ・ノワール、七十二パーセント」

　隆一のショコラ・ノワール──ビターチョコレートだった。

　もう何も考えられなくなる。陶とう然ぜんとしてしまう。

　隆一のノワールは苦いだけじゃない。華はなやかな甘みがある。エンド・オブ・マウスはまるで永遠で、一生忘れられない味だ。

　さっき隆一が言った世界一というのは、自うぬ惚ぼれじゃない。フランスに行ったってこれ以上のものに出会えるとは思えないくらいのものだった。

　隆一はその天てん賦ぷの才能で、ショコラを自由自在に操あやつっている。

「先輩、俺は暇ひまなので、先輩のお尻しりを揉もんでもいいですか」

「……お前はまたそれか。てか、それしかないのか」

　悠は白い目を向けた。

　隆一は相変わらず、その変態街かい道どうを突つき進んでいる。勝手にまっしぐらなのは構わないけれど、悠を引きずり込むのはやめてほしかった。

　知り合ってからというもの、隆一はほかの女の子の尻には目もくれず悠の尻を狙ねらってくる。不意打ちで揉まれることは、日常茶さ飯はん事じだった。

　けれど人間、誰だれにだって欠点はあるものだ。こういう何もかもに恵めぐまれた男にもそれがあるということが、どこかで悠を安心させているところもあった。

「だって先輩は俺のショコラを食べているときが、一番いい顔をする。だから余計に揉みたくなるんです」

「……なに、それ」

　隆一は突とつ然ぜんまっすぐに見つめてきた。悠はなんだか照れくさくなる。

　隆一は本当によくわからない奴だ。時々こんなふうに調子を狂くるわされてしまう。

「いいでしょう？　最後なんだから」

「まだ言うか。お前、絶対ショコラティエになれよ。じゃなきゃただの変態だからな」

「ひどい言い様ですね」

　いつもと変わりのないやりとりをしながらも、「最後」という隆一の言葉が、悠を少し寂さびしい気持ちにさせていた。

　なんだかんだで隆一がいてくれたから、ここまで成長できたような気もする。

　……最後だし、少しくらい触さわらせてやってもいいかな。

　そう思いかけて、やっぱりやめた。

　隆一とは、これが最後じゃないはずだ。

　悠は尻を触ろうとする不ふ埒らちな手を払はらいのけた。

　いつの間にか、隆一にもらったボンボンショコラはあと一ひと粒つぶになっていた。

　名残なごり惜おしい気持ちで、それを口に含んだときだ。

　隆一が覆おおい被かぶさって、顔を近づけてきた。

「え……？」

　気がついたときには唇くちびるが触ふれていた。

　悠の口の中のショコラは一いつ瞬しゆんで隆一に奪うばわれてしまう。

「な……、おまっ、何するんだよ!?」

「俺も俺のショコラが食べたくなったので」

「……お前ほんと、めちゃくちゃな奴！」

　食べたかったからって、キスしてまで奪うものじゃない。

　悠は呆れ果てながら口を拭ぬぐった。

　隆一は首を傾かしげる。

「あれ？　先輩、思ったより普ふ通つうですね？」

「お前とはもう長い付き合いだからな。これくらいじゃ驚おどろかない」

「驚かすつもりでしたんじゃないですけどね」

　悠が眉まゆをひそめると、隆一はちょっと困ったように笑った。

「先輩と知り合って一年、あっという間でした。そういえば先輩、初対面のときに、これから身長が伸のびまくる予定だって言ってましたけど、一年経ってどうなりましたか」

「……嫌いやなこと覚えてる奴だね。見ればわかるだろ」

　悠の身長は百七十センチになっていた。一年で五センチも伸びた自分を褒ほめてやりたいが、隆一を追い越こせなかったことは心残りだ。

「まあ、身長的にもショコラティエとしてもでっかくなってフランスから帰ってくるから、覚かく悟ごしてろよ」

　かっこよく宣言すると、隆一はうれしそうに微笑んだ。

「楽しみにしています」

「じゃあね、隆一。またいつか」

　ショコラティエとして、輝かがやかしい場所で。

　悠は未来への希望で満ちていた。そのときは、この先は見晴らしのよい、まっすぐな道が続いていると信じていたのだ。

　けれど悠が渡と仏ふつする日の朝、悠の父が急きゆう逝せいした。










「全然眠ねむれなかった……」

　悠は欠伸あくびを嚙かみ殺しながら店に向かった。

　悠が経営するショコラトリー『オリハラ』は、家の玄げん関かんを出て五歩で着く。ほとんどつながっているようなものだ。店の裏口から厨ちゆう房ぼうに入ると、そこは悠の心とは裏腹に、朝の澄すんだ空気で満ちていた。

　隆一とあんな再会をするなんて思ってもみなかった。自分は普通の顔をしていただろうか。隆一に、違い和わ感かんを持たれなかっただろうか。

　六年前、父が亡なくなり、悠はフランス行きを中止した。突然主あるじを失った店を放ほうり出していくことができなかったからだ。でもそれ以上に、悠がそこを離はなれられなかった。

　悠はその日から、父の代わりに店を支えている。

　カフェスペースのない小さな店は、悠のほかにふたりの従業員がいる。どちらも父の代から勤めてくれている、頼たよりになる女性だ。ショコラティエは悠ひとりで、商品は全すべて悠が作っている。

　まだ早朝なので、厨房には悠しかいなかった。

「よし、やるぞ」

　悠はまず、父が残してくれたレシピを開いた。

　今『オリハラ』の商品は、全てそれがもとになっている。さらにそこから新商品の開発に取り組んでいるのだ。

　学生時代、悠の不注意で隆一にやけどを負わせてから、悠は作業に入ると、ショコラのこと以外考えないようになった。雑念は全て、厨房の外に置いていく。そのおかげで、悠の体には傷ひとつついていない。

　クーベルチュールをテンパリングしていると、キューバ産カカオ豆独特の香かおりが漂ただよってきた。深い森のようなアロマだ。

　悠はこれが大好きだけれど、来年あるかもわからないくらいの希少なものだった。そういう豆を小ロットでも入にゆう荷かできるところが、小さなショコラトリーの利点だと思う。

　父のレシピにそれをガナッシュにしたボンボンショコラがあったので、今回はそちらを作ることにした。

　チョコレートはとてもデリケートで、取り扱あつかうには高い技術が必要だ。パティシエではなく、チョコレートを専門的に扱う職人として、ショコラティエを名乗る悠たちには、より卓たく越えつしたものが求められる。

　センス、クオリティー、そしてそれ以上に、普通のチョコレート以上の特別な何かを。

　悠は目の前のショコラだけを見つめ、ひたむきに作業を進めていった。










　仕事を終えて家に戻もどると、思わぬ人物から電話があった。

　隆一だ。個人の電話番号が入った名めい刺しなど、渡わたすべきじゃなかったと後こう悔かいする。

　悠は出るのをためらった。

　けれど結局【応答】をタップする。

『こんばんは、プーさん』

　隆一はわけがわからないことを言ってきた。

「はい？　俺、プーさんじゃないけど。間ま違ちがってない？」

『いいえ、合ってますよ。昨日、俺のショコラトリーに来た先せん輩ぱい、赤いセーターで着き膨ぶくれまくってて、はちみつ食べたいとか言って、どこからどう見てもあの黄熊だったじゃないですか』

　悠はドキッとした。コスプレまでしたつもりはないけれど、確かに昨日は食いしん坊ぼうのクマになりきって、はちみつ探しの旅に出るつもりだった。それを見み抜ぬいた隆一は鋭するどいのかもしれない。

「ば、ばかなこと言うなよ。訴うつたえられるぞ」

『大だい丈じよう夫ぶですよ、先輩が黙だまっていれば』

「……何お前、俺のことからかうために電話してきたの。俺そんな暇ひまじゃないんだけど」

『俺もそんな暇じゃないですよ。先輩にお願いしたいことがあってかけたんです。明日あした暇ですか』

「……お前どういうつもり？」

　今暇じゃないと言ったばかりだ。

『実は明日、デパートでトークショーをするんですよ。その手伝いをしてもらえないかと思って』

　隆一は明日、バレンタインに先さき駆がけて、デパートの一角でトークショーをすると言う。来場者に『Ryu Matsukubo』のショコラを味わってもらいながら、隆一がショコラについて語る、人気のイベントらしい。

『もちろんタダでとは言いません。来てくれるなら、イベント内で先輩のショコラを紹しよう介かいさせていただきます。俺もひさしぶりに先輩のショコラが食べたいですから』

「……」

　悠は口ごもった。

　イベントで紹介してもらえれば、店の大きな宣伝になる。それはわかるのに、すぐに頷うなずくことができない。

　隆一はどうして今さら悠を誘さそうのだろう。

　六年間も音信不通で、その間に隆一は、世界的に有名なショコラティエに名を上げた。もう悠には、何の用もないはずだ。

　それなのに隆一はまた昔のような関係に戻りたいと思っているのだろうか。隆一はそんな、甘い男だっただろうか。

　なんにせよ、悠はそんなのは望んでいなかった。

　悠がフランスに留学しなかったことを、隆一が知らないはずはない。

『明日忙いそがしいですか？』

「……店は定休日だけど……」

『だったらぜひ。イベントは十三時からですが、準備と打ち合わせがあるので十時には来てください。現地集合です』

　関かかわりたくない。

　そう思うのに、悠はどうしてか隆一の誘いを断ることができなかった。










　デパートでのトークショーは、思っていたよりも大規模なものだった。

　チケットは数ヶ月前に抽ちゆう選せん予約が行われており、応おう募ぼが殺さつ到とうしたため急きゆう遽きよ席数を増やしたらしいが、それでも膨ぼう大だいな立ち見客が出ると予想されるほどだった。

　会場となるフロアで打ち合わせが始まると、悠は真しん剣けんに聞き入った。なにせ今までこういう場には無む縁えんだったから、ショコラティエのトークショーなんて何をするのかわからない。

「十三時になりましたら、司会者から松久保さんの経歴を紹介後、松久保さんに登場していただきます。そのあと簡単なデモンストレーション、ショコラの試食、質問タイムという流れで、そこまでの所要時間は約一時間です。トークショー終しゆう了りよう後、『Ryu Matsukubo』の商品をお買い上げのお客様には松久保さんとお写真が撮とれるスペシャル企き画かくもありますので、全体を通すと終了は夕方になると思われます」

「スペシャル企画……いらなくない？」

　スタッフからの大まかなスケジュールの説明に、悠は思わず小声で突つっ込んだ。撮さつ影えい会の意味がわからない。ショコラは顔で売るものじゃない。

「何か言いましたか」

　隆一がこっちを見たので、悠は慌あわてて首を振ふった。

「いや別に。内容盛りだくさんで楽しそうだね」

「そうですね。それで先輩の紹介ですが、質問タイムのあとになりそうです」

　どうやら最後の最後らしい。

　トークショーが始まると、打ち合わせどおり司会者の女性が、隆一の華はな々ばなしい経歴を紹介する。悠はそれを傍かたわらで聞いた。

「松久保さんは製せい菓か専門学校を卒業後、フランスに渡り、パリの老舗しにせパティスリー『ヴァレリー』で技術を磨みがかれました」

「……」

『ヴァレリー』──意識したくなくてもどうしても悠の心を揺ゆさぶってくる。そこは悠が行くはずだったパティスリーだ。悠が留学を中止した翌年、隆一が行くことが決まったということは、風の便りで聞いていた。でもこうして直接耳にするのは初めてだ。

　連れん絡らくが途と絶だえていた六年間、隆一がどんな活かつ躍やくをしていたのかは知らなかったが、それは輝かがやかしすぎるものだった。

　隆一が作るショコラは『ヴァレリー』のシェフ時代から絶大な人気を誇ほこり、コンクールでは常に入賞、隆一は二十四歳の若さで、パリ７区にショコラトリー『Ryu Matsukubo』をオープンした。そうしてそのわずか半年後、チョコレート版ミシュランと呼ばれているフランスのショコラ愛好会Ｃ．Ｃ．Ｃ．の品評会で、最高位の金タブレットを獲かく得とくするという偉い業ぎようを達成──。

　隆一のすごさに、悠は圧あつ倒とうされることしかできなかった。

　六年間で、一体どれだけの差をつけられてしまったのだろう。

「それでは登場していただきましょう。『Ryu Matsukubo』のショコラティエ、松久保隆一さんです！」

「こんにちは、松久保隆一です。本日はお忙しい中お越こしいただき、本当にありがとうございます」

　キャアアアアア。コックコートに身を包んだ隆一が現れると、会場はものすごい熱気に包まれた。まるでアイドルのコンサートのようだった。来場者は完全に隆一をショコラティエ以上に見ている。ただならない盛り上がりぶりだ。

　ボンボンショコラのデモンストレーションが始まると、それはさらに加速した。

　隆一はまず、センターのガナッシュを作り、それをテンパリングしたチョコレートの中に浸つけてコーティングした。それは主にフランスで行われている製法で、そうすることでコーティングのチョコレートが薄うすくかかり、センターとの一体感が生まれる。口どけもとても滑なめらかになる。

　対してベルギーでは、モールドと呼ばれる型にコーティングのチョコレートを流し込み、周りを作ってから、そこにセンターとなるガナッシュなどを注ぐ。こちらはコーティングが厚くなるので、それぞれの味の対比を楽しむことができる。

　隆一はコーティングが完全に乾かわくと、絞しぼり袋ぶくろにテンパリングしたチョコレートを詰つめ、手がけでデコレーションしていった。きれいな所作で正確に、表面に繊せん細さいなラインを描えがいていく。

　簡単な実演なのに、まるで魔ま法ほうでも見ているようだった。ショコラがみるみるうちに宝石に姿を変えていく。

　相変わらず、ショコラを前にした隆一は別人だ。

　隆一の瞳ひとみにはショコラしか映っていない。

「……すごい」

　悠は思わずみとれてしまった。　>>>♥

　女の子なら、きっと隆一に、自分もあんなふうに一いち途ずに見つめてもらいたいと思うだろう。隆一の手で極ごく上じようの宝石に仕上げられるショコラを、自分と重ねてしまうかもしれない。そんなふうに、隆一は夢を見せる。

「それではアシスタントの方からみなさまに、『Ryu Matsukubo』のショコラを配っていただきましょう」

　同行していた『Ryu Matsukubo』の従業員と一いつ緒しよに、悠は来場者にショコラとミネラルウォーターを配って回った。

「ショコラとお水は行き渡わたりましたか？」

　隆一がショコラについて簡単に説明しながら試食が始まる。

　来場者の中には小さなナイフを持参し、ショコラの断面を見ながら味わう人もいた。隆一のショコラは見た目だけじゃなく、中身も美しく完かん璧ぺきに作られている。

　司会者から感想を求められた来場者が、「カシスのダークガナッシュと、コーティングのチョコレートのバランスが……」としどろもどろになりながらも専門的に語るのを最後まで聞いてから、隆一はきれいな笑えみを浮うかべた。

「ありがとうございます。具体的な感想をいただくのはとてもうれしいです。でも、身構えなくていいんですよ。おいしいという感想だけで、僕は幸せです。僕のショコラに文学的な感想はいらないので、気軽に味わってくださいね」

　声をかけられた女性は、一いつ瞬しゆんで骨ほね抜ぬきにされてしまった。世界的な天才ショコラティエのさりげない気き遣づかいに、司会者の女性まで進行を忘れてうっとりしている。

　質問タイムに入ると、最初は様子を窺うかがうように「Ｃ．Ｃ．Ｃ．のショコラアワードで金タブレットを獲得された感想は？」なんて普ふ通つうの質問をしていた女性たちは、「モデルにスカウトされたことは？」とか「初はつ恋こいはいつですか？」なんていう、ショコラに全く関係のない質問にシフトしていった。隆一はどんな質問にも、にこやかに答える。いつの間にか隆一は、完璧な外そと面づらも身につけたようだった。

　司会者は途と切ぎれない質問を名残なごり惜おしそうに打ち切って、最後のコーナーに移る。

　悠の出番だ。

「実は本日こちらに、松久保さんの製菓専門学校時代の先せん輩ぱいがいらっしゃっているんです。ご紹しよう介かいさせていただきます。ショコラトリー『オリハラ』のショコラティエ、折原悠さんです！」

「こ、こんにちは。折原悠です」

　悠は緊きん張ちようしながら、ステージの中央に立った。

「折原さんはカカオ豆の品種や産地、割合が完璧にわかる、絶対味覚の持ち主だとか。学生時代はその才能から『カカオの天使』なんて呼ばれていたと、松久保さんから伺うかがっていますよ」

「ええっ？　そんなことまで暴ばく露ろされるんですか？　……懐なつかしい思い出です」

　不意打ちであだ名が飛び出して動どう揺ようしたけれど、なんとかうまく返すことができた。

「松久保さんにはそういうあだ名はなかったんですか？」

　司会者の問いかけに、悠は苦笑いする。

「特にあだ名はなかったですね。でも松久保さんは女の子たちから『本物の王子様』だなんて言われていましたよ」

　さりげなく隆一を持ち上げると、歓かん声せいが湧わいた。

　客はみんな、隆一のさわやかでキラキラした学生時代を想像しているのだろう。

　けれど実際は『本物の王子様』だなんて呼ばれていても、それ以上にその食えない性格のせいでろくでもない噂うわさが絶えなかった。半分はただのやっかみだが、ここにいる紳しん士し的な隆一しか知らない人たちには、考えもつかないひどさだったことは間ま違ちがいない。

　事実を半分隠いん蔽ぺいした思い出話をしていると、『オリハラ』の商品が並べられたテーブルが運ばれてきた。

　悠はそれを紹介する。

「こちらは『オリハラ』の人気の商品、和トリュフです」

　トリュフとはその名のとおり、高級食材のトリュフに似せて作ったショコラだ。プレーンなものはガナッシュをチョコレートでコーティングし、カカオパウダーをまぶして仕上げる。悠の店では今、和の食材を使用したトリュフを販はん売ばいしていた。

「では今から、松久保さんとわたしで試食させていただきます」

　ふたりは期待を膨ふくらませた表情で、トリュフを口に運ぶ。

「わあ、すっごくおいしいです！　滑らかな口どけで、柚ゆ子ずの風味が広がります！」

　司会者から絶賛を博し、悠はほっとした。

「ありがとうございます」

「チョコレートに柑かん橘きつ系は相あい性しようがいいですが、柚子のトリュフはめずらしいですよね」

「そうですね、柑橘系ではオレンジやレモンが一いつ般ぱん的です。僕は今、柚子以外にもいろいろな和食材を使って、新しいショコラ作りに挑ちよう戦せんしています。たとえば生姜しようがや山さん椒しよう、醬しよう油ゆや味み噌そなども、意外とショコラに合うんですよ」

「へえー、そうなんですね！　ボックスも日本の伝統的な折形を使用していて、おしゃれです！　松久保さん、先輩のトリュフのお味はどうですか？」

「……」

「松久保さん？」

　声をかけられた隆一は、ひどく顔を強こわ張ばらせていた。見たこともないその険しい表情が、穏おだやかではない心情を映し出していて、悠は逃にげ出したくなる。

　隆一が何を口にするのか怖こわかった。

　様子が違ちがう隆一に司会者が戸と惑まどっていると、隆一はやっと抑よく揚ようのない口調で無難なことを呟つぶやいた。

「……そうですね。僕も和の食材には注目しているので勉強になります」

「折原さんのショコラが気になる方はぜひ、ショコラトリー『オリハラ』に足を運んでみてくださいね！」

　司会者がトークショーを締しめくくる。盛大な拍はく手しゆに包まれても、隆一の表情は浮かなかった。

「……」

　ステージを降り、控ひかえ室に案内されると、隆一は何かを考え込むように黙だまり込んだ。

　悠は息苦しくてたまらなくなる。

　隆一が何を考えているのか知るのは怖いけれど、こんなふうに沈ちん黙もくが続くのも耐たえられなかった。

　……もういっそ、思いのままにぶつけられるほうがいい。

　そう願ったとき、隆一は悠に突つき刺さすような視線を向けた。

「……あれはなんですか？」

「あれって……」

「さっきのトリュフに決まってるでしょう。正直、最初は自分の味覚を疑いました。こんなはずはないと打ち消したかった分、判断に時間がかかってしまった」

　悠はかっとなる。

「それ、どういうっ──」

「訊ききたいのはこっちの方です。あれは本当に先輩が作ったものですか？」

　悠は口ごもった。

　あれは間違いなく、悠が作ったものだ。

　……けれど、頷うなずくことができない。

「確かに味はおいしいかもしれない。先輩の技術も向上している。でもあれはただのチョコレートです。先輩にしか作れない、特別なショコラじゃない」

　隆一の心が急激に離はなれていくのを肌はだで感じた。

　隆一は冷えた声で、静かに告げてくる。

「先輩はこの六年間、何をしていたのですか？」

「……」

　悠は何も答えることができなかった。










　デパートでのトークショーのあと、どこをどう歩いてきたのか覚えていない。彷徨さまよっているうちに、すっかり夜になっていた。

　あのあと隆一は、撮さつ影えい会のためにすぐに連れ出されて行った。控え室に取り残された悠にはもう誰だれも用はなく、無断で会場を出ても呼び止められることはなかった。

　悠は適当に目についたバーに入り、慣れない酒を呷あおる。後こう悔かいと苛いら立だちが、今にも体を突き破りそうだった。

「くそっ……」

　隆一に見み抜ぬかれることはわかっていたのに、自分はどうして行ったのだろう。

　元々の才能に加え、本場パリの老舗しにせパティスリー『ヴァレリー』で技術を磨みがき、世界中のショコラファンを相手に、着実に実績を積み上げてきた隆一。

　かたや自分は、父から受け継ついだ店で常連客に囲まれて、安あん穏のんとしていただけだ。試し行こう錯さく誤ごし、新しいことに挑戦しても、何ひとつ大きな実を結べていない。

　ショコラティエとして、この六年間でどれほどの差が自分と隆一の間にできたのか。悠はそれを知りたくて──知りたくなかった。

　──先輩はこの六年間、何をしていたのですか？

　隆一の声が頭から離れない。

　夜が深まるごとに酒量が増して、悠はとうとう潰つぶれてしまった。

「……チェック……タクシー……」

　うつろな頭で考えを巡めぐらせていると、不意に肩かたを抱だかれた。力強い手は強ごう引いんに、悠の体を厚い胸に押しつけてくる。

「……？」

　甘いショコラの香かおりがして、悠はとっさに顔を上げた。

　するとそこには、今一番会いたくない男の顔があった。

「……っ、隆一……どうしてここに……」

「先せん輩ぱいがここで飲んだくれていると、うちの従業員が教えてくれました。今日イベントに同行していた従業員が、さっきまで先輩の近くにいたの、気づきませんでしたか。帰りますよ」

「い、嫌いやだ。まだ飲む」

　隆一の世話になんてなりたくなかった。それに帰ると言ったって、どこに向かうのだ。隆一に自分の家の敷しき居いを跨またがせるつもりはない。

　意固地になる悠に、隆一はため息をつく。

「ぶっ倒たおれて病院送りになりたいんですか。それともこの寒空の下、放ほうり出されて凍こごえ死じにたい？」

　悠は返答に詰つまった。確かにこれ以上飲んだら、自分でもどうなってしまうのかわからない。

　隆一は会計を済ませ、悠の腕うでを引っ張ってくる。

「ほら、立ってください」

「や、やだってば！」

　嫌だやめろと騒さわぐ悠を、隆一は引きずっていく。車に乗せられて、シートベルトで固定されても悠は暴れ続けた。

「どこに連れて行く気だよっ。俺の家には入れないからなっ」

「じゃあホテルか俺の部屋、どっちがいいですか。先輩とふたりきりで話したいことがあります」

「俺はないっ、てかどっちも嫌だからなっ」

「嫌嫌ってうるさいですね。それなら俺のショコラトリーです」

　隆一はそれ以上の抵てい抗こうを阻はばみ、独断で銀座のショコラトリーへ向かった。

　裏口から押し込まれ、厨ちゆう房ぼうにたどり着くと、大理石の台の上にチョコレートが入ったボウルがあった。まるで、作業の中断を余よ儀ぎなくされたような状じよう況きようだ。

　そういえば、隆一のコートの下はコックコートだった。もしかして、従業員から悠のことを聞いて、駆かけつけたのだろうか。悠は冷蔵庫に寄りかかりながら、回らない頭で考える。

　厨房には悠と隆一以外、誰もいなかった。

「何度も電話したのに、気づきませんでしたか。それとも無視ですか」

「し、知らない。てか別に、もう俺に用なんてないだろ……」

「ありますよ。六年ぶりに食べた先輩のショコラが、平へい凡ぼんでつまらないものになっていたんです。納なつ得とくできる理由を聞かせてください」

　悠は歯は嚙がみした。隆一を納得させられる理由なんてなかった。あればこんなにも苦しんでいない。

　六年前も今も、悠はずっと変わらずに、ショコラのことだけを考えている。

　誰もがおいしいと認めてくれるショコラを作るために、必死に努力している。

　けれどやればやるほど、どんどん悠が望むものから遠ざかっているような気がした。

　なんでもいいから、この悪あく循じゆん環かんから抜ぬけ出すきっかけがほしい。どんな小さなことだっていい。どんなことにも縋すがりつきたい。

　……けれど、こんなふうに隆一に追つい及きゆうされることになったのは、誤算だ。

「原因は？」

「……隆一に関係ない」

「言わないつもりですか。先輩は本当にそれでいいんですか」

「っ、うるさい、ほっとけよっ」

　悠は迫せまってきた隆一を振ふり払はらった。

　これ以上ここにいたら、言いたくないことまで言わされてしまう。

　悠はふらつきながら出口に向かった。けれど足がもつれて、台の上に置いてあったチョコレートのボウルをひっくり返してしまう。

　転んだ悠の上に、液状のチョコレートが降ってきた。

「うわっ」

「何やってるんですか」

　チョコレートまみれになった悠に、隆一は呆あきれた顔をした。屈かがみ込み、悠の両りよう脇わきに手をついてくる。

「髪かみの毛までチョコでベトベトじゃないですか。目には入ってないですか？　相変わらず器用な転び方をしますね」

「うっ、うるさい、ほっとけってばっ」

「このまま乾かわいたら、大変なことになりますよ」

「そんなのお前に関係ないだろっ」

「うるさい、ほっとけ、関係ない──って、さっきからそれ、不ふ愉ゆ快かいなんですけど」

　隆一は鋭するどい目で、悠を射い竦すくめてきた。

「あんまりかわいくない態度を取ってると、本気で容よう赦しやしませんよ」

「な、なんでお前、そんなに怒おこってるんだよっ……」

「俺が怒ったらおかしいですか」

「おかしいっ。だって俺がどうなろうが、お前にはなんの関係もないだろっ」

　悠が昔のようなショコラを作れなくなって、失望したというのならわかる。けれど隆一が憤いきどおる意味がわからなかった。

「俺に関係があるかないか、判断するのは俺です。先輩はただ俺の言うとおり、こんなことになっている原因を白状すればいい」

「この自己中男っ……」

　人の気持ちを逆さか撫なでしておいて、隆一は悠の心に土足で踏ふみ込んでこようとする。隆一には、黙だまって見守る優やさしさはないのだろうか。

　睨にらみつけると、隆一は別の言葉で言い換かえてくる。

「今のは言い方が悪かったですか？　なら、先輩はどうして今日、俺のトークショーに来たんですか」

「……そ、それは、……お前に誘さそわれたから」

「先輩は誘われたら断れないようなタイプですか。そうじゃないでしょう。今だって強ごう情じように、俺の言うことを聞かない」

「な……！」

「最初に俺のショコラトリーで再会したのは、偶ぐう然ぜんだったのかもしれない。でも先輩は今日、自分の意思で俺のところへ来たんです。それは俺に何か期待しているからじゃないですか？」

　悠はかっとなった。

　違ちがう。隆一になんて期待していない。悠は今の自分の苦境を、隆一にどうこうしてもらいたいなんて思っていない。

「そんなわけないっ、ない……！」

　悠はかぶりを振った。揺ゆらいだ心を搔かき消すように、否定の言葉を繰くり返す。隆一の指し摘てきに、動どう揺ようしている自分が嫌だった。

　隆一は息をついた。今ここでこれ以上悠を追い詰めたところで無む駄だだと悟さとったのだろう。

　悠はもう心をぴったりと閉とざしていた。

「本当に意地っ張りな人ですね」

　急に隆一の瞳ひとみが仄ほの暗ぐらくなった。悠は反射的に後ずさる。すると隆一は、大きな手で悠の顎あごを押さえつけてきた。

　拒こばむ間もなく、チョコレートが飛んだ頰ほおを舌で舐なめ上げられる。

「……な、何する……」

「見てのとおり、チョコレートを拭ぬぐってあげたんですよ？」

　隆一は形のよい唇くちびるをわずかに吊つり上げて、扇せん情じよう的に舌舐めずりした。

「……！」

　悠は両手で隆一を突つき放した。けれど今度はその手首を摑つかまれて、指に舌を絡からめられてしまう。

「や、やめ……」

「こんなところにもチョコが飛んでいますよ」

　隆一は指の股またを尖とがらせた舌先で突いてくる。

「やっ……！」

　なに、今の。

　急に背筋がゾクゾクした。悠は怖こわくなり、這はって逃にげようとする。けれど尻しりを向けた途と端たん、隆一はすかさずそこを摑んで、悠を押さえ込んできた。

「尻フェチの俺に尻を向けるなんて、迂う闊かつにもほどがありますよ」

「は、放せよっ」

「相変わらず俺好みのいい尻ですね。嚙かんでいいですか」

「嚙んだら殺すからなっ」

　隆一は悠の警告を聞き流し、腰こしに手を回してきた。目にも留まらぬ早はや業わざで悠の下衣を下ろし、尻を露あらわにしてくる。

「何するんだよ！」

　まさか脱ぬがされるとは思ってもみなくて、悠はパニックに陥おちいった。

　隆一は背後から、ガブッと尻に嚙みついてくる。

「いった……！」

「じか嚙みすると、先せん輩ぱいの柔やわらかで弾だん力りよくのある尻肉が、歯にねっとりと絡みついてくる……。……世紀の尻は健在だ」

　尻の上に恍こう惚こつとしたため息が降ってきた。

「この変態……！」

「先輩の『変態』、ひさしぶりにいただきました」

　隆一は声を弾はずませた。

　やっぱり隆一は普ふ通つうじゃない。罵ののしりの言葉さえ響ひびかない。

「そうそう、実は今度、ここのショコラトリーに、チョコレートでオブジェを作って飾かざろうと思ってるんですよ。俺がデザインから全すべて手がけて作るんです。先輩、そのモデルになってくれませんか」

「モデル……？」

「はい。モチーフは、尻にしようかと」

「な……！」

　口をぱくぱくさせると、隆一は悠の足を引っ張った。

　悠はいとも簡単に四つん這いにされてしまう。

　こんなところで、浴びるほど飲んだ酒が回ってきたようだった。

「何するっ」

「全然力が入ってないじゃないですか。どれだけ飲んだんですか。ああ、この体勢がいいですね」

　隆一は両手で悠の尻を鷲わし摑づかみ、突き出すように持ち上げた。

「やめろっ、俺は変態オブジェのモデルになんてならないからな！」

「尻形オブジェは高こう尚しようなアートですよ」

　百ひやつ歩ぽ譲ゆずって高尚なアートだとしても、悠の尻を使おうとしている時点で十分変態だ。

「美しい弧こを描えがく、上品な佇たたずまいだ……。先輩のお尻はナマで見ると、桃ももというよりヴァニラのギモーヴのようですね。俺が考えていたのは、尻の中までぎっしりショコラを詰つめたオブジェでしたが、表面だけショコラでコーティングして、中はギモーヴにするのもいいかもしれません」

　こんなふうにね、と隆一は転がるチョコレートのボウルに指を突っ込んだ。

　そうしてねっとりとしたそれを、悠の尻の丸みに塗ぬりつけてくる。

「うわっ、やめっ」

「大事なシミュレーションをしているんです。おとなしくしてください」

　隆一は嫌いやがる悠を押さえつけ、チョコレートで悠の尻をデコレーションした。

　隆一の指はまるでパレットナイフのように滑なめらかに、丸みにチョコレートを薄うすく均一に塗り伸のばしていく。

「あっ、うあっ」

　隆一はそれが乾く間もなく、悠の尻を舐め上げた。足の付け根から尻の一番高い部分まで、隆一の舌が思うままに這い回る。

「最高の味だ。やはり尻の食感を愉たのしむために、ショコラは極力薄いほうがいい」

「ひっ、うぁ、あっ」

　隆一は興奮し、尻に歯を立てた。　>>>♥

　オブジェに味も食感も必要ない。こんなのはシミュレーションでもなんでもなかった。ただ隆一が悠をもてあそんでいるだけだ。

　隆一は何を考えているのだろう。

　一見愉しそうにしているけれど、その瞳の奥は笑っていない。悠にやり場のない怒いかりをぶつけているようだった。

「隆一、やめっ……、んん……っ」

　身を捩よじって振ふり向くと、尻肉をきつく吸い上げられて、そこに優しくキスされた。

　嚙みつかれるのとはまるで違う、ジンジンと疼うずくような痛みに下か肢しが痺しびれる。

「あ、はぁ……」

　悠は腕うでで上体を支えられなくなり、倒れ込んだ。

　隆一は悠の双そう丘きゆうを、大きく割るように開いてくる。

「……あっ、いやだっ」

　隆一の視線が一点に注がれているのを感じて、悠は羞しゆう恥ちに震ふるえた。

　そんなところ、誰だれにだって見せたことがない。酔よっ払ぱらっていたって、相手が隆一だって恥はずかしい。

「見るなっ、見るなってばっ」

　悠は抵てい抗こうした。

　けれど隆一は両方の親指を後こう孔こうの際きわどいところに食い込ませ、さらに露ろ出しゆつさせてくる。

「まさかこの美しい曲線の奥に、こんなに愛らしい花はな園ぞのが隠かくれていたなんて……」

「は……？」

　悠が啞あ然ぜんとすると、隆一はいきなりそこに鼻先を埋うずめた。熱っぽい吐と息いきがかかり、後孔に舌が張りつく。

「うぁっ、やめっ」

　悠は半はん狂きよう乱らんになった。ここまで来たらもう、さすがにただの尻フェチじゃ済まされない。

　隆一は臀でん部ぶを捏こね回しながら、そこを舐めしゃぶる。吐息混じりのくぐもった声が、隆一の欲よく情じようを生々しく伝えてくる。

「たまらない。こんなに素す晴ばらしいものを、今まで俺に秘ひめていた罪は重いですよ……」

「ひっ、あっ、もうほんと勘かん弁べんしてっ」

　死に物もの狂ぐるいで抗あらがうと、隆一は長い指にチョコレートを絡からませて、悠の口こう腔こうに突っ込んできた。

「先輩は、俺のショコラで酔っていてください」

「……んっ！」

　不意打ちでカカオの芳ほう香こうが広がる。濃のう厚こうで、均整の取れた味わいだった。

　極ごく上じようのショコラに、悠の体は急激に熱を帯びてくる。

「あ……」

　……おいしい。たまらない。

　まるで隆一のショコラは、媚び薬やくに姿を変えたようだった。

　酒なんかよりずっと、悠の理性を奪うばう。

　全身が熱くなり、頭の中までとろけて、たゆたうような浮ふ遊ゆう感かんが悠を包み込んでいく。　>>>♥

「……あ、もっと……」

「もっとほしいんですか？」

　無意識でねだると、再びチョコレートが絡んだ指を口に入れられて、甘く搔かき混ぜられた。

　チョコレートと唾だ液えきが絡み合い、するりと喉のどを流れていく。滑らかなテクスチャーに、咽いん頭とうまでも愛あい撫ぶされているようだった。

　舌も上うわ顎あごも、頰ほおの内側も喉奥も、太くて長い指で擦こすられる。

　悠はもう、されるがままだ。

　隆一はエプロンをはずすと、それを床ゆかに敷しいた。その上に悠を仰あお向むけに寝ねかせ、両足首を摑んでくる。

「何、するんだ……？」

　潤うるんだ目を向けると、隆一は今まで悠に見せたことがない顔で微笑ほほえんだ。妖よう艶えんで、悪い男の顔だった。

　危険な美しさに惑まどわされていると、隆一は悠の体をゆっくりとふたつに折り曲げた。脛すねから下を、顔の両りよう脇わきに縫ぬいつけられる。

　秘部を隆一に晒さらすように高く掲かかげられて、喉を震わせた。

「あ、あ……」

　全部、隆一に直視されている。それだけで、身も心もどうにかなってしまいそうだった。

　隆一は再び窄すぼまりに唇くちびるを寄せてくる。

「見ていてください」

「あっ、んんっ」

　隆一は赤い舌を覗のぞかせて、そこをチロチロ舐なめた。あまりにも淫みだらな光景に、悠は取り乱してしまう。

「やっ、嫌っ、嫌っ」

「だめですよ、目を逸そらしちゃ」

　視線を転じた途と端たん、隆一に咎とがめられた。でもこんな体勢をさせられて、こんないやらしいことをされるのを見ていたら、気が狂くるってしまう。

　隆一は後孔の細かな襞ひだを一筋ごとに舌でなぞり、丹たん念ねんに舐め溶とかしてくる。強く吸い上げられると、そこがまるで別の生き物になったみたいにヒクヒク蠢うごめいた。

「や、やぁっ……」

「いやらしいですね。尻しりを振って、誘さそってるんですか？」

「ちがっ……」

　窪くぼみに舌を埋め込まれると、どうしても腰こしが揺ゆれた。全部隆一のせいなのに、悠は何も悪くないのに、変なことは言わないでほしい。

　隆一は悠の表情を観察しながら、そこに中指を押し当ててくる。

「俺にもっと奥まで犯おかしてほしいですか？」

「……あ……」

　隆一の太い指先が、ほんの少しだけ食い込んだ。

　悠は硬こう直ちよくし、身じろぐことすらできなくなる。

「怖こわいですか？」

「んっ、こわい……っ」

「でも、先せん輩ぱいのペニス、触さわっていないのに雫しずくまでこぼしていますよ」

　隆一の言うとおり、悠のペニスは昂たかぶって、透とう明めいな液を溢あふれさせていた。この異常な状じよう況きように興奮しているなんて、自分が信じられない。

「色も粘ねん膜まくも薄くて、かわいいですね」

　隆一はペニスを握にぎり込みながら、後ろにゆっくりと指を入れてきた。

「あ、あ……っ」

　異物が差し込まれる初めての感かん触しよくにおののきながらも、体は飢うえたようにその先を望んでいた。こんなのおかしいと思うのに、自分を制せい御ぎよできない。

「隆一っ、りゅういちっ……」

　悠はうわ言のように隆一を呼んだ。

　すると隆一は、ゾクッとするくらいきれいな顔を近づけてくる。

「ん……？」

「なんか、変……、それされると、体が変……っ」

　悠は隆一に無防備な姿を晒しながら、とろけた声で訴うつたえた。

　隆一はどこか悠を憐あわれむように囁ささやいてくる。

「先輩は頑かたくなに心を見せないくせに、体はとても素す直なおなんですね。そういうの、俺を煽あおるだけですよ。……身も心も、俺が全部暴あばきたくなってくる」

　隆一はぐっと中指を根ね許もとまで押し込んだ。

「ぅあっ、んっ、んっ……」

　大きな手でペニスを扱しごかれながら、後孔を激しく突つき立てられる。粘膜が収縮し、体が痙けい攣れんしたように大きく跳はねた。

「あっ、あっ、隆一それだめっ」

「ギュウギュウ締しめつけてくる。もうイきそうなんですか」

「んっ、んっ」

　悠はガクガク頷うなずいた。すると隆一は、射精が近づきせり上がる悠の陰いん囊のうを、もとに戻もどすように引っ張った。

「ひぃ……っ」

　強制的に射精を封ふうじられ、塞せき止められた快感が全身に充じゆう満まんしていく。

　隆一は親指と人差し指で双球を取り囲み、嗜し虐ぎやく的てきな笑えみを浮うかべる。

「まだですよ。そう簡単にはイかせません」

「や、いやっ」

　早くいきたい。解放されたい。

　悠は隆一に縋すがるような目を向ける。

「イきたければ、俺にかわいくおねだりしてください」

「そんなのわかんなっ、あぁっ」

　吐精を阻はばみながら、隆一は悠の昂ぶりを強く擦り上げた。直接的な刺し激げきを与あたえられ、悠は仰のけ反る。

「わからないことはないでしょう。こんなにいやらしい体をしておいて」

「あっ、あっ、もういきたい、もう死にそうっ」

「大おお袈げ裟さな。でもまあ、それもいいですね。お尻が気持ちよすぎて死んじゃう、で手を打ちますよ。言ってください」

　後ろに二本目を埋うめ込まれ、グチュグチュ音を立てて抜ぬき差しされる。内ない壁へきを押し広げられる感覚は、圧あつ迫ぱく感かんと違い和わ感かんと、あとは何かわからない。

　悠の体はどうなってしまったのだろう。

　体の芯しんまで官能に締めつけられて、隆一の思うままに拓ひらかれていく。

「言えなっ……、許してお願っ」

「俺がどんな男か、先輩はよく知ってるでしょう？」

　隆一はなんでも自分の思いどおりにする、俺様男だ。その要求に応じなければ、悠が解放されることはないだろう。このままギリギリのところで焦じらされ続ければ、悠の頭はおかしくなってしまう。

　隆一はねっとりと悠のペニスに舌を絡ませて、誘ゆう惑わくするように微笑んだ。

「さあ、先輩」

「っひぁ、あっ、あぁっ、お、お尻が気持ちよすぎて……、死んじゃうッ」

　悠は屈くつ辱じよくを嚙かみ殺し、絶叫した。もう本気で限界だった。

　隆一は淫いん靡びな笑みを口の端はしに浮かべる。

「よくできました。かわいかったですよ。では約束どおり、イかせてあげますね」

　隆一は陰囊を解き放ち、悠のペニスを口に含ふくんだ。緩かん急きゆうをつけて吸い上げてくる。

「あ、あぁ……ッ」

　我が慢まんなんて少しもできなかった。隆一の口こう腔こうで、悠は一気に絶頂に駆かけ上がった。

　いけないことをしているという自覚はどこかにあるのに、気持ちよすぎて射精を止めることができない。隆一が促うながすように先せん端たんの小穴を舌先でくすぐると、白はく濁だくは際限なく溢れた。腰を突き抜ける愉ゆ悦えつは、まるで永遠に続くようだった。

　それでも体と頭は少しずつ冷えてくる。

　悠は下腹に落ちかかる、きれいな黒くろ髪かみをぎゅっと摑つかんだ。

「……」

　隆一はゆっくりと顔を上げ、悠を射い貫ぬいてくる。自分の精液で濡ぬれた美しい唇に、眩暈めまいを感じた。

「全部、素直じゃない先輩が悪いんですよ」

　身勝手な囁きに、今すぐこの放ほう埒らつな男を殴なぐり飛ばしてやりたくなった。

　悠は拳こぶしを握り締め、隆一に向かって突き出す。

「──……」

　けれどその手は、隆一に触ふれることなく落っこちた。

　隆一の甘いショコラの匂においに包まれながら、悠の意識は次し第だいに遠のいていった。
















「怖い、怖い、自分が怖い……」

　翌朝、自分のベッドで目覚めた悠は頭を抱かかえた。

　残念なことに、昨夜のことはけっこう覚えている。酔よっていたのだから記き憶おくを奪うばってくれてもいいものの、そう都合よくはいってくれない。

　あのあと隆一は、気を失った悠を車に乗せて家まで送ってくれた。隆一の肩かたに担かつがれてベッドに運ばれたのが最後の記憶だ。

「最悪……」

　酒で失敗したことは今まで一度もなかったのに、ありえない。自分が信じられなかった。

　それに隆一は尻フェチの変態で、悠の尻に異常な執しゆう着ちやくを示す奴やつだとは思っていたけど、そっちの意味でホンモノだとは思っていなかった。あんなことは普ふ通つうの人が普通にできることじゃない。

　隆一は、悠の尻に……。

「ひーっ」

　昨夜のあれこれが脳のう裏りに浮かび、悠は悲鳴を上げた。早めに忘れなければ、気が狂くるってしまう。

「い、犬に嚙まれたと思おう……」

　実際、無数の歯形が残る尻は、獣けものの仕し業わざとしか思えないものだった。

　悠はボロボロの体でシャワーを浴びながら考える。

　隆一はこれまでも、隙すきがあれば悠の尻しりを狙ねらってくる変態だった。でも性的な意図を感じさせる触り方をしてきたことはなかったはずだ。

　だから悠も変わった趣しゆ味みのひとつとして受け入れてきたけれど、もしかして隆一は学生時代から、本気で悠の尻を狙っていたのだろうか。

「……」

　でも、昨夜の隆一は、全部が本意じゃなかったような気がする。

　悠のショコラが変わってしまったことを知り、真しん剣けんに怒おこっているようだった。

　──それは俺に何か期待しているからじゃないですか？

　隆一の言葉が頭をよぎる。

　あの一言で、悠は隆一に何もかも見み透すかされている気がして、それが一番怖かった。

　この六年間、悠が悪あく循じゆん環かんを繰くり返していることも、そこから抜け出すきっかけを探していることも、誰だれよりも隆一には知られたくない。

　だから一刻も早くなんとかしなければいけないのだ。

「……トリュフ、改良しなきゃ」

　悠は自分を奮い立たせ、店に向かった。

　まずは柚ゆ子ずのトリュフからだ。

　父のレシピを片手に思案する。

　あくまでもベースは父が作ったそれで、絶対にその魅み力りよくを損そこなわないようにしなければいけない。組み合わせる素材や風味をアレンジしていく。

　悠はガナッシュに加える生クリームの量を少し増やすことにした。生クリームの量が少ないと分ぶん離りを起こしやすくなり、口どけが悪くなると、父がよく言っていたからだ。同時に水あめの量も変化させた。手順をいつもよりさらに慎しん重ちように、徹てつ底ていして作り上げる。

　けれどできあがったものは、何ひとつ変わりがなかった。

「……」

　味はおいしい、技術も向上している。隆一はそう言った。けれどそれでもだめなら、どうすればいいのだろう。悠が見失ったものはそんなものじゃないと、責められているようだった。

　絶望感が襲おそいかかってくる。

　ギリギリのところで保っている心が、とうとう折れてしまいそうだった。










　なんの解決の糸口も摑めないまま数日が過ぎたとき、悠の店に未央がやってきた。

「未央ちゃん」

「折原くん、こんにちは」

　未央に会うのは一いつ緒しよに隆一のショコラトリーに行って以来だった。悠はちょっと緊きん張ちようしてしまう。

　あの日未央はショコラトリーを出ると、急用が入ったと、悠を残して帰って行った。晩ごはんはどこに行こうかと思案していた悠は、うつけたように立ち尽つくしたのだ。

　思い返せばあの日は本当に、踏ふんだり蹴けったりだった。

「この間は、急にごめんね」

「う、ううん。用事、大だい丈じよう夫ぶだった？」

「うん、大丈夫だよ」

　未央はにこにこ微笑ほほえんだ。今日もとびきりかわいい。張り詰つめていた気持ちが少し安らいでくる。

　やっぱり悠は未央が好きなのだと、改めて思った。

「今日は何にしますか」

「ボンボンショコラの詰め合わせと、あとはマカロンも！　フレーバーは折原くんのおすすめで」

「ありがとうございます」

『オリハラ』のマカロンはチョコレートが主体の、ショコラが好きな人のためのものだ。どのフレーバーもカカオの風味をしっかり味わえるので、未央はとても気に入ってくれている。

「それにしても、今日はすごくお客さんが多いね」

　未央は店内を見回した。さっきから悠の隣となりでは『オリハラ』の従業員がお客様の対応に追われていて、バレンタイン前の繁はん忙ぼう期きという理由を除いても賑にぎわっていた。

　隆一のトークショーで紹しよう介かいしてもらった効果は絶大で、驚おどろくほどに新規のお客様が増えていた。イベントの翌日は、夕方には主な商品が全すべて売り切れてしまったほどだった。けれどその客足も、少しずつ落ち着き始めている。

　興味を持って一度は足を運んでくれても、リピーターになってくれるかどうかはまた別の問題だ。

　悠は未央の注文品を包むと、一緒に出口に向かった。

　すると未央が、「忙いそがしいところごめんね」と切り出してくる。

「ん？　どうしたの？」

「近々、折原くんとごはんでもどうかなって思うんだけど、いつなら都合がいいかな？」

　悠は目を瞬しばたたかせた。

　未央ちゃんがまた、誘さそってくれた！

「仕事終わりならいつだって大丈夫だよ。なんなら今夜でもいいし！」

　焦じらしテク絶無の悠がまるで犬のように飛びつくと、未央はクスクス笑った。

「今夜はさすがに急すぎるよー。あっ、そうだ！　せっかくだから松久保さんも一緒にどうかな？」

　未央はまるで今思いついたかのように口にした。

「……え？」

「折原くん、松久保さんと仲良しだし」

「いや……どちらかというと悪い方……」

「明日あしたはどうかな。松久保さんに連れん絡らくしてもらえないかな？」

　悠は逡しゆん巡じゆんした。

「……えっと、今は忙しいと思うよ」

「そうだよね、繁忙期だもんね。でもわたし、松久保さんに訊きいてみたいことがあるんだ」

「隆一に？」

　なんだろう。

　悠ははっとする。

「もしかして未央ちゃん、まさか隆一のこと好きに……？」

「やだ、わたしは松久保さんの大ファンだけど、そういうのじゃないよ。松久保さん、あんなにかっこいいんだもの。彼女くらいいるって、ちゃんとわかってるよ」

　隆一に彼女がいるのかは知らないし、興味もないけれど、未央がそういうつもりじゃないことにひとまずほっとした。

「じゃあ、何？」

「それは会ったときにね」

「……」

　悠の胸中を、様々な思いが去来する。

　人当たりがいいように見えて、意外と女性関係が苦手な悠は、未央とここまで来るのに半年もかかった。

　自分からデートに誘いたいと思っても、店主と客以上の関係に踏み込む勇気もなくて、先日未央から誘ってもらわなければ、ふたりで出かけることさえできなかったのだ。

　そんなヘタレ男とまたごはんに行きたいと言ってくれた未央に、今度は悠が度量を見せなければいけないのではないだろうか。ひとまず先日の隆一とのことは脇わきに置いて、未央のお願いを優先するべきじゃないだろうか。あのことと未央はなんの関係もないのだ。

「折原くん、だめかな……？」

　心こころ許もとなげな未央に、悠は男らしい笑え顔がおを向けた。

「任せて、未央ちゃん」

　悠は大口を叩たたいた。けれどその夜、悠はどうしても隆一のアドレスをタップすることができず、スマートフォンを片手に悶もん絶ぜつした。

「嫌いやだ……絶対嫌だー！」

　隆一の顔なんて見たくない。

　悠はテーブルに頭を打ちつけた。せめてこの頭の中からあの夜の記き憶おくが消えてくれれば少しは救われるのに、一向にその気配はない。自分の記憶力のよさを恨うらんだ。

　のたうち回っているうちに、未央が指定した「明日」に差しかかってしまう。

　悠は己おのれに鞭むち打うった。

　未央のためだ。隆一に電話するのだ。心を無にして……。

「どうも、こんばんは……」

『これは驚きました。まさか先せん輩ぱいからかかってくるなんて。この間は思いがけず愉たのしかったですね』

　開口一番にその話を持ち出され、悠はかっとなる。あんなことがあったのに、隆一はどうして平然としていられるのだろう。

「あんな変態行こう為い、愉しいわけがあるかっ。土下座しろ土下座っ」

『何言ってるんですか。先輩も気持ちよさそうにしていたじゃないですか』

「な……！」

『そもそも先輩がチョコなんてかぶって、隙すきを見せるからいけないんでしょう？』

　悠は頭がクラクラした。

　いくら悠にも落ち度があったからって、あんな変態行為をしていい理由にはならない。どこまでも自分本位な隆一に、今すぐ電話を叩き切ってやりたくなった。

『それで、なんの用ですか？　あの続きなら──』

「明日の夜、俺と未央ちゃんとお前の三人で、ごはん行きたいんだけど！」

　悠はやけくそで声を張り上げた。

『未央？　誰だれですかそれ』

「この間お前のショコラトリーで、俺と一緒にいた女の子だよ！」

『ああ、あの、先輩のただのお友だちの』

「……く！」

　コノヤロウ、よく覚えてるじゃねえか。

『どうして三人で──ああ、ふたりじゃ行ってもらえないんだ？』

「うるさいこっちにも事情があるんだよっ」

　どんなに屈くつ辱じよく的てきでも、悠は好きな子の望みを叶かなえると決めたのだ。

　隆一に悠の男心なんてわかるはずがない。

『しょうがないですね。ダシに使われてあげますよ。少し遅おくれて行ってもいいなら、明日でも』

　悠はすぐに電話を切り、未央に連絡した。未央は大喜びで、明日三人でごはんに行くことが決まる。

　悠は一いつ瞬しゆん、ほんの少しだけ無力感に苛さいなまれた。悠とふたりなら、未央はそこまで喜んでくれただろうか。

　いや、余計なことは考えない。せっかく明日は未央に会えるのだ。全力で楽しもうと思った。

　当日は隆一のショコラトリーからほど近い、和食ダイニングの個室で落ち合った。

「折原くん、このワンピース変じゃないかな？　メイクは濃こすぎない？　髪かみの毛、きれいに巻けてる？」

「ばっちりだよ未央ちゃん……」

　正直今まで見た中で、今日の未央が一番かわいかった。

　向かいの席で隆一を待ちわびる未央に、やるせなさが込み上げてくる。未央は隆一を好きになったわけじゃないと言っていたけれど、これは完全に恋こいする女の子の姿だ。

　ウーロン茶を飲みながら悶もん々もんとしていると、個室のドアが開いて隆一が入ってきた。

「すみません、遅おそくなりました」

「松久保さん！」

　未央は立ち上がり、隆一を自分の隣に導こうとした。

　悠はそれを慌あわてて遮さえぎる。

「隆一はこっち！」

　悠は隆一の腕うでを引っ張った。こうなったら、気まずいとか言っていられない。隆一を未央の隣に座らせてなるものか。

　捨て身の覚かく悟ごで隆一と未央の接近を阻はばむ悠に、隆一は笑いを嚙かみ殺した。

　悠はそれを無視し、大男を引きずるようにして自分の横に座らせる。座席が決まると、ひとまず胸むねを撫なで下ろした。

　けれど未央は隆一ばかり見つめ、隆一ばかりに話を振ふった。

「この蒸むし温野菜のサラダ、おいしいですね、松久保さん」

「未央ちゃん！　帆ほ立たての天ぷらもおいしいよ！」

　悠はすかさず遮って、未央の前の空いた器うつわを片づけ、新しい皿を差し出した。それからグラスが空きかけているのを確かく認にんすると、次の飲み物を注文する。

「ありがとう。折原くんって気配り上手だね」

　悠は隆一にどや顔を向けた。

　どうだ、見たか聞いたか隆一。未央ちゃんが俺を褒ほめたぞ。

　今夜の悠はいつになく積極的だった。そのおかげで同じ空間に隆一がいるのに、未央は悠を見てくれた。なんだか今夜は、いけそうな気がする。

　初めて訪おとずれた店だったけれど、どの料理もおいしく、ゆったりとした個室は雰ふん囲い気きがよく、未央も上じよう機き嫌げんだった。

　思わずみとれていると、未央は苦にが笑わらいする。

「わたし、何かついてる？」

「う、ううん、大だい丈じよう夫ぶだよ」

　いけない。じろじろ見すぎた。でもかわいいからしょうがない。

　鼻の下を伸のばしていると、いきなり隣となりから隆一が顔を近づけてきた。

「何かついてるのは先輩のほうですよ。ほらここに、ソースが」

「わっ、自分でできるっ」

　悠は慌てておしぼりを引っ摑つかみ、頰ほおをゴシゴシ擦こすった。隆一は意味ありげに目をすがめてくる。

　その途と端たん、あの夜の悪夢が頭に浮うかび上がる。

「ひっ！」

「どうしたんですか先輩？　急に悲鳴を上げて」

　隆一は素知らぬ顔で問いかけてきた。悠は怒いかりでわななく。

　未央ちゃんの前で、なんてこと思い出させるんだ！

　しかも今隆一はあのときと同じように、悠の頰を舐なめて拭ぬぐおうとした。ありえない。

　何も知る由よしもない未央は、楽しそうに笑う。

「ふたりはほんとに仲良しなんだね」

「は……!?」

　未央を睨にらめない悠は、代わりに隆一にガンを飛ばした。ていうか、未央はよくそのセリフを言うけれど、何かの罰ばつなのだろうか。

　気を紛まぎらわせるために食事に集中していると、未央がおもむろに切り出してきた。

「実はね……」

　急に真しん剣けんな顔つきになった未央に、悠は首を傾かしげる。

「ん？」

「わたし、結けつ婚こんするの」

「……え？」

　未央は照れくさそうに笑った。

　発せられた言葉が理解できずに固まっていると、未央の視線はゆっくりと悠から逸そらされて、隣にいる隆一に向いた。

「それでウエディングケーキを、松久保さんにお願いできないかなって思ってるんです。わたしずっとショコラティエさんに、大好きなチョコレートで世界にひとつだけのウエディングケーキを作ってもらうのが夢だったんです」　>>>♥

　ウエディングケーキなら、悠のショコラトリーでも受けつけている。

　未央が結婚するという事実に暗然としつつも、悠の頭をそんなことがよぎった。

　未央はそれを感じ取ったのか、悠に申し訳なさそうな顔をする。

「ごめんね、折原くん。わたし、折原くんのショコラも大好きなんだけど、この間松久保さんのショコラトリーに行ったとき、『ああこれだ！』って思ったの。一生に一度の機会だから、わがまま言わせてください」

「……」

　悠は今、自分がどんな顔をしているのかもわからなかった。けれどたぶん、なんの表情もなかったと思う。今の自分の感情を、どう表現していいのかわからなかった。

　……それでも、おめでとうって言わなきゃ。

　悠が失しつ恋れんしたことなんて、悠の気持ちを知らない未央にはなんの関係もないのだ。大人なら、男ならかっこよく、好きな子の幸せを祝福するべきだ。たとえこの場だけでもいい。

　けれど、どうしても言葉が出てこなかった。

　そのあとは何を話したのかも覚えていない。

　時間が来てお開きになると、悠は「あ」と何かを思い出したように声を上げる。

「俺、忘れ物してきちゃった。ごめん隆一、未央ちゃん送ってあげて」

　悠は店の前で未央と隆一に手を振った。そうして中に戻もどり、一目散にトイレに駆かけ込む。

　食事が終わるまで我が慢まんするのが精いっぱいだった。

　鏡に映ったみじめな顔を見た途端、ぶわっと涙なみだが溢あふれた。

「……うっ……、ううぅ……っ」

　未央に彼氏がいることにも気づかず、ばかみたいにひとりで舞まい上がっていた。さっきだって少し褒められただけで、勝算さえある気がして。

　そこから一気に突つき落とされた姿は、間ま抜ぬけ以外の何物でもなかったはずだ。

　あまつさえ、ウエディングケーキを作る役さえ与あたえてもらえず、ライバルの隆一に敗北を喫きつした。その屈辱は耐たえがたいものだった。

　失恋した上に、ショコラティエとしても打ちのめされた。

　悠は手洗いのキャビネットに手をついて嗚お咽えつした。

　もう強がれない。

　無理をして明るく振る舞っていたのが、とうとう限界を超こえてしまった。

「先せん輩ぱい？」

　不意にドアが開いて振り向くと、隆一がいた。

　悠は慌てて顔を背そむけた。隆一に涙なんて見られたくない。

「な、なんだよ……未央ちゃんはどうしたんだよっ……」

「タクシーに乗せました」

「あっそっ……。じゃあお前もさっさと帰ればっ……」

「……」

　返す言葉が見つからないのか、隆一は口をつぐんだ。それなのに、なぜか一向に出て行こうとしない。

　隆一らしくないあやふやな態度に、激情が込み上げてくる。

「帰れって言ってるだろ！」

「……ウエディングケーキの件ですが、俺は引き受けてないですから。先輩上の空で聞いてなかったから、一応言っておきます」

　隆一の冷静な口調が、苛いら立だちに拍はく車しやをかけた。

　それは、悠に情けをかけているつもりなのだろうか。

　隆一が断れば、悠が喜ぶとでも思っているのだろうか。

　ばかにするにもほどがある。

「なんでだよ……？　俺の友だちの、たってのお願いなんだぞ！　気持ち叶かなえてやれよ！」

「なんて顔してるんですか。そんな顔をしている先輩を無視して、引き受けられるわけないでしょう。……未央ちゃん、俺がだめなら先輩にって言ってましたよ」

　悠は隆一を睨み上げた。

　隆一はどうして悠の心を乱すのだろう。プライドを粉々にするのだろう。余計に傷口を抉えぐっていることがわからないのだろう。

「それで俺がはいそうですかって引き受けると思ってるのか？　お前俺のことばかにしてるのかよ！」

「俺は先輩が作るほうがいいと思っただけです」

「よく言う……！　俺がもう、昔みたいなものは作れないって知ってるくせに……！」

　何もかもに恵めぐまれて、全すべてがうまくいっている隆一が腹立たしかった。

　悠はとっさに、心の奥に引っかかっていたことを叫さけんでしまう。

「『ヴァレリー』で修しゆ業ぎようできた隆一に、俺の気持ちなんかわからない……！」

　醜みにくい嫉しつ妬と心しんは、絶対口にしないと決めていた。

　すれば悠が渡と仏ふつする予定だったあの日、父が急きゆう逝せいしたことも恨うらんでしまいそうで怖こわかった。

　自分もフランスに行っていれば、今いま頃ごろは──。

　どこで学ぶかは重要じゃない。何を学ぶかだとわかっている。それでも六年前のあの日に戻りたい。

　もう一度、あの日からやり直したい。

　そんなふうに戻ることを考えるのは、立ち止まっていることよりもむなしいことだ。

　けれど隆一に激情をぶつけてしまった自分はもう、その虚きよ無む感かんを止めることができない。

「どけ……！」

「先輩！」

　悠は隆一を突き飛ばして駆け出した。

　今は少しだって隆一といたくなかった。










　六年前の父の死は、本当に突とつ然ぜんだった。

　父は前日まで元気に店に立っていた。常連客と楽しそうに話しながら、息子むすこが明日あしたからフランスに修業に行くのだと自じ慢まんしていた。

　最後の夜、親子水入らずでごちそうを食べていると、父はほんの一いつ瞬しゆんだけ、寂さびしそうな顔をした。

　物心がつく前に母親を亡なくした悠は、二は十た歳ちのその歳としまでずっと父親とふたりきりの生活だった。どこに行くにもいつも一いつ緒しよで、本当に仲のよい親子だったから、それが初めての長い別べつ離りだったのだ。

　けれど父はすぐに笑え顔がおを見せた。父さんのことは何も心配しないで、悠が好きなだけ向こうで学んでおいで、悠が立派なショコラティエになって帰ってくるのを楽しみにしているよ──。

　悠はうん、と大きく頷うなずいた。

　まさかその次の朝、父がこの世を去るとも知らずに。

　父は心しん臓ぞう麻ま痺ひだった。

　葬そう儀ぎの日に伯お父じから、父は少し前に強い胸の痛みを感じ、受じゆ診しんしていたことを聞かされた。悠には心配をかけたくないからと、父はそのことを口止めしていたらしかった。悠はそれを知り、子どもみたいに大声で泣いた。

　悠は大好きな父の店から離はなれられなくなり、自分の意思でフランス行きを中止したのだ。

　それなのにその一年後、隆一が『ヴァレリー』で修業していると聞いて、やり切れなくなった。

　悠が進むはずだった輝かがやかしい道を、隆一が歩んでいる。自分で決めたことなのにそれがうらやましくて、うらやましくて、たまらなかった。だから悠は隆一が凱がい旋せん帰国し、銀座にショコラトリーをオープンさせるまで、隆一の全てから目を背けていた。

　けれど卑ひ屈くつな心はどうにもできず、胸の奥底で隠かくしきれないほどに膨ふくれ上がっていたのだ。悠がそんな器うつわの小さい男だったなんて、隆一はきっと失望しただろう。

「俺は最低だ……」

　ずっと隆一に会いたくなかったのは、隆一の成功を心から喜べない自分がいたからだ。そんな自分が嫌いやだった。

　同時に、なんの成長もしていないどころか、昔のようなショコラさえ作れなくなった自分に、気づかれたくなかった。

　けれど一度再会すると、もう隆一を拒こばめなかった。

　近づかなければいいのに、近づいてしまう。追い詰つめられるのに、離れられない。隆一の存在は、どうしようもなく悠を惹ひきつける。

　まるで隆一は、ショコラみたいだ。

　つらいなら距きよ離りを置けばいいのに、今すぐショコラティエなんてやめればいいのに、どんなに苦しくても、悠はどちらも嫌きらいになれない。

　この先どうすればいいのかもわからないのに、諦あきらめられなかった。

　どれくらい『オリハラ』の厨ちゆう房ぼうで蹲うずくまっていただろう。

　不意に背後で物音がして、誰だれかの足音が近づいてきた。

「先輩、無用心ですよ」

　振ふり向くと、厨房の出入り口に隆一が立っていた。

　どうして隆一がそこにいるのかわからずに、悠は固まってしまう。

「……隆一……？」

「心配しましたよ。ちゃんと帰っていたんですね」

「心配……？」

　隆一は頷いて、悠に小さな箱を差し出した。

「俺のショコラを持ってきました。先輩は俺のショコラを食べているときが、一番いい顔をするから」

「……なんで……、どうして……」

「俺にここまでさせるなんて、先輩はたいしたものですよ」

　隆一の答えは、答えになっていなかった。

　箱を受け取ろうとしない悠に、隆一は自らそれを開けてボンボンショコラを取り出した。

　そうしてそれを、悠の唇くちびるに押し当ててくる。

「ん……!?」

　とっさに拒むと、隆一は強ごう引いんに悠の口に入れてきた。

　その瞬しゆん間かん、なす術すべもなく、悠は胸の奥まで隆一のショコラに満たされてしまう。

「──……」

　六年経たっても、決して悠の一番から揺ゆるがないそのショコラは、たった一口で悠を魅み了りようした。

　頑かたくなな心をほどくように、舌の上でゆっくりとショコラが溶とける。心地ここちよさとともに、極ごく上じようのアロマが全身を包み込んでいく。

　悠が大好きな、隆一のショコラ・ノワールだった。

　優やさしい味だった。隆一の秘ひめた思いが伝わってくるようだった。

「……っ」

　不安も苦しみも悲しみも、劣れつ等とう感かんも嫉妬心も、隆一のショコラが洗い流してくれるようだった。悠は涙なみだが止まらなくなる。　>>>♥

　隆一は悠をのぞき込み、怪け訝げんな顔をした。

「なんでまた泣いてるんですか？　泣くほどおいしいですか？」

「っ、ばかっ……、お前なんでこんなときまで自信満々なんだよっ……」

　どう考えても、目の前で突然泣き出した相手にかける言葉じゃない。

　隆一は不ふ遜そんに微笑ほほえんでくる。

「俺はどんなときも、自分を信じていますから」

　その途と端たん、悠は泣き笑いみたいな顔になった。

「……っ、なに、それ……」

　隆一は本当に生意気だ。いつだって全身から自信を漲みなぎらせ、悠の前に君臨している。

　自分を信じぬくことは、他人を信じぬくことよりずっと難しい。心が強くなければ、どんな夢を持っていたって揺らいでしまう。けれど隆一は何があっても、信じたものを信じぬく。

　悠はそんな隆一に嫉妬すると同時に、憧あこがれていたのだ。

　隆一の強さがほしかった。

　隆一のショコラトリーで迫せまられたあの夜、「俺に何か期待しているからじゃないですか？」と言われたのは、事実だ。悠は隆一に期待していた。

　いつだって揺るぎない隆一に触ふれれば、何かがわかる気がした。暗くら闇やみから抜ぬけ出すきっかけが見つかる気がした。

　悠はそんなふうに無意識に、隆一を求めていたのだ。

　何も期待していないなんて、あんなのはただの強がりだった。

「俺は、ばかだね……」

　本当の自分を隠したままで、一体何を変えられるというのだろう。

「……六年前、父さんが急きゆう逝せいして、俺はフランス行きを中止した……。葬儀が落ち着いたあと、改めて行くこともできたけど、俺は日本を離れられなかった。本当に突然で、胸にぽっかり穴が開いたみたいで……」

　悠はゆっくりと語り始めた。

　隆一はそれを、静かに聞いてくれる。

「俺は父さんの店や、父さんのショコラを愛してくれた人たちを放ほうっていくことができなかった……」

　だから何よりもまず、父の味を守ろうとした。

　来る日も来る日も父のレシピを片手に、ショコラを作り続けたのだ。

　けれど父のショコラは、父にしか作れなかった。

　それはショコラティエとしての経験値や知識、技術の差なのかもしれない。ショコラティエとして、目指す場所の違ちがいなのかもしれない。

　それでも悠は父に近づくために努力し、ときには父以上のものも求め、新しいことに挑ちよう戦せんし続けた。

　けれどそれは、悠を追い詰めるばかりだった。

　父が亡くなり、一年も経たない頃ころのことだ。

　悠の耳に、『オリハラ』は息子むすこの代になって味が落ちたと、そんな噂うわさが聞こえてくるようになった。

「俺は父さんに負けたくない……。隆一に負けたくない……、誰にも負けたくないのに……！」

　悠はショコラが大好きだ。

　だからたとえどんなショコラティエが相手でも、ショコラで負けるのは嫌だった。

　それは失恋することよりも、ずっとずっとつらかった。

「先せん輩ぱいは本当にばかですね」

　隆一は眉まゆ根ねを寄せて、苦にが笑わらいした。

　そうして小さな声で呟つぶやいてくる。

「ついて来てください」










　いきなり車に乗せられて連れて行かれたのは、何もない場所だった。

「ここは……？」

　隆一は更さら地ちを見つめ、告げてくる。

「ここに次の冬、俺のショコラトリーが建ちます」

「え？」

「パリ、銀座に続いて、三号店です」

　もうすでに次の店てん舗ぽが決まっていたなんて、隆一は本当にすごい。

　思わず言葉を失っていると、隆一は「先輩」と呼びかけてくる。

「ん……？」

「俺はこの三号店を、先輩に任せたいと思っています」

「……え？」

　薄うす暗ぐらい車内で、隆一と目が合った。

　隆一はまっすぐに悠を見み据すえてくる。

「どうして、俺に……？」

　悠は戸と惑まどった。『Ryu Matsukubo』は今や、世界中が注目しているショコラトリーだ。そこの三号店を任せてもらえるなんて、夢のような話だった。けれど、その理由がわからない。

「俺は先輩の腕うでを認めていますから」

　悠は口をぽかんと開けたまま、固まってしまった。

「なんですか、その顔は」

「……信じられなくて。だって、隆一だよ？　自分以外のショコラティエはクソみたいに思ってる男が……」

　隆一は顔をしかめる。

「先輩は俺をなんだと思ってるんですか。……先輩は昔、俺にカカオ豆について熱く語ってくれましたよね。正直最初はあまりのこだわりぶりに、驚おどろき呆あきれるほどでした。この人はばかだと思いました」

「なっ……」

「どうしようもないほどショコラが好きな、ショコラバカだって」

「……っ」

「そんなショコラバカが作るショコラが、特別じゃないはずがない。俺は先輩のショコラに、初めて心の味覚を刺し激げきされたんです」

　真しん摯しな眼まな差ざしに、悠は瞬まばたきも忘れた。

　隆一はさらに、思いも寄らない過去を打ち明けてくれる。

「実は俺は五年前、渡と仏ふつする直前に、先輩に会いに『オリハラ』へ行ったんです」

「え……？」

「でも結局、俺は『オリハラ』のドアを開けませんでした。次に先輩に会うのは、俺がフランスで成功して、日本で自分の店をオープンさせてからだと思ったからです。……俺は先輩のお父さんが亡なくなったこと、先輩が留学を中止したこと、先輩がひとりで店を支えていること、全部知っていました。でも先輩なら大だい丈じよう夫ぶだと信じて、無言で旅立つことにしたんです。それなのに再会した先輩があんなショコラを作っていたから、俺は悔くやしくてたまらなかった」

　険しい顔をする隆一は、まるでその感情を自分自身にぶつけているようだった。

　あのとき隆一が怒っていたのは、悠を見込んでくれていたからこそだったのだ。

「……」

「先輩はお父さんのショコラが作れなかったと言いましたけど、同じように、先輩のショコラは先輩にしか作れないんじゃないですか。誰だれにも負けたくなければ、先輩は先輩のショコラを作ればいいんじゃないですか。俺は誰かのショコラを真ま似ねて、ここまで来たわけではありません」

　悠は頭に冷水をかけられたようだった。

　……そうだ。悠は絶対味覚という特別な能力を活いかして、自分にしかできないカカオ豆の魅み力りよくを引き出したいと、ずっと思っていた。そのショコラで人を感動させたいと思っていた。それは父になりたいわけでも、隆一になりたいわけでもない。悠だけのショコラが作りたかったからだ。

　どうしてそれほど大切な自分の情熱を見失っていたのだろう。

　いくら技術を磨みがいても、父の味にばかり固こ執しつしていたらなんの意味もない。

　隆一にただのチョコレートだと言われて当然だ。

「先輩の負けず嫌ぎらいは長所でもあるけど、短所でもありますね。比べる必要なんてないのに、先輩は先輩でいいのに、どうしても勝つことを意識してしまう。学生時代、俺のショコラに嫉しつ妬として、やけどしそうになったときもそうだった」

「……っ」

　悠は真っ赤になった。まさかそんなことまで見み透すかされていたとは思わなかった。隆一は悠のことをよく見ている。悠より、悠のことを知っている。

「俺は先輩がそのままでもいいと思うけど、たまにはそれを素す直なおに曝さらけ出すべきだと思います。そうすれば見えてくることもきっとありますよ。ひとりで抱かかえ込んでいたら、いつか必ず潰つぶれます」

　悠は唇くちびるを嚙かんだ。

「……でも、嫉妬するのは醜みにくい」

「嫉妬を嫉妬のままで終わらせるのは醜いかもしれないですけど、それを自分の成長につなげることができれば、嫉妬するのも素す晴ばらしいことじゃないですか」

「……」

　黙だまり込むと、隆一は優やさしい笑えみを浮うかべる。

「本当の自分を人に見せるのは、勇気がいることだと思います。でも、俺はどんな先輩も受け入れますよ」

　悠は目を瞬しばたたかせた。

「なんだよそれ……？」

「俺にはそれだけ大きな器うつわがあるということです」

「う、噓うそつけ。お前みたいな男、頼たよったらめんどくさいって言うだろ」

　悠は動どう揺ようした。

　隆一に包容力なんて期待できない。

　隆一はそんな優しい男じゃない。

「めんどくさくても、面めん倒どう見てあげますよ、特別に」

　隆一は不ふ遜そんに口の端はしを吊つり上げた。

　どこまで本気なのかわからなくて、悠は翻ほん弄ろうされてしまう。

「う……上からかよっ」

　当然のように上からものを言う隆一に突つっ込みながらも、その言葉は深く強く、胸に響ひびいていた。隆一がたとえ冗じよう談だんでも、どんな悠も受け入れると言ってくれたことが、うれしかったのかもしれない。

　……隆一がいてくれてよかった。

　隆一と知り合えてよかった。

「……ありがとう。すごく、目が覚めた」

　それから悠は、願ってもないほど光栄な申し出を、丁てい重ちように断る。

「三号店のことだけど……、俺に任せたいって言ってもらえてうれしかった。でもやっぱり、俺は『オリハラ』を立て直したい。俺のショコラで、挑ちよう戦せんしたいんだ。今ならできそうな気がする。俺は今日から、変われる気がする」

　きっかけなんて、本当にささいなことなのかもしれない。

　隆一が悠の暗くら闇やみに、まばゆい光を当ててくれた。

　ここからは、悠自身がどう歩んでいくかだ。

　隆一は悠の背中を押してくれる。

「先せん輩ぱいが決めたのなら、それでいいと思います」

「うん……」

「じゃあ先輩はまた、俺のライバルですね」

「うん……生しよう涯がいのライバルだ」

　再び隆一と向き合えたことに、悠は感謝した。

「……俺、未央ちゃんのウエディングケーキ、引き受けたいな」

　呟つぶやくと、隆一は虚きよを衝つかれた顔をした。悠も自分がそんな気持ちになるなんて、思ってもみなかった。けれど今、どうしても引き受けたいと、そう思ったのだ。

　もちろん未央に未練があるわけじゃない。手がけるからには、未央の幸せを心から願う。最高のウエディングケーキを作る。

　それが、悠が再び歩み出す、大きな第一歩になる気がした。

「隆一に、それを見届けてもらいたい」

　悠は隆一を見つめた。

　すると隆一は、そのきれいな顔をほころばせる。

「もちろんです。俺は未央ちゃんよりも、誰よりも、その日を楽しみにしています」










　それから一ヶ月はめまぐるしかった。

　ショコラトリーにとって最大のイベント、バレンタインデーを乗り越こえ、そのあとにホワイトデーが控ひかえている時期に、未央の結けつ婚こん式しきがある。寝ねる間もない日々が続いた。

　悠はまず、バレンタインデーが過ぎると、一週間店を閉め、単身でエクアドルに向かった。

　その一部の地域でしか採ることができないアリバ・カカオは、幻まぼろしのカカオと呼ばれている最上級品で、未央の結婚式を彩いろどるのにぴったりだと思ったからだ。

　父と何度も訪おとずれたカカオ農園は、以前よりも設備が整っており、さらに高品質のカカオ豆を作り出していた。

　懐なつかしい農園の家族に温かく迎むかえ入れてもらい、悠は父がつないでくれたその出会いに感謝した。父のためにも、最高のウエディングケーキを作ると強く決意した。

　豆を仕入れ、日本に戻もどると、悠はさらにそのアリバ・カカオを生かすために試し行こう錯さく誤ごした。

　毎日毎日繰くり返してきたことが急に色づいて、何をするのも楽しくてたまらなかった。

　ショコラに触ふれれば触れるほど、感覚が戻ってくる。戻るだけじゃなく、さらに前へ進んでいける。悠はまばゆい道を突き進んだ。

　不思議だった。心の持ち様で、世界はこんなにも変わるのだ。

　未央の結婚式は、あっという間に当日を迎えた。

　会場にケーキを運んでいくと、未央が駆かけ寄ってくる。

「折原くんっ」

　未央はまだドレスを着ていなかった。準備で忙いそがしいのに、お礼を言いに来てくれたのだ。

「未央ちゃん」

「今日はどうもありがとう」

「こちらこそ、一生に一度の大切な日を、俺に彩らせてくれてありがとう」

　悠はあのあと、自分から未央にウエディングケーキを作らせてほしいと申し出た。未央はそれを喜んで受け入れてくれたのだ。

「……それから、結婚おめでとう」

　お祝いの言葉をかけると、未央は幸せな花はな嫁よめの顔で微笑ほほえんだ。ドレスを着ていなくても、もうものすごくきれいだった。

「ウエディングケーキ、見てもいい？」

「うん」

　悠はケーキの箱を開けた。

　すると未央は一いつ瞬しゆんで目を輝かがやかせる。

「すっごくかわいい！」

　未央からのリクエストは、ハート形の生チョコレートのケーキをランダムに三段積み重ね、そこにチョコレート細工のバラの花々とフルーツをちりばめるというものだった。

　ウエディングケーキ＝白のイメージがあるけれど、生チョコレートは色合いも柔やわらかく、二月という季節にも合っていた。色とりどりのフルーツがまるで宝石みたいで、可か憐れんなケーキに仕上がっている。ケーキの周りには未央が大好きな『オリハラ』のショコラ・マカロンをハート形にアレンジし、たくさん飾かざった。

　見た目にも、とても華はなやかなウエディングケーキだ。

「なんだかすごくいい香かおりがする。これはなんの匂におい？」

　アリバ・カカオ独特の花のような香りに、未央はすぐに気がついた。

「カカオの香りだよ」

「えっ、カカオの？」

「うん。食べればもっといろんなアロマを感じられるよ」

　悠はアリバ・カカオを独自にブレンドし、口にしてから喉のどを流れるまでの間に、三度香りが変化するように作り上げた。

　アリバ・カカオの最大の魅み力りよくはその独特の香りだと思った悠は、自分が持っている能力を最大限に活いかし、そのバリエーションを生み出したのだ。

　味覚と嗅きゆう覚かくは密接に連係していて、味の八割は舌ではなく鼻で感じ取る。

　それは父のレシピにはない、絶対味覚の悠にだからこそできる技わざだった。

「すごい……。そんなの初めて聞いたよ……。やっぱり折原くんにお願いできてよかった。わがまま言って、折原くんのこと振ふり回したのに、こんなにすごいケーキを作ってもらえるなんて……。折原くんのおかげで夢が叶かなったよ」

　未央は感かん極きわまって涙なみだぐんだ。

　悠は慌あわてて未央の涙を止めようとする。

「わっ、未央ちゃん泣かないで。泣くのは披ひ露ろう宴えんの最後だよ、ご両親への手紙まで取っとかないとね？」

「……なあに、それ」

　未央の顔がほころんだ。よかった。笑ってくれた。悠はしんみりするのは好きじゃない。未央が喜んでくれたのなら、それだけでうれしかった。

　思い残すことは何もない。

「ファーストバイトで、旦だん那なさんに食べさせてもらったら、また感想聞かせてね」

「うん！」

　立ち去ろうとすると、未央の旦那さんがやってきた。未央のわがままを聞いてくださってありがとうございます、とお礼を言う彼は、とても優やさしそうな人だった。

　会場を出て空を見上げると、一面の青だった。

　悠のショコラトリーは今日、通常どおりの営業だ。

　そうして夜には隆一が、悠のショコラを食べにやってくる。

「……早く会いたいな」

　悠は青空を眺ながめながら、そんなことを思っていた。










　心臓が張り裂さけそうなほど緊きん張ちようするのは、初めてかもしれない。

　悠は閉店作業を終えると、『オリハラ』の厨ちゆう房ぼうで隆一を待っていた。

　目の前には、ハート形の小さなチョコレートケーキがある。それは未央のウエディングケーキと同じもので作った、隆一のためのものだ。

　隆一はそれを食べて、どんな反応をするだろう。

　想像するだけで、いても立ってもいられなくなる。

「すみません、遅おそくなりました」

　厨房の中をうろうろしていると、店のドアが開く音がした。時刻はもうすぐ二十四時になろうとしていた。

「お、お疲つかれ様」

　悠はあたふたしながら隆一を招き入れた。椅い子すを勧すすめ、紅茶の用意をして、ケーキと一いつ緒しよに差し出す。今日、隆一がやってきた目的はそれだけだから、何ひとつ無む駄だ話ばなしはしなかった。

　隆一は早さつ速そくフォークを手に取ると、ケーキを真しん剣けんな目で見つめる。

「いただきます」

「うん……」

　最高のものを作ったという自信はある。けれど、怖こわくてたまらなかった。

　隆一の評価が何よりも怖い。

「……どう……？」

　静かにケーキを味わう隆一に、悠はたまらずに声をかけた。

　隆一はゆっくりと口を開く。

「このケーキは、アリバ・カカオを使用しているんですね」

「うん……」

「カカオの種類はそれだけですか？」

「うん。でも、同じアリバ・カカオでも、わずかに違ちがう品種を何種類もブレンドしてる。それから、その風味を損そこなわないために、ローストの温度を通常よりもずっと下げた。コンチングにも時間をかけて、粒りゆう子しを最小まで細かく練り上げた」

　同じアリバ・カカオだけをブレンドしたのは、その魅力を最大限に引き出すためだ。ローストとコンチングにこだわったのは、豆からショコラを作る悠の信念だ。

「アリバ・カカオを贅ぜい沢たくに使ったんですね。そのおかげで、ケーキの香りにバリエーションが生まれています。口にした瞬しゆん間かんは、アリバ・カカオ特有の花の香りが、次にはフレッシュフルーツのような香りが、そうして最後には透すき通るように華やかな香りが広がっていく。その口当たりは優ゆう雅がで、滑なめらかに喉をすり抜ぬけていく。風味は絶ぜつ妙みようのバランスで、口にした人に新しん鮮せんな感動を与あたえる……」

　隆一はまぶしそうに目を細めた。

「……おいしいです。これは俺が認めた、先せん輩ぱいの特別なショコラだ」

　悠は胸がいっぱいになった。どうしようもなく、声が震ふるえてしまう。

「ほんと……？　ほんとに……？」

　悠には隆一ほど巧たくみに、アロマが立つタイミングや、カカオの余よ韻いんの時間をコントロールすることはできない。けれど無理に真ま似ねることはせず、自分のやり方を貫つらぬいたのだ。

　それを認めてもらえたことは、何物にも代えがたい幸せだった。

「はい。未央ちゃんはなんて？」

「さっきメールが来て、すっごくおいしかったって……。ゲストのみんなにも評判がよかったって。幸せになれるケーキだね、って言ってもらったよ」

「そうですか。よかったですね。先輩の特別な能力に、たくさんの知識と技術が加わって、この最高のケーキができたんです。この六年間は、何ひとつ無駄じゃなかった」

「うん……」

　未央に喜んでもらえてうれしかった。でもそれよりも、隆一がもう一度認めてくれたことがうれしかった。

　そうして、この六年間の悠もさりげなく肯こう定ていしてくれる隆一に、熱い思いが込み上げてくる。

　隆一は、本当に不思議だ。

　知らないうちに、悠の奥深いところに入り込んでくる。そこから悠の凝こり固まった心を溶とかしてくれる。

「晴れやかな顔をして。未央ちゃんのことも吹ふっ切れましたか？」

「……吹っ切れるも何も、結けつ婚こんしちゃったし」

　今日の悠は、とても仲のよい友人を祝うような気持ちだった。たぶん未央への恋こい心ごころは、本当に淡あわいものだったのだと思う。

「結婚したくらいで諦あきらめるなんて、先輩は最初から、本気で未央ちゃんを好きじゃなかったんじゃないですか？」

「……は？　なんでそんなことお前に言われなきゃいけないんだよ」

　自分でもそう思っていたけれど、隆一に図星を指されると反論したくなった。

「だってそうでしょう。先輩はけっこうめんどくさいですよ？　一見、人当たりがよくて、ぽやっとしていて単純そうなのに、実際はプライドが高くて強ごう情じようで、諦めが悪くて根暗で──」

「悪口はその辺にしてもらえるかな」

　せっかくいい気分だったのに台無しだ。

　隆一は楽しそうに、クスクス笑う。

「あとはものすごく不器用で、甘え下手なんですよね。ベッドの中じゃ甘え上手なのに」

「な……！」

「あ、ベッドの中じゃなかったですね。ショコラトリーの厨房の冷たい床ゆかの上でした」

　どさくさに紛まぎれて蒸むし返す隆一に、悠はかっとなった。

　やっぱり隆一なんて大だい嫌きらいだ。

「ケーキ返せ、もうお前にはやらないっ」

　これ以上、悠の魂たましいの結けつ晶しようを隆一に食べさせる必要はない。

　皿とフォークを奪うばおうとすると、隆一は悠の手首に摑つかみかかってきた。

「食べさせてあげますよ」

「いらない、放せっ」

　隆一はフォークにケーキを載のせ、耳みみ許もとで囁ささやいてくる。

「ねえ先輩、俺がこんなにも先輩にかまう理由がわからないんですか？」

「は……？」

　目の前にフォークが迫せまる。けれど隆一はそれを自分の口に運んだ。

　そうして悠に顔を近づけてくる。

「ん……!?」

　唐とう突とつに形のよい唇くちびるが触ふれ、瞬まばたきも忘れていると、隆一の瞳ひとみが悪戯いたずらに笑ったのがわかった。

　反射的に身を引くと後頭部を押さえつけられ、舌を捩ねじ込まれる。

「っ、んん……！」

　隆一は悠にチョコレートケーキを口移ししてきた。

「ん、っう、んっ……」

　隆一はやることがめちゃくちゃだ。食べさせてあげると言って、どうしてこんなことになるのだろう。

　舌を絡からめて放してくれない隆一を、潤うるんだ目で見つめる。

「……ぁっ」

　悠が椅子から滑すべり落ちそうになると、隆一はそれを片手で支えてくれた。

　覆おおい被かぶさるように顔をのぞき込まれて、挑ちよう発はつするように囁かれる。

「先輩、足あし腰こし弱すぎるでしょう。この程度のキスで腰抜ぬかすわ、この間だって──」

「わーわー！　しつこい！　何回も蒸し返すな！」

「先輩がつれないから」

　隆一は悠の背後に手を滑らせてくる。

「ちょっ、何するんだよっ」

「ついでに尻しりでも揉ももうかと」

「ついでに尻、じゃないっ」

　最終的にはいつもそこにたどり着く隆一の思考回路は、逆立ちしたって理解できなかった。

「先輩、俺が先輩にかまう理由、考えましたか」

「そんな暇ひまいつあった？」

　訊きかれたのはほんの数分前のことだ。その間、悠は隆一にキスされていた。冷静に考える余よ裕ゆうなんてあるはずがない。

「じゃあ先輩が考える間、俺は尻でも嚙かんで待ってます」

「嚙んで、って、揉むよりだめだろうがっ」

　さすがに目に余る言動に、悠は隆一と戦うことを決意した。

　あいにく今日は酒も飲んでいないし、隆一のショコラも口にしていない。素面しらふなら勝てる気がする。

　それにしても隆一は、悠なんかとこんなことをして、楽しいのだろうか。

　隆一は悠のことをどう思っているのだろう？

　ショコラティエとして認めていると言った。それからいつも、尻が好みだと言っている。

　でもそれだけで、隆一はここまでするのだろうか。

　悠は初めて、隆一の心をのぞきたいと思った。

　それが、隆一が求めている答えだなんて気づかずに。

「やるんですか。俺は何事でも負けませんよ」

　手加減なしに組み敷しいてくる隆一の腕うでの中で、悠はもがいた。隆一の目は、まるでショコラを前にしたときのように真しん剣けんだ。その必死さと執しゆう念ねんは、一体どこから生まれてくるのだろう。

「もうお前、ほんと変態っ」

　悠はひさしぶりに心から笑っていた。こんなふうに隆一とじゃれ合うのが嫌いやじゃないなんて、自分はどうしてしまったのだろう？

　そんな自分が不思議で、少しだけハラハラする。

　……俺はこの先、隆一とどうなっちゃうんだろう？

　六年前よりずっと距きよ離りが近くなった隆一は、我が物顔で悠の心を占せん領りようしていく。

　けれどそれは、いつも心の中に隆一がいてくれるということで、悠は心地ここちよかった。
















ショコラティエの恋レシピ







「よし、完かん了りよう」

　悠は明日あしたの仕込みを終えると、厨ちゆう房ぼうの清せい掃そうに取りかかった。先に店頭の片づけを終えた従業員はすでに退勤し、店にはもう悠ひとりだ。

　三月、ショコラトリー『オリハラ』は、前年比二百パーセントの売上を記録した。

　未央の結けつ婚こん式しき後、格段においしくなった悠のショコラは、以前から通ってくれているお客様にも大好評で、ハネムーン帰りに立ち寄ってくれた未央からも絶賛してもらった。

　隆一のトークショーで紹しよう介かいしてもらったことがきっかけで足を運んでくれたお客様も、思いがけず再来店してくれている。リピーターになってくれるかどうかはわからないと、以前は消極的なことを考えていたのに、悠は今、その出会いに心から感謝していた。

　悪あく循じゆん環かんがあるように、好循環というものがあるのかもしれない。

　今の悠はものすごく前向きで、おいしいと言ってもらうためならどんなこともがんばろうと思えた。

　店頭に立っていると、お客様の反応がダイレクトに返ってくる。それがつらい時期もあったけれど、今はそれが何よりの励はげみだ。

　悠は差し当たり、特に気温が高い、六月から八月にかけて販はん売ばいする商品についてアイデアを出しているところだった。

　どこのショコラトリーも四月に入ると客足はゆるやかになり、夏に向けて売上は低下していく。サロン・ド・テを併へい設せつしていればグラス──アイスに力を入れるのもいいけれど、『オリハラ』は持ち帰りのみだ。

「暑くても溶とけない、焼きチョコはどうだろう。ミントとか塩とか、夏らしいフレーバーにするのもいいな」

　そうひらめいたとき、店の出入り口からカランと鈴すずの音がした。

　どうやら扉とびらの鍵かぎを閉め忘れていたらしい。

　悠は慌あわてて厨房から顔をのぞかせた。

「申し訳ございません、もう閉店して──隆一」

「こんばんは」

　隆一は長いストライドで近づいてくる。

　隆一と会うのは未央の結婚式の夜以来で、一ヶ月ぶりだった。

　あのあと隆一はパリの一号店に行くと言っていたけれど、なんだかずいぶん会っていなかった気がする。

「いきなりどうしたんだよ？」

「フランスのおみやげを持ってきたんです。ワインなんですけど、一いつ緒しよに飲みませんか」

「あ……、じゃあ、もうすぐ掃そう除じ終わるから、家で待っててよ」

　悠はポケットから鍵を取り出して、隆一に向かって投げた。隆一はそれを受け取ると、店の裏手にある悠の家に向かっていく。悠はその後ろ姿を、ちょっと複雑な思いで眺ながめた。

　一ヶ月前のあの日から、悠は変だ。

　何がどう変なのか説明できないけれど、隆一のことを思うと、得体の知れない感情に襲おそわれる。

　ショコラティエとして打ちのめされた悠に隆一は、「どんな先せん輩ぱいも受け入れる」と言った。

「俺がこんなにも先輩にかまう理由がわからないんですか？」なんて挑ちよう発はつするように訊ききながら、悠にキスした。

　隆一は摑つかみどころのない男だから、その真意は不明だ。けれどあの一件で、悠の中で隆一の存在が大きくなったことは確かだった。

　それでも隆一は後輩で、ライバルで、それだけだ。

　そもそも隆一には学生時代にもキスされたことがあるし、再会してからは二度と思い出したくもないいかがわしいこともされた。隆一の仕し掛かけてくることにいちいち反応していたらキリがないし、こっちの体が持たない。

　悠はデッキブラシで厨房の床ゆかを磨みがき終えると、隆一が待つ家に帰った。隆一は勝手に冷蔵庫や食器棚だなを開けたらしく、酒盛りの準備をしていた。

「先輩、お疲つかれ様です」

「……」

　悠は隆一にジト目を向けた。すると隆一は平然と微笑ほほえみ返してくる。その顔には、自分が拒こばまれることはありえないというような自信が窺うかがえた。そういうところは隆一らしいと思うけれど、不ふ審しんげな目を向けられたのだから「どうかしましたか？」くらい、訊けよと思う。

　なんだか自分だけ考え込んでいるのもばからしくなってきた。

　悠は息をつき、リビングのテーブル越ごしに、隆一と向かい合って座る。

　隆一はワインのほかにも、チーズやドライフルーツなどのつまみも持ってきてくれたようだった。

　グラスに注がれたワインで、さらっと乾かん杯ぱいする。

　フランス産のフルボディの赤ワインは、果実の味が凝ぎよう縮しゆくされ、しっかりとした酸味があった。けれど渋しぶ味みはまろやかで、口当たりが柔やわらかい。

「あ、おいしい」

「それはよかった。ショコラに合う甘口のワインもあるので、そちらはまたあとで飲んでくださいね」

「うん、ありがと。一号店に行ってたんだ？」

「はい。二週間ほど」

　隆一は年始早々『Ryu Matsukubo』銀座店を立ち上げ、三月からは日本とフランスを行き来しているらしかった。

「それから今年もＣ．Ｃ．Ｃ．から出品の依い頼らいがあって、その関係で」

　Ｃ．Ｃ．Ｃ．＝Club des Croqueurs de Chocolatとは、一九八一年に発ほつ足そくしたショコラ愛好家の会のことだ。

　毎年秋にパリで開かい催さいされる、世界最大級のチョコレートの祭典、サロン・デュ・ショコラで、Ｃ．Ｃ．Ｃ．は対象のショコラの評価を発表する。

　評価は金銀銅の三段階で、隆一は昨年、最高位の金タブレットを獲かく得とくした。

　また、評価とは別に、Ｃ．Ｃ．Ｃ．は世界中のショコラティエにとって名めい誉よある賞を授じゆ与よする。

　賞は毎年決まったものがあるわけではない。賞を受けると、たとえば『金タブレット＋☆』というように、Ｃ．Ｃ．Ｃ．のガイドブックに星のマークがつく。チョコレート版ミシュランガイドといったところだが、Ｃ．Ｃ．Ｃ．は抜ぬき打ち訪問はせず、ショコラティエに出品を依頼してそれを審しん査さする。

「今年も出品するんだ。サロン・デュ・ショコラに出店もするんだろ？」

「はい。出店は日本とフランスの二ヶ国で」

　サロン・デュ・ショコラは世界各国で年々規模が拡ひろがっていて、日本でも二〇〇三年から独自に開催されている。フランスではバレンタインよりクリスマスのほうがチョコレートのギフトは一いつ般ぱん的てきなので、それに先さき駆がけて十月末頃ごろに開かれるが、日本では一月下げ旬じゆんだ。

「そうなんだ。実は俺今年、パリのサロン・デュ・ショコラに行こうと思ってるんだ」

　もちろん客としてだ。悠はこれまで、父の味を守ることで頭がいっぱいだったけれど、今は本場の流行や最さい先せん端たんのショコラにも興味を持っていた。そうしていつか悠もサロン・デュ・ショコラに出店してみたいと思っていた。

　隆一のように、Ｃ．Ｃ．Ｃ．から出品の案内が来るショコラティエになりたい。

　口にはしないけれど、悠は一日でも早く、隆一に追いつきたかった。

「ぜひ行きましょう。俺は今年、前夜祭のチョコレート・ファッションショーにも出るんです」

「チョコレート・ファッションショー？」

「はい。毎年前夜祭の目玉として、ショコラティエと若手デザイナーがコラボして、チョコレートでドレスを作るんです。それをモデルが着用して、ランウェイを歩くんですが、とても盛り上がりますよ」

「うわー、なんかすごいな」

　まさにチョコレートの祭典といった感じだ。そういえば隆一は前にチョコレートで尻しりのオブジェを作るとか言っていたし、そういうアーティスティックな世界にも造ぞう詣けいが深いのかもしれない。

　前夜祭も楽しみだなと思っていると、隆一のスマートフォンが鳴った。

「噂うわさをすれば。俺がショーでコラボするデザイナーからです」

　隆一はその場で話し始めた。すると聞き耳を立てずとも、隆一の話し声が聞こえてくる。

「はあ？　それはお前に問題があるんじゃないのか」

　悠は首を傾かしげた。

　なんだかやけに隆一の口調が砕くだけている。それにちょっと偉えらそうだ。

「ああ、ああ……。まあ今さら言ってもどうにもならないしな。わかったよ。こっちでも探してみる」

　隆一は電話を切って、複雑な顔をした。

「何かあったのか？」

　悠が訊くと、隆一は頷うなずいた。

「はい。デザイナー側が採用したスタッフが同時に五人も辞やめて、チョコレート・ファッションショーの人手が足りなくなったらしいんです」

「え」

　それはけっこう、まずい事態なんじゃないだろうか。

　サロン・デュ・ショコラまでもう半年しかない。

「困りました。早急に代わりの人材を確保しなければいけないのですが、このショーは特とく殊しゆなので、ショコラに関しても知識がある人じゃないと……」

　次の瞬しゆん間かん、悠は隆一とバチッと目が合う。

「……」

　無言で悠を見つめてくる隆一に、名乗り出るしかない空気が流れた。

「……俺、手伝おうか？　店があるから、空いてる夜だけになるけど……」

「お願いします」

　隆一は遠えん慮りよなく、即そく座ざに依頼してきた。ほとんど隆一に言わされたようなものだ。でも悠もやってみたいと思った。

　これからの時期、ショコラトリーは閑かん散さん期きだ。その間に隆一の仕事に関かかわることは、きっと自分の成長にもつながる。

　それにチョコレート・ファッションショーを間近に見られるなんて、好こう奇き心しんがうずうずしてくる。

「そういやさっきの電話、なんかデザイナーさんと親しげだったけど、仲いいの？」

「はい。俺の二つ年下なんですが、フランスに住んでいた頃ころの幼なじみなんです」

「え、そうなんだ」

　そういえば隆一は、十二歳までフランスに住んでいたと言っていた。けれど隆一にデザイナーの幼なじみがいるなんて知らなかった。

　悠はふと、隆一のプライベートを何も知らないという事実に気づく。

　六年間のブランクがあるとはいえ、製せい菓か専門学校時代からの長い付き合いなのに、隆一はショコラに関すること以外話さない。──いや、尻の話はする。

　隠かくすべき性的嗜し好こうは明け透すけなくせに、ほかのことは謎なぞが多い気がした。

　それを不思議に思っていると、隆一はデザイナーについて、詳くわしく教えてくれる。

　デザイナーの名前は、宮みや野の冬とう馬まというらしい。

　高校生の頃、世界的なメンズファッション誌『ＦＡＮ』のコンテストで二十年ぶりに大賞を受賞し、華はな々ばなしくデビューした新進気き鋭えいのデザイナーだそうだ。

「へー、すごいなあ」

「早さつ速そく明日あした、冬馬のアトリエに向かいましょう」

　チョコレートドレスは冬馬のアトリエで制作してから、フランスに空輸するらしい。

　冬馬はどんな男だろう。

　悠はわくわくした。










　翌日の夜、悠は隆一と冬馬のアトリエに向かった。

　表参道の裏通り沿いにある、ロイヤルブルー一色の建物は、一階がブティックで、二階がアトリエになっているらしかった。

　堂々とした外観は、夜でもかなり目を引く。バックライトで光る看板には、『＆Ｒ』という文字が刻まれていた。

「『アンドアール』？」

「『アンダール』、です」

　それが冬馬のブランド名らしい。

　ウインドーに飾かざられている洋服はシンプルで洗練されていて、悠のような一般人には気軽に入れないようなラグジュアリー感があった。悠の中で冬馬のイメージが、年下だけど落ち着いた大人の男性、と自動的に膨ふくらんでいく。

　クローズした店内を通り抜け、螺ら旋せん階段を上がると、ものすごい勢いで男がアトリエから飛び出してきた。

「隆一、会いたかった！」

　びっくりする悠にお構いなく、男は隆一に抱だきついた。

「二ヶ月見ないうちに、さらにかっこよくなってるし……。俺どうにかなりそう……」

「先せん輩ぱい、こいつがデザイナーの宮野冬馬です」

　周りにはほかのスタッフもいるのに、隆一は男を胸にぶら下げたまま、平然と紹しよう介かいした。

　悠は慌あわてて名めい刺しを取り出す。

「ショーのお手伝いをさせてもらうことになった、折原悠です。よろしくお願いします」

　冬馬は悠を振ふり向いた。

　きれいなアーモンド形の瞳ひとみに射い貫ぬかれて、悠はドキッとする。

「あんた、隆一とどういう関係？」

　いきなりタメ口で問い質ただしてくる冬馬に戸と惑まどいながらも、「製菓の専門学校時代の先輩です」と答えると、冬馬は不信感を露あらわにした。

「隆一がただの先輩と、卒業後も仲良くしてるはずがない」

「そう言われても……」　>>>♥

　初対面なのに、一体どうしてこんなにも好戦的なのだろうと訝いぶかった。

　冬馬は隆一の首筋に寄り添そいながら、形のよい唇くちびるを吊つり上げる。

「ちなみに俺は隆一の恋こい人びとなんだけど」

「え！」

　冬馬の激白に、悠は目を丸くした。大急ぎで隆一に視線を移す。

「違ちがいますよ。ただの幼なじみです」

「ただのってなんだよ、ただのって！」

　冬馬はひっつき虫のように隆一に纏まとわりついた。隆一はそれを鬱うつ陶とうしそうに引き剝はがす。悠はどう反応していいのかわからずに呆ぼう然ぜんとした。

　今のは冬馬の冗じよう談だん、ってことでいいんだよな？

「……」

「どうしたんですか先輩。もしかして、嫉しつ妬としました？」

「……は!?　誰だれが、何に!?」

　意味深な顔で目をすがめた隆一に、悠は声を引き攣つらせた。一体何をどう考えればそんな勘かん違ちがいができるのか、さっぱりわからない。悠はただ、想像とかけ離はなれすぎていた冬馬のキャラに面めん食くらっていただけなのだ。

　自意識過か剰じような隆一に呆あきれていると、冬馬が割り込んでくる。

「ちょっと、俺を無視すんなよな！」

　冬馬は悠を値ね踏ぶみするように凝ぎよう視しした。

「あんた、顔はまあ悪くはないな。でも、俺ほど素す敵てきでもない」

　そういう冬馬はすらりと背が高く、薄うすピンクに抜ぬけるような肌はだとミルクティーみたいな髪かみの色をしていて、まるでフランスの少年のようだった。口さえ開かなければ、美少年という響ひびきがぴったりだ。

「あんたに一体、どういう魅み力りよくが？」

　パーソナルスペースが狭せまいらしい冬馬が鼻先五センチまで迫せまってきて、悠は後ずさった。

「……隆一は俺の尻しりが好みらしいけど……」

　なにげなく口にした瞬間、冬馬は悠の尻を鷲わし摑づかみにする。

「うわっ」

「何これ、マシュマロ揉もんでるみたい！」

　冬馬は憚はばかることなく、悠の尻肉を捏こねた。隆一以外にそんなことをされたのは初めてで、悠は度ど肝ぎもを抜かれてしまう。

　すると隆一が、悠の代わりに冬馬の手を払はらいのけた。

「やめろ冬馬。これは俺の尻だ。気き易やすく触さわるな」

　なぜか隆一が所有権を主張して、悠の尻を揉み直す。隆一独特のいやらしい手つきに、悠はかあっとなった。

「いつからお前の尻になったんだ！」

「俺が見つけた世紀の尻という意味ですよ」

　さらっと変態的な発言をする隆一に、悠は開いた口が塞ふさがらなくなった。

　一体ここをどこだと思っているのだろう。隆一も冬馬も、周りの目を気にしなすぎる。

　冬馬は息をついた。

「なるほど。あんたは隆一の尻要員ってわけか。隆一は昔から理解不能の尻フェチだからな」

　尻要員……。衝しよう撃げき的な単語を聞いた気がした。けれど隆一に懐なついている様子の冬馬でさえ、隆一の尻フェチには関わりたくないようだった。隆一はそこまで極きわまってしまっているのだろうか。隣となりで涼すずしい顔をしている男がバケモノに見えてくる。

　冬馬は話を仕事に切り替かえた。

　悠はスタッフを紹介してもらい、チョコレート・ファッションショーの説明を受け、その日の務めを終えた。










　悠は隆一の車の助手席に、ぐったりと沈しずみ込んだ。高級車だけあって、本ほん革かわのシートは柔やわらかく、フィット感が素す晴ばらしい。けれど今はその座り心ごこ地ちにはしゃぐ気分じゃなかった。

「冬馬くんって、アグレッシブだな。なんか隆一のこと、めっちゃ好きっぽいし」

　隆一はゆるやかに車を走らせながら、苦にが笑わらいした。

　初日の今日、悠は隆一に送そう迎げいしてもらうことになった。けれど明日からは悠も自分の運転で向かうことになる。

「フランスにいたとき、同じ年とし頃ごろの日本人が俺しかいなかったので、少し過剰に懐いているんですよ」

「でもこっちに帰ってきてずいぶん経たつし、冬馬くんももう二十三歳だろ」

「そうですね。兄弟みたいな関係なのかもしれません」

「兄弟なあ……」

　なんだか腑ふに落ちなかった。

　兄弟はあんなふうにベタベタするものだろうか。

「でもそんな冬馬くんでも、隆一の尻フェチの話になったら目が死んでたな」

「冬馬は俺が狂くるったように好みの尻を探していた時期を知っていますから。先輩の尻に出会ってからは、とても落ち着いていますけどね」

「あっそう……」

　それ以上詳くわしく聞きたくなかったので、悠は早々に話を変えた。

「家に帰ったら、チョコレート・ファッションショーの勉強しないと」

　前夜祭はその名のとおり、お祭りのようなものだが、チョコレート・ファッションショーは毎年世界中のメディアが注目する、人気のイベントらしい。

　悠は多た忙ぼうな隆一に代わり、主にドレスに使用するチョコレートのパーツを試作することになった。

「うちにショーのディスクがありますよ。よければこれから見に来ますか」

「いいの？」

「はい。うち、ここから近いですから」

　それは願ってもない申し出だった。悠はすぐに頷うなずく。

　隆一の部屋に行くのは初めてだ。

　悠はちょっとドキドキした。










　都内でも高級マンションが建ち並ぶ一等地に、隆一の部屋があった。

　地下駐ちゆう車しや場から最上階まで、エレベーターで上がる。

　まるでホテルのような内うち廊ろう下かを歩き、玄げん関かんに鍵かぎをかざして入ると、そこから大理石でできた長いエントランスホールが続いていた。

　その先にある重じゆう厚こうなドアを開けると、広いリビングが見えてくる。家具は全すべてイタリア製で統一されているらしく、堅けん牢ろうで高級感のある室内に、悠は思わず魅みせられた。

「何あの無む駄だに長いソファ……」

　煌きらびやかな隆一のショコラトリーとは全く雰ふん囲い気きが違うけれど、こちらもかなり現実離ばなれしている。

　けれどこういうところにさらっと住んでしまえるのは、隆一が大だい企き業ぎようの御おん曹ぞう司しだからなのかもしれない。

　それにしても、ひとり暮らしにこんなに広い部屋は必要ないだろう。悠なら落ち着かなくて、隅すみっこで過ごしたくなる。

　しかもこの部屋はきれいすぎて生活感がなく、なんだか人の気配がしなかった。

「……」

　もしかして、定期的に通ってくる恋人とか、いるのだろうか。ふとそんな疑問が脳のう裏りをよぎる。

「あ」

　不意にキャビネットに置かれた写真立てが目に入った。

　手に取ると、そこには七、八歳くらいの男の子と、優やさしそうな年配の女性が写っていた。

　整った顔立ちの男の子は、あどけない笑えみを浮うかべている。

　背後に写っているのは暖だん炉ろだろうか。どうやら家の中らしかった。

　途と端たん、悠の頭の中に恐おそろしい想像が広がる。

「隆一……」

　悠はゴクリと生なま唾つばを飲んでから、隆一に呼びかけた。

「はい？」

「もしかしてこの男の子……お前の子どもか……？」

「……は？」

　見れば見るほど、隆一に似ている気がしてきた。

　目め許もととか口許とか、そっくりだ。

「……で、隣の女の人は、隆一の奥さん……？」

　少し熟女だけれど、包容力がある感じがして魅力的だ。ありなしで言えば、間ま違ちがいなくありだった。

　お前結けつ婚こんしてたのかと真顔で訊きく悠に、隆一は瞬まばたきも忘れて固まった。それから途と方ほうに暮れたように天を仰あおぐ。

「先せん輩ぱいの思考回路と守しゆ備び範はん囲いはどうなってるんですか。単純に考えてください。それは子どもの頃ころの俺と祖母の写真です」

「あ、そうなんだ」

　悠は恥はずかしくなった。どうやらとんでもない勘かん違ちがいをしたようだ。そりゃあ隆一に似ているわけだ。けれど写真の中の男の子のあまりに無む垢くな笑顔と、目の前の男が重ならなかった。

「誰だれにでも、かわいい時期はあるってことか……」

「どういう意味ですか」

「えっ、別に。てか写真立てはこれだけ？　ご両親とかのは？　あ、隆一って兄弟いる？」

　祖母のものがあるなら、当然ほかの家族のものもあると思った。

　けれど隆一は「これだけですよ」と抑よく揚ようのない声で答える。

「え？」

「両親も弟もいますが、俺は祖母以外の家族とは不仲なんです」

　隆一はさりげなく、悠の手から写真立てを取り上げた。そうしてそれ以上話すことはないというように、悠に背を向ける。

　突とつ然ぜん硬こう化かした隆一の態度に当とう惑わくしていると、隆一はテレビにサロン・デュ・ショコラのディスクをセットした。

「ゆっくり見ていてください。俺はシャワーを浴びてきますね」

「う、うん……」

　悠はバスルームに消えていく、隆一の後ろ姿に釘くぎ付づけになる。

　今の一いつ瞬しゆんは、なんだったのだろう。

　家族の話になった途端、隆一の雰囲気が変わった気がした。隆一はそんなにも家族と仲が悪いのだろうか。

「……」

　テレビから流れてくる、華はなやかな音楽に誘さそわれて画面を見やると、サロン・デュ・ショコラの前夜祭が始まるところだった。

　悠はひとまず隆一のことは頭の片かた隅すみに置き、テレビに集中する。

　前夜祭ではまずダンサーがショーを盛り上げ、そのあとにチョコレートドレスのファッションショーが行われるようだ。

　チョコレートを身に纏まとい、ランウェイを歩くモデルの姿は、ファッションというより芸術を見ているようだった。チョコレートは食べ物という図式を完全に超こえている。モデルが手にしている小物なども全てチョコレートでできているようだった。

　見入っていると、背後で物音がした。

　隆一がシャワーから戻もどってきたようだ。

「隆一、ファッションショーのドレスって、前衛的っていうか、斬ざん新しんっていうか……うわぁっ！」

　振ふり向くと、隆一は肩かたからタオルをかけただけの全ぜん裸らで立っていた。

　口をぱくぱくさせる悠に、「虫みたいなドレス見ました？　言葉を失いますよね」と平然と話しかけてくる。

「言葉を失うのはこっちだよ！　なんでフリチンなんだよ！」

「俺、家では基本全裸なんですよ」

「それでも客がいるときは着ろ！」

　信じられない。

　それにしても均整の取れた体は骨格のバランスが素す晴ばらしく、思わずみとれるほどだった。

　おまけに、股こ間かんのアレは──。

「先輩、どこ見てるんですか？」

　隆一は悠の視線をたどり、色っぽい笑みを浮かべた。

　悠はそれを指差して、声を荒あららげる。

「見るだろ！　それだけすごかったら！」

　すごいなんてもんじゃない。これなら悠だって基本全裸スタイルになってしまうかもしれないくらい立派なものだ。

　まじまじ見つめていると、隆一はため息をついた。

「先輩って、男の煽あおり方を知らないんですね。こういうときは必死に見てないって否定して、恥ずかしがるものですよ」

「男を煽る気なんてないからな」

　白い目を向けると、隆一はつまらなそうにパンツを穿はいて、悠の隣となりに座った。隆一は本当に、その言動の全てがめちゃくちゃだ。

　画面の中では、ショーはフィナーレを迎むかえていた。ショコラティエとデザイナー、モデルが揃そろって登場し、観客から熱い拍はく手しゆが送られている。その周りでは業界関係者やプレス関係者がシャンパンを傾かたむけながら歓かん談だんしている様子も映っていた。こんなにすごいショーに関かかわれるなんて、本当に光栄だと思う。

　隆一はそのほかにも、サロン・デュ・ショコラ当日の会場の様子を録とったディスクも見せてくれた。

「なんかテンション上がった！　俺、がんばる！」

　実際の映像を見ると、さらにやる気が満ちてきた。










　早さつ速そく翌日から、悠はアトリエでの作業に参加した。

　悠の主な仕事は、ドレスに使用するチョコレートのパーツを試作し、それを隆一に引き継つぐことだ。チョコレートドレスは、布やシリコンなどに本物のチョコレートを縫ぬいつけて制作する。

　冬馬が描えがいたデザイン画は、昨日隆一の部屋でショーの映像を見ていなければ、ぶったまげていたかもしれないくらい奇き抜ばつなものだった。

「ショーはインパクト勝負だからな」

　冬馬は言い切った。確かに昨日悠が見たものは、独創的で一風変わったものが多かった。悠にはよくわからないけれど、きっとそういうものが世界的なショーに相応ふさわしいのだろう。

「先輩、ドレスに使うチョコレートに関して、何か案はありますか」

　隆一が訊いてきた。

「そうだなあ。ドレスに使うチョコレートって、食べられないんだよな？」

「はい、基本的には食べられません」

「なんかそれがもったいない気がする。せっかくチョコレートで作るんだから、ちゃんと食べられるものにしたいな」

　それこそ、チョコレートで作る醍だい醐ご味みだと思う。子どもの頃に憧あこがれた、お菓か子しの家みたいなものだ。食べられるドレスなんて心が躍おどる。

「で、たとえばランウェイで、モデルがドレスのパーツを剝はぎ取って食べるとか。観客席に配るとか」

「いいですね。剝ぎ取る部分のパーツを二重にして縫いつけておけば、デザインも崩くずれないですし。もしくはそれでデザインが変わるのもおもしろいです」

　隆一が賛同してくれて、悠はうれしくなった。試作だけだと思っていたのに、企き画かくにも参加できるなんて棚たなぼた気分だ。

　けれどそれを、冬馬が遮さえぎってくる。

「待てよ、勝手に決めるなよな！　デザイナーは俺だぞ！　そう簡単には行かないから！」

「パーツを作るのは俺だ。問題はない」

　隆一が言い返すと、冬馬は顔を真っ赤にした。

「隆一はハルカの肩を持つのか！」

「そういう話じゃない」

　隆一は息をついた。何やら険悪な空気が漂ただよい、悠はおろおろする。

　するとちょうどよいタイミングで、アトリエのスタッフが隆一に声をかけてきた。

「松久保さん、お電話が入っています」

　隆一は席をはずす。

　残された悠と冬馬は向き合う形になった。

「……」

　なんだか気まずい。それに今勢いで「ハルカ」って呼び捨てにされた気がする。

　ちらっと様子を窺うかがうと、冬馬は悠を怖こわい目で睨にらんできた。

「あんた、隆一のただの尻しり要員って言ったよな？」

「えっ」

　言った覚えはない。

「なのに隆一があんたに意見を求めるなんて、ありえない」

　悠はとっさに、一ヶ月前のことを思い出した。

　隆一はあのとき、悠の腕うでを認めていると言ってくれた。だから今回、悠の考えを聞いてくれたのだろう。

　けれどそれを知らない冬馬は納なつ得とくがいかないようだった。

「あんたがどんなショコラティエなのかは知らないけど、隆一はすごいんだ。『ヴァレリー』にいる頃ころからいっぱいファンがついていて、みんな『Ryu Matsukubo』のオープンを心待ちにしてた。パリでは今隆一が、日本人初のＭ．Ｏ．Ｆ．ショコラティエになるんじゃないかって言われてる。一号店にはフランス人の弟で子しがいて、隆一は日本人なのに、彼にフランスのエスプリを教えてるんだ」

　Ｍ．Ｏ．Ｆ．とは、フランスの国家最さい優ゆう秀しゆう職人章のことだ。その名めい誉よは日本では人間国宝に相当すると言われている。

　そんな偉い大だいな勲くん章しようの名前が挙がるほど、隆一がフランスで注目されているなんて、悠は素す直なおに感心してしまった。

　けれど易やす々やすと負けは認められない。

　悠もショコラティエの端はしくれなのだ。

「じゃあ冬馬くん、今度俺のショコラも持ってくるから食べてみてよ」

　強気で切り返した悠に、冬馬は面めん食くらった顔をした。冬馬は悠が隆一の華はな々ばなしい活かつ躍やくに臆おくすると思っていたのだろう。

「なんかあんたって見た目と違ちがう」

「そうかな？　てか隆一もすごいけど、冬馬くんだってすごいだろ。新進気き鋭えいのデザイナーだって、隆一が言ってたよ」

　冬馬は鼻を高くした。

「まあね。でも俺はひいじいちゃんがフランス人で有名なデザイナーだったから、自分の力だけで成功した隆一とは違うよ。あ、でも隆一の両親は、サロン・デュ・ショコラの前夜祭には来るかもね」

「え？」

「隆一の実家って、世界的なお菓子の会社だろ。だから毎年サロン・デュ・ショコラに協賛してるんだよ」

　それは何も驚おどろくことじゃなかった。

　けれどなんだか胸がざわついてしまう。

　昨日隆一から、両親と不仲だと聞かされたばかりだからだ。

「そうなんだ……」

　そもそも不仲って、どれくらい悪いのだろう。普ふ通つうに顔を合わせたりはするのだろうか。

　悠は父ととても仲がよかったから、想像すらつかなかった。

「俺、隆一の両親って会ったことないんだよな。遭そう遇ぐうするかはわからないけど、ちょっとドキドキするな」

　悠は首を傾かしげた。

「え？　冬馬くんって隆一の幼なじみなんだよね？」

「そうだよ。でも隆一はおばあちゃんが亡なくなるまで、ずっとフランスでおばあちゃんとふたり暮らしだったからね」

「……え？」

　それは一体どういうことなのだろう。両親も弟もいるのに、隆一だけ離はなれて暮らしていた理由がわからなかった。

「もしかしてあんた、そんなことも知らなかったのか？」

　冬馬は勝ち誇ほこったような顔をした。

　悠はそれにももやもやしてしまう。

「楽しそうですね。なんの話をしてるんですか？」

「隆一！」

　隆一が電話を終えて戻もどってくると、冬馬はすぐに飛びついた。

　ついさっき、ふたりはチョコレートの使い方について揉もめていたのに、冬馬の機き嫌げんはすっかり直っている。隆一も特に気にした様子もない。

　ふたりの仲のよさを垣かい間ま見みた気がした。

「先せん輩ぱい？」

　思わず釘くぎ付づけになっていると、隆一は怪け訝げんな顔をした。悠は慌あわててそっぽを向く。

　悠と隆一はただの先輩と後輩で、ライバルで、それだけだ。プライベートを晒さらし合うような特別な関係じゃない。

　でも悠は家族のことも、心の中も、全部隆一に見せた。

　それなのに隆一が何も見せてくれないのは、不公平じゃないのか。

　悠だって、隆一のことが知りたかった。










　それからアトリエを訪おとずれるたび、冬馬は悠に隆一の話をした。

「俺、フランス生まれなんだけど、子どもの頃はめっちゃ控ひかえめな性格だったから、周りに全然馴な染じめなかったんだよ。でも隆一に出会って、こんなふうに素す敵てきに変えてもらったんだ」

「へ、へえ……」

　素敵かどうかはわからないけれど、この冬馬の性格は隆一仕込みらしかった。とにかく冬馬は、今の自分があるのは隆一のおかげだと、隆一に心しん酔すいしている。

「隆一のおばあちゃんも、俺のことを本当の孫みたいにかわいがってくれたんだよな」

「おばあちゃん？」

　悠は試作の手を止めて、冬馬を振ふり向いた。

　隆一の家族の話になると、つい敏びん感かんに反応してしまう。

「うんそう。隆一のおばあちゃんは、料理上手で優やさしかったなあ。でも隆一の家って、ちょっと複雑だろ？」

「……複雑って？」

「知りたい？」

　悠がすぐさま頷うなずくと、冬馬は生き生きとした顔になる。

「教えてやらなーい。隆一もただの尻要員には知られたくないかもしれないし。ま、俺は隆一のこと、なんでも知ってるけどね」

　冬馬は露ろ骨こつに挑ちよう発はつしてきた。悠はむっとする。

　けれど別に冬馬から聞かなくても、隆一に直接訊きけばいいだけのことだ。

　隆一はそれくらい、悠にもすぐに答えてくれる。

　冬馬がもったいぶっているだけで、きっとそこまでたいした話でもないはずだ。

　けれど訊こうにも、このところ隆一とすれ違いになっていた。試作のことで相談したいのもあるけれど、悠も自分の店があり、なかなか多た忙ぼうな隆一と予定を合わせづらい。

「てかちょっと待って。それ何？」

　冬馬は悠の手て許もとをのぞき込み、声を引き攣つらせた。

　悠はチョコレートドレスのフリルのパーツを試作しているところだった。

「え？　フリルだけど……」

「はあ？　そんなにごついフリル、ありえないんだけど」

「……そうだよね」

　実は悠もその厚みは気になっていた。

　冬馬がデザインしたフリルは、チョコレートをかなり細かく波打たせないと作れない。けれど軽かろやかな生き地じとは違い、チョコレートは硬かたい。それなりに厚みを出さないと、制作過程で簡単に割れてしまう。

「ドレスのパーツをモデルが剝はぎ取るって提案したのはハルカだろ。そんなにごついフリルで二重にしたら、重さが五十キロを超こえて、着られなくなる」

　ドレスが着られないなんて、チョコレートが食べられないくらいありえないことだ。悠のアイデアを採用してもらうためにも、絶対に改善しなければいけない。

「もう一回、最初から作るよ」

「頼たのんだよ？　俺のデザイン、壊こわすなよな」

　冬馬は悠に釘くぎを刺さし、一階のブティックに下りていった。

　悠は焦しよう燥そう感に苛さいなまれた。なんだか最近、仕事がうまくいかない。

　その原因はチョコレートの性質以上に、悠の心の中にあった。

　冬馬の挑発に乗らないようにしているつもりでも、悠は隆一のことばかり考えている。

　ショーの仕事は普ふ段だんの仕事とは違って、学ぶことがたくさんある。隆一からも冬馬からもいい刺し激げきを受ける。

　悠はそれに感謝しているし、この仕事を引き受けたことを後こう悔かいしているわけでは、決してない。

　でも今は何をしていても隆一のことが頭にちらついてしかたがなかった。










　翌週、いつものように自店を閉めてから冬馬のアトリエに行くと、隆一がいた。

　隆一に会うのは三週間ぶりだった。

　悠は妙みような気まずさを感じてしまう。

「あ、ハルカ、いいところに来た！　見ろよこれ！」

　冬馬が手招きしてきて、悠は歩み寄った。

　するとそこには、チョコレートで作ったドレスのフリルがあった。

　先日悠が難なん渋じゆうしていたパーツだ。まるで本物の布のようで、悠は目を奪うばわれてしまう。

「これ、隆一が作ったの？」

「はい」

　隆一は事もなげに頷いた。

「やっぱり隆一はすごいよな。ハルカが手こずってたフリル、一発で作っちゃうんだからな。このギャザーの寄せ方とか、もうチョコレートじゃないし、洋服のラインをすごくきれいに見せてくれる。ファッションとしても、俺のデザインを最高に表現してくれてる。やっぱり隆一は違ちがうよ」

　冬馬の言うとおり、隆一が試作したパーツはチョコレートを超えていた。隆一の美的センスと高い技術に、悠は感服させられてしまう。

　隆一ほどショコラを自由自在に操あやつり、魔ま法ほうみたいに輝かがやかせるショコラティエは、世界中を探してもそうそう見つからないだろう。

　認めたくはないけれど、悠はまだまだ隆一に敵かなわないことを痛感させられた。

　どんな分野でも、天才型と努力型がある。隆一は間違いなく前者だ。後者の悠は、身を砕くだくほどの努力をしなければ追いつけない。

　だからこそ悠はこの仕事を引き受けたのだ。隆一から教われることは全部、自分の血肉にするつもりでここにいる。

　ただへこんでいるだけじゃ、前には進めない。嫉しつ妬とするだけなのは、もうやめたのだ。

「……隆一、俺にその作り方、教えてほしい」

　悠は隆一を見上げた。

　悠のまっすぐな眼まな差ざしに、隆一は面めん食くらった顔をする。まさか悠がそんなことを言ってくるなんて思ってもみなかったのだろう。以前の悠からは、きっと想像もつかないことだ。

　けれど悠はもう隆一の前で、虚きよ勢せいは張らない。それでいいと隆一は言ってくれたのだ。「どんな先輩も受け入れる」とはそういう意味のはずだ。

　それが正しい証しよう拠こに、隆一はうれしそうに微笑ほほえんで、テンパリングを始める。

「ではこっちに来てください。最初からやりましょう」

　悠は一心に隆一の魔法の手を見つめた。










「お先に失礼します」

　悠は二十四時になる前に、アトリエを出た。

　するとそれを、隆一が追ってくる。

「先輩、今日は車ですか」

「うん？」

「じゃあ俺を送ってくれませんか。今日、テレビ局で収録と取材があったので、タクシーで来たんです」

「いいけど……」

　そういえば、今夜の隆一はその仕事の都合か、めずらしくスーツ姿だ。コックコートじゃない隆一は、ちょっと新しん鮮せんだった。

　隆一は背が高くて手足が長いから、スーツも映はえる。ほどよく厚みのある胸むな板いたも、さらにそれを引き立てている。

　つい見入っていると、隆一はニヤニヤ笑った。

「何みとれてるんですか」

「は!?　スーツめずらしいと思っただけだけど！」

「ああ。これ、『アンダール』のスーツなんですよ」

「……ふうん」

『アンダール』──冬馬のブランドだ。

　なんとなく、気に入らない。

　悠は隆一を助手席に乗せ、発車した。

「そういえば先せん輩ぱいの運転は初めてですね」

「そうだっけ？　お前んち、ここから近かったよな？」

「はい。でも少し寄りたいところがあるんですけどいいですか」

「うん。どこ？」

「カーナビに入れますね」

　隆一はカーナビに目的地を入力した。悠はただそれに従って車を走らせる。

　……走り続けること一時間。

　さすがにおかしいと思ったとき、街灯もひとけもない場所で、カーナビが告げてくる。

『目的地周辺デス。案内ヲ終しゆう了りようシマス』

「……え？　ここどこ？」

　悠は慌あわてた。

　けれど隆一は戸と惑まどうどころか、愉ゆ快かいげに声を弾はずませる。

「なんて気の利きくカーナビなんでしょう」

「あ！　お前テキトーに入力したな！」

　ありえない。真夜中にふざけるのも大たい概がいにしろ！

　勢いよく顔を向けると、思いがけず真しん剣けんな目が悠を射い貫ぬいてきた。

「最近、先輩とあまり話せていなかったから」

「え……？」

「仕事はどうですか。冬馬とはうまくいっていますか」

「……っ」

　優やさしい声に、心臓がぎゅっと引き絞しぼられたように痛くなる。

　……ああ、隆一には全部ばれている。

　悠はずっと隆一と話したかった。

　冬馬ではなく、隆一に訊ききたいことがたくさんあった。

　隆一はそれを察し、からかうふりをして、悠を誘さそい出してくれたのだ。

　さりげない気き遣づかいに、本音が溢あふれてしまう。

「……俺は本当に、今回のショーに関かかわれてうれしい。……でも、ちゃんと役に立ってるのかな？　今日だって俺が引き受けた試作を、隆一があっさり作っちゃったし……」

「先輩が手伝ってくれて、俺はとても助かっていますよ。俺が来られなかった間にたくさん試作してくれていたでしょう？　おかげで俺の作業がはかどっています」

「ほんと……？」

「はい」

　隆一の言葉で、泣きたくなるくらい胸が震ふるえた。強がらず、弱音を吐はけ、それを受け止めてもらえることが幸せだった。

　こういうときの隆一は、誰だれよりも悠を満たしてくれる。

「……隆一って、意外と優しい」

　呟つぶやくと、隆一は面食らった顔をした。

　決して直ちよく截せつ的な言葉は使わないけれど、隆一は悠がつらいとき、いつもそばにいてくれる気がした。

　自己中心的な隆一のイメージとは正反対なのに、違い和わ感かんがないのはどうしてだろう。

　こっちが本当の隆一のような気がするのは、悠がおかしいのだろうか。

「優しい、ですか」

　隆一はまっすぐに悠を見た。

　その瞳ひとみがあまりにも澄すんでいて、悠はドキッとする。

「う、うん？」

「……昔、俺に同じことを言った人が、ひとりだけいますよ」

「え？」

　それは誰のことだろう。

　ドクドクと、心臓が嫌いやな感じに高鳴る。

　急に隆一のきれいな瞳が、悠を見ているのに見ていない気がした。

「それって、誰……？　その人は隆一の──」

「──でも俺は先輩に、タダで優しくしないです」

　隆一は悠を遮さえぎるように、声を低くした。これ以上は踏ふみ込ませないという、強い拒きよ絶ぜつを感じた。

　それはまるで、隆一の部屋で家族のことに触れたときと同じだった。

　たった一いつ瞬しゆんで、悠は隆一がわからなくなってしまう。

「隆一……？」

「優しくしてあげたお礼をしてください」

　隆一は悠の腕うでを摑つかみ、助手席に引っ張った。強い力に悠の腰こしが浮うき、背後に隆一の手が回ってくる。

「何するんだよ……？」

「お礼に先輩のかわいい尻しりを愛めでさせてもらうんですよ」

「な……！」

　話をごまかすようにそんなことをしてくる隆一に腹が立った。

　真ま面じ目めに話したいのに、ふざけないでほしかった。

「お前、俺を舐なめてるのか？　いつも尻尻って、お前の目的は俺の尻だけかよ！」

「尻だけだなんて思ったことはありませんよ。俺、前に訊きましたよね。俺がこんなにも先輩にかまう理由がわからないんですか、って」

「そんなの知るか！」

　そんな話は今していない。なんの関係もない。

　悠は隆一を睨にらみつけた。

　隆一はゆっくりと、悠の尻から手を離はなす。

「どうやら今夜の先輩は機き嫌げんが悪いようですね。お礼はまた今度でいいです。もう遅おそいので帰りましょうか」

「はぐらかすなよ！　お前は俺に何も話してくれないのかよっ？　冬馬くんはお前のこと、なんでも知ってるのに！」

　声を荒あららげると、悠の必死さとは裏腹に、隆一は呆あきれたようにため息をついた。

「先輩と冬馬は違ちがうでしょう」

「……！」

　それは悠より冬馬のほうが、隆一と親密な関係だということだろうか。

　ただの先輩でしかない悠には、わざわざ話す必要はないと言われた気がした。

　悠が本気で訊けば、隆一はなんでも答えてくれると思っていた。けれどそんなのは思い過ごしだったのだ。

　悠はこんなにも隆一のことばかり考えているのに、隆一は悠をなんとも思っていない。

　それが痛いくらいに伝わってくる。

　悔くやしくて、たまらなくて、激情に駆かられてしまう。

「……っう」

　悠は隆一のネクタイを引っ張って、自分からキスした。

　隆一は目を見開いたまま固まっている。悠はかまわずに強く唇くちびるを押しつけた。

「ん……、ん……っ」

　もうなんでもいいから、力ずくでも隆一を暴あばきたいという欲よつ求きゆうが突つき上げていた。

　こうして触ふれ合うことで何かを知れるなら、それでもいいと思った。

　ばかなことをしている自覚はある。

　でも止まらなかった。

「いきなりどうしたんですか？」

　悠は席を立ち、困こん惑わくする隆一の膝ひざを跨またいだ。

　隆一の背中をシートに押しつけて、もう一度口づける。

「んっ……」　>>>♥

　隆一はすぐに唇を離し、悠の顔をのぞき込んできた。

「先せん輩ぱい、自分が何をしているのか、ちゃんとわかってるんですね？」

「わかってる……！」

　声を荒らげると、隆一は悠の唇を舌先で舐めてきた。唇のあわいから、滑すべり込むように舌を入れてくる。

　狭せまい車内で向かい合わせに抱だき寄せられて、舌の根が痺しびれるくらい、きつく吸われた。

「ん、んうっ……」

「俺、据すえ膳ぜんはいただきますよ」

　深い角度でキスを繰くり返しながら、隆一は指先で悠の背骨をゆっくりとたどった。尾びてい骨まで来ると、手のひらで包み込むように双そう丘きゆうを揉もむ。

「あ、嫌だっ……」

「キスはいいけど、尻はだめなんですか？」

　隆一は可お笑かしそうに笑った。至近距きよ離りで悠を見つめ、長い指で髪かみを梳すいてくる。悠はゾクゾクした。

「だめ……」

　今夜は絶対に尻を触さわらせたくなかった。戯たわむれじゃなく、本気で向き合ってほしかった。

　悠は隆一のネクタイに手をかけて、無言でほどく。

　紐ひも状になったそれで、隆一の手首を束ねてきつく縛しばった。

　隆一は悠がすることを楽しそうに眺ながめている。

「俺を縛って、何するんですか？」

「黙だまって見てろ……！」

　悠は隆一に跨またがったまま、隆一のスラックスに手をかけた。前を寛くつろげ、ペニスを取り出す。それはまだ兆きざしていなかった。それでも長大なそれは、隆一の端たん整せいな容姿からは想像もできない生々しさだ。露ろ骨こつに男を感じさせられる。

「……」

「相変わらずのガン見ですか」

　隆一はクスクス笑った。

「う、うるさい！」

　襲おそわれているのに余よ裕ゆうたっぷりな隆一の態度が、悠の神経を逆さか撫なでした。

　ペニスを両手で握にぎると、薄うすい皮ひ膚ふがしっとりと張りついてくる。

　当たり前だけれど、自分以外のものを触ったのは初めてだった。同じもののはずなのに、太い弾だん力りよくや表面の柔やわらかさ、芯しんの硬かたさは全く違う。それを意識すると頭がクラクラしてきて、悠は無心でひたすら扱しごいた。

　けれど隆一は可笑しそうに笑うだけだ。

「先輩、痛いです」

「くそ、笑うな、勃たてよっ」

　隆一を導くのが、こんなに難しいとは思わなかった。

「ならもっとキスしてください」

　求められ、悠は隆一の唇に嚙かみついた。隆一は手首を縛られたまま、長い腕の輪を悠の肩かたにかけてくる。後頭部を押さえつけられ、舌を絡からめられる。

「んう、ぅっ……」

　悠の手の中で、隆一のペニスが張り詰つめてきた。それはどんどん容積を増して、すぐに両手いっぱいになる。

　ゆっくりと手をスライドさせると、太い血管の脈動を感じた。

　悠はほっとする。よかった。ちゃんと勃ぼつ起きした。

　隆一は腰を引き寄せて、悠のベルトループに器用に指をかけた。バックサイドの真ん中のそれを、ぐいと上げてくる。パンツの縫ぬい目が股こ間かんに食い込んで、悠はとっさに隆一の胸にしがみついてしまう。

「っぅ、ん……ッ」

　隆一はさらに、尻の割れ目を膝で押し上げてきた。

「あ、やめっ……、尻は触るなって言ってっ……」

「触ってないですよ」

「足で触ってるっ」

「足でもだめなんですか？」

「当たり前だっ」

　悠が暴れると、隆一はやっと擦こするのをやめてくれた。

　けれど悠の耳じ朶だを嚙み、淫みだらな誘ゆう惑わくを吹ふき込んでくる。

「じゃあ先輩、パンツ脱ぬぎましょうか」

「……っ」

　のし掛かかっている悠は隆一と体が密着していて、悠も昂たかぶっていることを、とっくに気づかれていたようだった。

「……ん……っ」

　悠は覚おぼ束つかない手つきで下だけ脱いだ。

　体がみるみる火ほ照てってくる。

「すごいですね。そんなに大きくなっていたら、つらかったでしょう？」

「そ、んなこと……」

　隆一は胸の高さから、悠の先せん端たんに息を吹きかけた。空気がふわりと揺ゆれただけで、小穴がぱくぱくと口を開き、透とう明めいな液が溢あふれ出てくる。

「あっ、うぁっ」

「先輩のは粘ねん膜まくが薄いから、こうされるだけでもたまらないでしょう？」

「や、やだ……やだ……」

　悠は首を左右に振ふった。

　逃にげ場のないスペースで体をくねらせると、ふたりの屹きつ立りつはじかに触れ合ってしまう。

　悠はぶるっと震ふるえた。

「ひぁ……っ」

「先輩、一いつ緒しよに握ってください」

　隆一は甘い声で囁ささやいた。

　悠はそっと、ふたりのそれを両手で包む。

「……あ、あ……」

　ぴったりと粘膜が触れ合う生々しい感覚は、悠には強きよう烈れつだった。けれど抗あらがえないほど気持ちがよかった。

　悠は我を忘れて、ペニスを擦り合わせる。

「あ、ん、んんっ」

　どちらのものかわからない先走りがねっとりと纏まとわりついて、悠が手を動かすたびにグチュグチュと淫らな水音がした。

　隆一が熱くて、眩暈めまいがしてくる。指の輪からのぞく隆一の大きな亀き頭とうが、悠のペニスを押し上げるように怒ど張ちようしている。凄すさまじい快感が突き上げてきた。

「あ、あぁ……っ」

　隆一は色っぽい顔で眉まゆ根ねを寄せると、いきなり悠を膝に乗せたまま、下から腰こしを突き上げてきた。悠の体は上下に揺すられて、隆一の張り出した箇か所しよで裏側を抉えぐられる。

　仰のけ反ると、隆一は前のめりになってペニスを押しつけてきた。

「ひぁっ、や、やめっ、俺いく、いくっ……」

「俺を縛っておいて、先輩が先にイってどうするんですか」

　挑ちよう発はつしてくる隆一に、悠は涙なみだ目めを向けた。

「そんなこと言われたって、もっ」

「俺の手をほどいてください。一緒にイきましょう」

「……っ」

　悠は葛かつ藤とうした。でも自分だけ先にいくよりはまだ救われる気がした。

「手をほどいても、尻しりは触らないっ……？」

「触りません。約束します」

「……」

　悠は隆一の手を自由にした。

　すると隆一はにやりと笑って、ほどいたばかりのネクタイで、悠の根ね許もとを縛り上げてくる。

「な、何するっ」

「こうしておかないと、先輩先にイっちゃうでしょう？」

「……！」

　悠はわなないた。

　隆一は指先で悠の先端をくすぐって、嗜し虐ぎやく的てきな笑えみを浮うかべる。

「俺の手は気持ちいいですか」

「あ、うっ、隆一のばかっ、変態っ」

　責め苦を受け、悠は震え上がった。括くびれに巻きつく長い指は、痛みに似た快感を与あたえてくる。

　隆一は縛いましめた悠のものと自分のものをひとまとめに握り込んだ。

「ひっ、う、あぁっ」

　悠がするのとはまるで違ちがう激しさで昂ぶりを扱かれる。隆一は悠の先端から溢れ出す先走りを己おのれの熱棒に塗ぬりつけた。ものすごい速度と力強さで擦られるたびにそれが泡あわ立だって、悠は頭がおかしくなりそうになる。

「りゅうっ、隆一……っ」

　名前を呼ぶと、隆一は荒あらっぽいキスをした。目を閉じられずにいると、劣れつ情じようを滾たぎらせた強い男の目に射い貫ぬかれる。

「ん、ふっ……、んん……っ」

　唾だ液えきを交かわし合うような濃のう厚こうな口づけをされ、悠はとろけてしまいそうだった。

「あっ、あぁっ、りゅういち、も、……うぁっ」

　硬く張り詰めた隆一の熱ねつ塊かいが大きく跳はねた。隆一は悠を縛めているネクタイに手をかける。

　シルクが滑すべり、それがほどけるのと同時に、悠の先端から濃こい粘ねん液えきが噴ふき出した。

「あ、ああ……っ」

　痙けい攣れんする悠を押さえ込み、あとを追うように隆一も上り詰める。白はく濁だくを迸ほとばしらせながら、貪むさぼるように唇くちびるを吸われた。ふたりの腹はしとどに濡ぬれる。

　悠は隆一の胸に倒たおれ込んだ。頭の中は、隆一のことだけでいっぱいだった。

「……」

　悠は気づいた。

　ずっともやもやしていた理由も、激情に駆かられた理由も簡単だ。

　隆一のことが好きだからだ。

　それは特別な好きだった。

　だから隆一の、誰だれも知らない顔が見たかった。

　気持ちを自覚し、泣きたくなるような切なさを感じていると、隆一はそんな悠とは裏腹に、涼すずしい顔で後始末を始めた。

　言葉を失う悠に、甘い雰ふん囲い気きなんて感じさせない様子で微笑ほほえんでくる。

「とても愉たのしかったです」

　ただ性せい欲よく処理をし合ったあとのような冷静さだった。
















「悠さん、今日もこれからドレス作りのお手伝いですか？」

『オリハラ』の閉店後、いつものように車に向かう悠に従業員が声をかけてきた。

　頷うなずくと、彼女は興味津しん々しんで問いかけてくる。

「サロン・デュ・ショコラまで、あと三ヶ月ですよね。だいぶ完成が見えてきました？」

「……う、うーん……。見えたような、見えないような……？」

　なんですかそれ、と彼女は苦笑いした。

　チョコレートドレスの制作は、滞とどこおりなく進行している。けれど煮にえ切らない返事をしてしまったのは、悠の心に靄もやがかかっているせいだ。

　三日前、勢いで隆一に迫せまってしまってからというもの、後こう悔かいが途と切ぎれることはない。隆一への気持ちを自覚したことで、むなしさも押し寄せていた。

　結局あの行こう為いで隆一を知ることはできなかった。

　それどころか、無理やり気持ちを探さぐろうとしたせいで、もっと遠くなった気がした。

　当たり前だ。恋こい人びと同士じゃないのにあんなことをしても、わかり合えることは何もない。隆一は完全に、あの行為を遊びだと捉とらえた。本当にばかなことをした。

　悠は重い気持ちで、冬馬のアトリエに向かう。

「お疲つかれ様……」

「あ、ハルカお疲れー」

　冬馬は今日も元気だった。こう見えても今最も注目されている若手デザイナーのひとりである冬馬は、チョコレート・ファッションショー以外にもたくさんの仕事を同時進行している。けれど疲れた顔を、悠は一度も見たことがない。

　悠は冬馬にも後ろめたさを感じた。いくら何度も挑発されたからって、悠もむきになりすぎていた気がする。

「……今日、隆一は？」

　周囲を見回しながら訊きくと、冬馬はパターンを引きながら答える。

「今日は来られないって」

「そっか……」

　悠はちょっとほっとした。いつまでも逃げ回っていられないのはわかっているけれど、できることならまだしばらくは隆一の顔を見たくない。隆一はなんとも思っていないだろうけれど、悠はどう接していいかわからなかった。普ふ通つうにしていられる自信がない。

　言葉少なく仕事に取りかかろうとすると、冬馬は眉まゆをひそめた。

「なんかハルカ、今日おとなしくない？」

「え？　そんなことないと思うけど……」

「なんだよ？　この間俺がイジワルしたからか？　ハルカの前で隆一を褒ほめちぎったの、怒おこってるのかよ？」

　冬馬は先日、悠がうまく作れなかったドレスのフリルを、隆一が一発で完成させたときのことを言っているらしかった。

「怒ってないよ。そりゃあ悔くやしかったけど……、完全に俺の実力不足だし。それにもう隆一に教わったから、今度はちゃんと作れるよ」

「……」

　冬馬は口ごもった。もしかして、ずっと気にしていたのだろうか。

　悠はつい頰ほおが緩ゆるんでしまった。

　冬馬は勝ち気に見えて、意外と心しん配ぱい性しようなのかもしれない。

「気き遣づかってくれてありがとう」

　お礼を言うと、冬馬はもじもじした。

「別に、気遣ってなんかないけど。でもあのとき、俺はちょっとあんたのことを見直したんだ。あんた顔を潰つぶされて、逆上してもおかしくなかったのに、すぐに隆一に教わろうとしただろ。素す直なおに学ぼうとする奴やつはどんどん成長していくって、俺は思ってるから」

　悠はぱちぱちと瞬まばたきをした。本当に冬馬は、年下だとは思えない生意気さだ。隆一仕込みの性格だけある。でも冬馬の言葉で、悠は自分がちゃんと変われたのだと実感できた。

　……隆一が変えてくれた。

　それは何よりもかけがえのない成長だった。

「……それに、あんたが作るショコラはおいしいし」

「え？」

　冬馬はプイッと顔を背そむけた。けれどその耳の先が赤い。

　悠は啞あ然ぜんとする。

「え……もしかして冬馬くんってツンデレ……？」

　ショーの仕事を手伝い始めて間もない頃ころ、悠は冬馬に『オリハラ』のボンボンショコラのボックスを手て渡わたした。けれどそのとき、冬馬はなんの感想も言ってくれなかったのだ。まさか今頃になっておいしいと言ってもらえるとは思っていなかった。

　冬馬はなかなか心を許してくれないけれど、打ち解けるとかわいいタイプなのかもしれない。こういう一面があるから、隆一も冬馬をかわいがっているのかもしれなかった。

　思いがけない事実に直面していると、アトリエのドアが開いて隆一が入ってきた。

「すみません、遅おそくなりました」

　隆一はまっすぐに、悠がいるチョコレートの作業台に向かってくる。

「隆一、今日は来られなかったんじゃ……」

「予定を繰くり上げられたので来ました。ほかのスタッフや冬馬や先輩が、遅くまでがんばっているのに、俺が休んでいられませんから」

「……」

　悠はやっぱり、隆一のこういうところが好きだと思った。

　どんなに忙いそがしくても、隆一はショコラに関することは絶対に手を抜かない。いつだってショコラに向き合う姿は誠実で、まぶしいほどだった。

　そばにいると、悠も同じくらい輝かがやきたいと思う。

　隆一のように、全力でこの仕事を楽しみたいと思う。

「やっぱり隆一は、すごいね……」

　悠のモチベーションまで高めてくれる。

　隆一は微笑んで、悠に思いがけない提案をしてくる。

「先せん輩ぱい、ショーでモデルが剝はぎ取るドレスのパーツですが、先輩が作りませんか？」

「え？」

「試作でなく、本番品を」

　悠は目を見開いた。

「やる！　やりたい！　作りたい！」

　迷うことなく意い欲よくに燃える悠に、隆一は満足そうな顔をした。

　悠は慌あわてて冬馬を振ふり返る。

「冬馬くんもそれでいいのっ？」

「……俺がだめって言ってること、隆一が勝手に進めるはずないし」

　冬馬も了りよう承しようしてくれていることを知り、悠はその場で飛び上がった。

　どうしよう、うれしい。くよくよ落ち込んでいる場合じゃない。

　今回の仕事は、悠が持っている絶対味覚という能力を活いかすものではないと思っていた。

　けれど隆一と冬馬が、悠に重要な役割を与あたえてくれた。

　今悠がすべきことは、それに全力で取り組むことだ。

　悠はショーの仕事に没ぼつ頭とうした。










　あっという間に九月になり、作業は大おお詰づめに入った。

　チョコレートドレスの制作は、固める時間が必要なので、約一ヶ月かかる。日本で作り上げたものをフランスに持っていくため、スタッフ総出で連日の徹てつ夜やが続いた。

　十月の中ちゆう旬じゆんになると、『オリハラ』は一週間の臨時休業を取り、悠は日本を発たった。

　パリのシャルル・ド・ゴール国際空港に着くと、先に現地入りしていた隆一が迎むかえに来てくれる。

「お疲れ様です。ここから市内までタクシーで一時間くらいかかりますけど、大だい丈じよう夫ぶですか」

　長ちよう距きよ離りのフライト疲づかれを心配してくれる隆一に、悠は笑え顔がおを向けた。

「うん、大丈夫」

　数日前、悠がパリの宿しゆく泊はく先を探していると、隆一が「うちに来ませんか」と誘さそってくれた。

　パリの16区に隆一が子どもの頃に住んでいた家があり、隆一もパリにいるときは、いつもそこに泊とまっているという。

　悠は最初、ためらった。

　隆一への気持ちを自覚してから三ヶ月、悠は隆一と仕事以外の接せつ触しよくをしていなかったからだ。ふたりきりになれば、自分がどうなるのかわからなかった。

　けれどフランスは訪おとずれたこともなく、隆一の誘いは素直にありがたかった。

　だから悠は結局、隆一の好意に甘えることにしたのだ。

　それに悠は単純に、隆一の育った家が見たかった。

　祖母とふたり暮らしだったという家はどんなだろう。何か隆一の面おも影かげは残っているだろうか。想像するだけでドキドキした。

　けれどその前に、悠はもう一ヶ所行っておきたいところがあった。

「俺、隆一のショコラトリーに寄りたいんだけどいい？」

「もちろんいいですよ」

　隆一はタクシーの運転手に、フランス語で行き先を告げた。

　パリ７区にある隆一のショコラトリーは、その日も外まで行列ができていた。とても突とつ破ぱできそうもなかったので、隆一は裏口から案内してくれる。

「まずはここを任せている、フランス人のショコラティエを紹しよう介かいします」

　厨ちゆう房ぼうに入ると、真っ先にコックコート姿の大おお柄がらな男性が近づいてきた。

「リュー！」

　どうやら彼がここの責任者らしい。

　悠は彼と握あく手しゆしながら、フランス語で自己紹しよう介かいする。

「Enchanté. Je m'appelle Haruka Orihara.」

　従業員のみんなに手みやげを渡わたすと、喜んで受け取ってくれた。どうやら歓かん迎げいしてもらえたようだ。

　隆一が彼らとフランス語で親しげに会話する姿はなんだかかっこよく、ついみとれてしまう。

　ここで隆一が信しん頼らい関係を築いていることがひしひしと伝わってきて、うれしくなった。

「先輩、サロンで何か食べて行きますか」

　悠は頷うなずいた。せっかくだし、お茶をしていくことにした。

　サロン・ド・テに案内してもらい、隆一と向かい合って座る。注文したものが運ばれてくるまで、悠はそこから店内を見み渡わたした。

　パリ店は空間を贅ぜい沢たくに使い、中央にショーケースが配置されていた。華か麗れいでクラシカルな内装は、パリ独特の雰ふん囲い気きがある。

　ヴァンドゥーズは様々な国の人がいるけれど、日本人はおらず、会話は全すべてフランス語が使われているようだった。

　悠は国際色豊かなこの店の全てに、世界を股またにかけて仕事するということのすごさを感じた。

　今目の前にいる男は、悠が思っているよりももっとずっと、すごい男なのかもしれない。

「やっぱり、隆一は格が違ちがうかも……」

　ぽつりと漏もらすと、隆一は笑う。

「今さらなんですか？」

「だってパリにこんな立派な店を構えて成功してる日本人なんて、そうそういないだろ」

「それでもこれが俺の当たり前ですから」

「あ、出た、自信過か剰じよう」

　せっかく褒ほめてやったのに、謙けん遜そんのひとつもしない隆一に、悠は苦笑いした。

　けれど隆一は、なぜかいきなり真しん剣けんな面おも持もちになる。

「いいえ。俺はもっともっと、やらなければいけないんです」

「……？」

　それは隆一が悠とは違い、たくさんの従業員を抱かかえているからだろうか。確かに隆一はトップとして、彼らの生活を守る責任がある。

　けれど隆一の口調には、何かそれとは違うものを感じた。

　もっと、露ろ骨こつな気負いみたいなものだ。

　険しい顔つきでどこかを見つめる隆一に釘くぎ付づけになっていると、ショコラと紅茶が運ばれてきた。

　隆一はすぐに微笑ほほえんで、ショコラの説明をしてくれる。

「これはパリ店限定のボンボンショコラで、センターは洋よう梨なしのリキュールとヴァニラのガナッシュです」

　初めて食べる味の隆一のショコラだ。

　悠はわくわくしながら口に運ぶ。

「……おいしい」

　優やさしく上品な洋梨のリキュールが、カカオ分の割合が多めのノワールの酸味を引き立てていた。濃のう厚こうなヴァニラの香かおりがカカオのアロマと相まって、心地ここちよい余よ韻いんがあとを引く。本物の味わいが味み蕾らいに刻み込まれていくようだった。

　やっぱり隆一のショコラには、特別な何かがある。

　酔よいしれていると、隆一は目をすがめた。

「今日はテイスティングしてくれないんですか？　俺、先輩にテイスティングしてもらうのが好きなんですけど」

「え、今隆一が説明してくれただろ。……カカオについては、エクアドル産のクリオロ種、ショコラ・ノワール、七十八パーセント」

「ありがとうございます。先輩の味覚は、相変わらず冴さえていますね」

　隆一はうれしそうに微笑んだ。飽あきるほど聞いたはずの悠のテイスティングで、そんなふうに無む邪じや気きに喜ばれるとなんだか面おも映はゆかった。

　そのあとは隆一のフランスの家に向かった。

　パリ16区──高級住宅街であるそのエリアには、高級アパルトマンが建ち並んでいた。

　隆一の家はその中でもめずらしい、縦長の窓が特とく徴ちよう的な、オスマニアン様式の白い石造りの戸建てで、庭も相当広かった。想像していた以上の豪ごう邸ていだ。

　最初に案内されたリビングには、見覚えのある暖だん炉ろがあった。

　悠はすぐにそれが、隆一の部屋にあった写真で、隆一と祖母の背後に写っていたものだと気づく。

　思わず見つめていると、隆一は悠が暖炉に興味を示していると思ったらしく、「それ、今は使ってないんですよ」と微笑んだ。

「あ……そうなんだ」

「はい。今パリでは大気汚お染せんの問題が深刻化していて、暖炉の使用が禁じられているんです」

「へえ……」

　でも暖炉があるこの光景は写真で見たままだ。悠はそのことに、隆一は子どもの頃ころ、確かにここにいたのだと実感できた。

「先せん輩ぱい、夕食は何が食べたいですか。今朝、マルシェでたくさん食材を仕入れてきたので、なんでも作れますよ」

「え、隆一が作ってくれるの？」

「はい。秋はジビエ料理が有名ですが、いかがですか」

「あー……、俺ジビエはちょっと」

「なら牛肉の赤ワイン煮にはどうですか。ワインを一本使って、牛肉を野菜やハーブと一いつ緒しよに煮込んだものです」

「うん、それが食べたい」

　メニューが決まると、隆一は早さつ速そくキッチンに向かった。

「先輩は荷物をほどいてきてくれていいですよ。二階に部屋を用意しています」

「あ、じゃあちょっと行ってくる。あとで料理、手伝うね」

　隆一が用意してくれた部屋は、広くて清潔感があって、きれいに片付いていた。

　スーツケースを広げると、悠は急にそわそわしてくる。

　今日から隆一と、ここで同じ屋根の下、一週間暮らす。

　その間にサロン・デュ・ショコラの前夜祭があって、本番が開かれる。

　仕事上でも目まぐるしい日々になることは間ま違ちがいなかった。










　隆一はショコラ以外の料理も手て際ぎわがよかった。

　悠はパンを切っただけで、夕食ができあがる。

　メインの牛肉の赤ワイン煮は、本格的な味だった。旨うまみのあるソースが極ごく上じようで、お肉はフォークで触ふれるだけでほろりと崩くずれた。

「めっちゃおいしい、俺これ大好き！」

「よかった。これは祖母直伝のレシピで、隠かくし味にチョコレートを入れてるんですよ」

　さりげなく祖母の話が飛び出してきて、悠はちょっと戸と惑まどった。

　隆一が祖母とふたり暮らしだったことは、冬馬からしか聞いていない。今までの隆一の態度からすると、あまり家族のことには踏ふみ込んではいけないような気がした。

　けれど隆一は、まるでそれが杞き憂ゆうだと言うように、リラックスした表情で祖母との思い出を語る。

「俺も祖母もこれが好きで、三日続いたこともありましたよ」

「……俺はこれだったら、一週間続いてもいいな。カレーの隠し味にチョコレートって聞いたことがあるけど、ほかの料理にも合うんだ」

　悠は隆一の様子を窺うかがいながら言葉を継ついだ。

「祖母はいろんな料理にチョコレートを取り入れていましたよ。──俺、祖母がショコラが大好きだったから、ショコラティエになったんです」

「え」

　意外な事実に、悠は目を丸くした。

　悠はずっと、どうして隆一がショコラティエを目指したのか不思議に思っていたのだ。

「そうだったんだ……」

「はい」

　隆一は頷いて、キッチンを見つめた。まるでそこに祖母がいるかのように、柔やわらかい笑みを浮うかべる。

「祖母は俺に、チョコレートの刻み方から教えてくれました。うまく均等に刻めるようになると、湯せん、テンパリング、ガナッシュ作り……、特別な知識を持っていたわけではありませんが、ふたりでよくショコラティエの真ま似ね事ごとをしていたんです」

　なんだか悠の目にも、幼い隆一と祖母がキッチンに立つ姿が見えてきた。

「なんかいいな、そういうの」

　きっととても幸せな時間だったのだろう。

　想像するだけで心が和なごんだ。

「はい。祖母が本当に楽しそうだったから、俺はどんどんショコラに興味を持っていきました」

「じゃあ、おばあちゃんに感謝しなきゃ」

　隆一がショコラティエになれたのは、祖母のおかげだ。

「そうですね。でも実は祖母のショコラ好きは、初はつ恋こいの相手がフランス人のショコラティエだったからというオチがあるんですけど」

「え、マジで」

　悠は苦く笑しようした。本当にきっかけなんてささいなものだ。

　隆一は急に、悪戯いたずらな子どもの表情になる。

「──あ、いけない。祖母の初恋の話は、ふたりだけの秘密でした。うっかり先輩に話してしまったので、祖母は今頃天国で怒おこっているかもしれません」

「──」

　悠は驚おどろきを隠せなかった。

　隆一の雰ふん囲い気きがまるで違う。饒じよう舌ぜつで穏おだやかで、生まれ育ったこの家が隆一を子どもの頃に引き戻もどしている気がした。

　隆一はほかにも、祖母との思い出をたくさん話してくれた。

　車の窓を割ったこと、部屋中に小麦粉をぶちまけたこと。

　隆一が壁かべにクレヨンを突つき立てて家を一周したら、祖母はとても怒って全部消すまで許してくれなかったこと。けれどキッチンの隅すみっこに描えがいた、祖母の似顔絵だけは消さずにいてくれたこと──。

　今はもう消えてしまっていたけれど、そういえば薄うっすらと、そのあたりの壁紙の色が違うような気がした。

「隆一って悪戯っ子だったんだ」

「はい。……でも祖母は俺が何をしても、いつも最後には優しい子だと言ってくれました」

「え……？」

　悠は目をぱちくりさせた。

　優しい？

　──昔、俺に同じことを言った人が、ひとりだけいますよ。

　以前悠が隆一を「優しい」と言ったとき、隆一はそんなふうにほかの誰だれかの存在を仄ほのめかした。

　あれは祖母のことだったのだ。激情に駆かられていた悠には想像もつかなかった。

　隆一の祖母と同じことを口にしていたという事実に、胸が熱くなる。

　……やっぱり、隆一は優やさしいんだ。

　祖母に隆一の素す顔がおが見えていなかったはずがない。

　悠がつらいとき、さりげなく寄り添そってくれる隆一が本当の姿なのだと知って、どうしようもなく心が揺ゆさぶられた。

　祖母はいつだって隆一を、深い愛情で包み込んでいた。

　それが隆一の言葉の端はし々ばしから、しみじみと伝わってくる。

　隆一はふと、我に返ったように真顔になった。

「ん……？」

「こんな話をしたのは、先輩が初めてです」

「……っ」

　まっすぐな眼まな差ざしで囁ささやかれれば、悠はもう正気ではいられなかった。心臓がバクバク跳はねて、喉のどが震ふるえて言葉が出てこなくなる。隆一への気持ちが溢あふれ出してくる。

　どうしよう。隆一がかわいい。

　優しい顔でなんでも話してくれる隆一が愛いとおしかった。

　やっぱり悠は、どうしようもなく隆一が好きだ。

　こんな隆一を見られるなんて、思ってもみなかった。フランスに来てよかったなと思う。

　その夜、悠は寝ねつけなかった。

　ベッドの中で、何度も何度も今日一日のことを反はん芻すうする。

「初めてって、初めて……？」

　誰も知らない隆一を知れたことが、うれしくてたまらなかった。










　翌日は朝から前夜祭の最終リハーサルだった。

　チョコレート・ファッションショーのリハーサルは、サロン・デュ・ショコラの会場となるポルト・ド・ヴェルサイユ見本市会場で行われる。念入りに本番の流れを追っていく様子を見ていると、当日がさらに楽しみになってくる。

　あっという間に前夜祭の日がやってきた。

「隆一、冬馬くん、じゃあ俺、観客席から見守ってるから」

「うん、楽しみにしてて」

　冬馬はモデルのフィッティングとスタイリングをしながら、屈くつ託たくのない笑顔を向けた。隆一も落ち着いた様子で、「最高のショーをお見せしますよ」と微笑ほほえむ。

　舞ぶ台たい慣れしている頼たのもしいふたりに、悠は安心して思いを託した。バックステージをあとにして、ランウェイがよく見み渡わたせる席に着く。

　──ショーでモデルが剝はぎ取るドレスのパーツですが、先輩が作りませんか？

　三ヶ月前、隆一からそう持ちかけられた悠は、ドレスに希少なキューバ産のカカオ豆を使うことを提案した。

　以前冬馬が、ショーはインパクト勝負だと言っていたからだ。

　キューバ産のカカオ豆を使用したショコラは、深い森のようなアロマがして、風味にもガツンと強い印象がある。また、大量生産されていないそれはあまり世の中に知られておらず、新しん鮮せんさもあった。

　見た目が美しいだけでなく、実際に食べられるドレスにする、という仕し掛かけをつけてくれた隆一に応こたえたくて、夢中で考えた案だった。

　一口で感動するおいしいショコラにするために、悠はやはり自分の信念である、豆のロースト時間とコンチングにこだわった。今回は単一産地のカカオ豆で挑いどむため、よりそれが重要だ。悠は自分の能力を最大限に活いかし、カカオの魅み力りよくを引き出した。

　そうして完成したドレスが、もうすぐみんなの前に姿を見せる。

　チョコレート・ファッションショーは序じよ盤ばんから圧巻だった。異い彩さいを放つ華はなやかなチョコレートのドレスに、会場は盛り上がる。

　ついに悠の熱い思いもこもった、隆一と冬馬がコラボしたドレスが登場した。

　モデルはまるで、柔らかくて肌はだ触ざわりのよいシルクを纏まとっているかのように、軽かろやかにランウェイを歩いてくる。隆一の高い技術と相まって、本物のドレスのようだった。

　冬馬のデザインは個性的でありながら品がよく、悠が引き出したカカオのナチュラルな色合いは艶つややかで美しかった。

　どこを取っても、見た目だけで他のドレスと一線を画している。

　けれど、このドレスはそれだけじゃない。

　モデルはランウェイの先に来ると、リハーサルどおりドレスのチョコレートを剝ぎ取った。そうしてそれを最前列の観客にプレゼントする。

　モデルがドレスのパーツをかじると、観客もおもしろそうに顔を見合わせながら、チョコレートを口に運んだ。

　その瞬しゆん間かん、驚きと感動が入り乱れた歓かん声せいが沸わき起こる。

　悠が思い描えがいたとおりのフィナーレだった。

　大成功だ。

　隆一と冬馬が、悠のアイデアを実現してくれたこと、それから悠に大切な役割を任せてくれたことに、思わず涙なみだぐんでしまう。

　そのドレスで会場が熱ねつ狂きようする光景は、きっと一生忘れないだろう。

　本当にすごかった。ずっと見てきた悠でさえ、大興奮した。

　最後にモデルを挟はさみ、隆一と冬馬がランウェイに現れる。その姿は堂々としていて、とても輝かがやかしかった。

「すごかった！　感動したよ！」

　ショーが終わると、悠はふたりに駆かけ寄った。

　先せん輩ぱいが手伝ってくれたおかげです、と悠にも花を持たせてくれる隆一に、悠は胸が熱くなる。少しでも力になれたのなら、本当によかった。すごく楽しい半年間だった。

　スタッフ全員で、喜びを分かち合う。

「てかなんか、全部終わったみたいな雰囲気出してるけど、隆一は明日あしたからが本番だからな」

　冬馬は隆一の尻しりを、バシッと叩たたいた。

　不意打ちで意い趣しゆ返がえしされた隆一は、不ふ愉ゆ快かいそうな顔になる。悠はそれが可お笑かしくて大笑いした。悠も今度隆一に尻を触さわられたら、そんなふうにやり返してやろうと思う。

　明日から五日間開かい催さいされるサロン・デュ・ショコラに、隆一は店を出す。

　また、その期間中にＣ．Ｃ．Ｃ．が発表するショコラアワードに、隆一はノミネートされている。

　隆一にとって、まさに勝負のときだ。けれど隆一は相変わらず余よ裕ゆうたっぷりに微笑ほほえんでいた。

　いつだって危なげない隆一は、安心して見ていられる。

　きっと今回も何があったってさらっとやり遂とげてしまうのだろう。

「隆一」

　みんなで大はしゃぎしていると、出し抜ぬけに隆一を呼ぶ低い声がした。

　とっさに振ふり向くと、そこには日本人と思われる、五十代くらいの男女が立っていた。

　隆一は彼らに気づいた途と端たん、表情を硬かたくする。

「……父さん、母さん」

　隆一の呟つぶやきに、悠は目を瞠みはった。

「え……？」

　このふたりが、隆一の両親……？

　そういえば以前冬馬が、前夜祭に隆一の両親が来るかもしれないと言っていた。けれどまさか顔を合わせることになるとは思ってもみなかった。

　隆一の父親は、隆一に威い圧あつ的な目を向けてくる。

「お前はいつまでショコラティエなんかやってるんだ」

「あなた、こんなところで」

　隆一の母親はすぐさま父親を諫いさめた。

　けれど父親はそれを振り切って、周りの目も気にせずに隆一を責め立てる。

「こんなところでなければ、こいつと顔を合わすことがないだろう。いい加減親へのあてつけはやめろ。おとなしく私の言うことを聞いて家を継つぎなさい」

「……」

　隆一は何も言い返さなかった。ただならない雰ふん囲い気きに、冬馬でさえ息をひそめている。これが親子の対面だなんて信じられなかった。

　父親は言いたいことだけ言うと、その場を去っていく。

　悠は呆あつ気けに取られることしかできなかった。










　サロン・デュ・ショコラは、初日から大だい盛せい況きようだった。

　一階はコンフィズリーブース──キャンディやボンボン、キャラメルなどの砂糖菓が子しのブースや、テイクアウトのグラスやワッフルのブースなど、ショコラ以外の店が並んでいた。また子ども向けのチョコレート教室や、チョコレートのネールアート、カカオバターのコスメなど、一風変わったブースもある。

　二階はショコラティエのブースで、チョコレート細工の展示や、デモンストレーションが行われていた。物ぶつ販ぱんブースには、ショコラが見たこともないほどものすごい量で山積みされている。

　冬馬は今朝、一足先に日本に帰国した。向こうに残してきた仕事が、かなり詰つまっているらしかった。

　悠は明日に予定されている、Ｃ．Ｃ．Ｃ．の発表を見届けてから帰国する予定だ。今日は一日、気になるショコラティエのブースをめぐるつもりだった。

　昨夜、隆一は両親が立ち去ると、すぐに悠たちに、楽しい雰囲気を壊こわしてしまってすみません、と謝った。その顔には一いち分ぶの隙すきもなかった。

　隆一が何を考えているのかわからなくて、悠はあれからずっともやもやしている。

　まるで隆一に、強固な壁かべを作られたようだった。

　隆一のブースは朝から絶え間なく業界の関係者が訪おとずれていて、一ひと際きわ賑にぎわっている。

　昼過ぎに訪れると、ちょうど隆一がデモンストレーションを始めたところだった。

　けれどすぐに大きな金属音がして、中から隆一が抜け出してくる。

「隆一？　今の音、何？」

　悠が呼び止めると、隆一ははっとした。なんだかひどく顔色が悪かった。気分でも悪いのだろうか。

「……あ、……パレットを落としたんです」

「隆一、大だい丈じよう夫ぶ……？」

「……大丈夫です」

　隆一は悠から目を逸そらし、早足でどこかに行ってしまった。どう見ても大丈夫そうじゃなかった。

　やっぱり昨日、前夜祭で両親と会ってから、隆一の様子がおかしい。

　隆一を見て、不安になったのは初めてだった。

　今隆一の心の中は、一体どうなっているのだろう。










　隆一は悠より先に帰宅していた。

　悠は努めて明るい口調で、パリのサロン・デュ・ショコラの興奮を伝えようとする。

「すごいね、やっぱり本場は日本と全然規模が違ちがうよ。会場いっぱいにカカオの香かおりが充じゆう満まんしててめちゃくちゃ興奮した。前に隆一がデパートで撮さつ影えい会をしたとき、意味がわからないって思ったけど、俺今日、Ｍ．Ｏ．Ｆ．ショコラティエと写真撮とってもらったり、サインもらったりしたよ。俺けっこう雰囲気に乗せられやすいみたい」

「……」

　隆一の反応はない。ソファに座った状態で、どこか遠くを見ている。

「隆一、聞いてる……？」

「……え？　……ああ、はい、楽しそうですね」

　隆一は気のない返事をした。悠はやるせなくなる。

　三日前の隆一とは、まるで別人だ。

　あの日悠はここにいる間、もっと隆一のことが知れるのだと思った。穏おだやかな顔で自然に思い出を話してくれる隆一が愛いとおしくて、ここに来てよかったと思った。それなのにこんなふうに、日本にいたときよりも隆一を遠く感じることになるなんて、思ってもみなかった。

「隆一、何考えてる？」

「……別に何も」

「両親のこと？」

　ピクッと、隆一の肩かたが震ふるえた。

　重苦しい沈ちん黙もくが流れる。

　けれどここで引くくらいなら、悠は切り出さなかった。

「……隆一のお父さん、隆一がショコラティエをしているのが気に入らないんだね……」

　隆一の父親からすれば、長男である隆一に自分の跡あとを継つがせたいと思うのは当然かもしれない。

　けれど人目も憚はばからず、あんなところで高圧的に迫せまっても、なんの解決にもならなかった。

　もっと隆一の気持ちも考えるべきだ。

　隆一は薄うすく笑う。

「俺を気に入らないのは、あの母親のほうですよ」

「え？」

「俺はあの母親に疎うとまれているから、フランスで祖母に育てられたんです」

　悠は眉まゆをひそめた。

「どういうこと……？」

　昨日の光景を見ただけでは、隆一は母親ではなく、父親と仲が悪いように思えた。

　隆一はそれ以上話す気はないらしく、無言で席を立ってしまう。

　悠は隆一を追いかけて、その腕うでに摑つかみかかった。

「行くなよ」

　逃にげないでほしかった。全部話してほしかった。

　ひとりで抱かかえ込んでいたら、いつか必ず潰つぶれると言ったのは、隆一だ。

　だから悠は絶対に引き下がるつもりはなかった。

「俺、隆一のことが知りたい……」

　握にぎり締しめた手に力を込めると、隆一は観念したように息をついた。

「……別に、たいした話じゃないですよ。俺は父の前妻の息子むすこで、昨日先せん輩ぱいが見たあの母は、本当の母親じゃないだけです」

「え……？」

　隆一は悠の手をほどき、背を向けた。

「俺の本当の母親は、俺が二歳のときに亡なくなりました。そのあと父はあの人と再さい婚こんし、あの人の言いなりで俺を祖母のもとに追いやったんです。それだけです」

「……それだけ、じゃないだろ？　なんでそんなつらいこと、つらくないみたいに言うんだよ……？」

　悠は胸が締めつけられた。

　平気なふりをしたって、隆一が無理をしているのがわかる。隆一は今まで、家族のことに踏ふみ込まれるのを強く拒きよ絶ぜつしていた。

　隆一は、それだけ、なんて割り切れていない。

　愛されるべき人に愛されなかった悲痛は、一言で言い表せるほど単純じゃない。

　悠も同じ頃に母を亡くした。でも父が愛してくれた。

　隆一に祖母がいなければどうなっていたのだろうと思うと怖こわかった。

　ずっと苦労知らずのお坊ぼつちゃまだと思っていたのに、人知れずこんな悩なやみを抱えていたなんて思ってもみなかった。

　けれどそれを知った今、悠がそれを受け止めたい。その心の痛みを和やわらげたいと思った。

　隆一は声を歪ゆがめる。

「……確かにつらくなかったわけじゃありません。俺を放ほうり出したくせに、将来は家業を継ぐことを当然のように決めつけてきた父が憎にくかった。……だから俺は、わざと違ちがう道を選んだんです。父が悔くやしい思いをすればいいと、その道でトップを目指した。父が俺にあてつけでショコラティエをしていると言ったのは、そのとおりなんです」

　悠は耳を疑った。

「あてつけでショコラティエ……？　隆一、おばあちゃんがショコラが大好きだったから、ショコラティエになったって言っただろ？」

「それは単なるきっかけです」

「あてつけであんなにすごいショコラは作れない！」

　悠もショコラティエだからわかる。ショコラティエにとって一番大事なことは、ショコラが好きなことだ。知識や技術だけで、ショコラは決して輝かがやかない。

「……」

　けれど隆一に、悠の声は届かなかった。

　うつろな瞳ひとみをする隆一に、悠は歯は嚙がみする。

「……信じられないなら、俺が証明してやる」

　悠は言い放ち、大きな紙かみ袋ぶくろを持ってきた。

「この中に、今日サロン・デュ・ショコラで買ってきたショコラが入ってる。今からこれを全部、ちっちゃいかけらにしてほしい。それでその中にひとつだけ、隆一のショコラを入れて。俺がその中からたったひとつの、隆一のショコラを見つけるから」

　それで隆一のショコラが特別だと思い知らせる。

　あてつけでショコラティエをしているなんて、二度と言わせない。

「……」

　隆一は虚きよを衝つかれたように、悠を見下ろした。

　いくら悠が絶対味覚とはいえ、誰だれが作ったショコラなのかまで判別することは不可能だ。

　でもやる。

　やらなければいけないと思った。










「……できました」

　隆一は悠の言うとおりにショコラを準備した。その数はおよそ百個だった。

　悠は目を閉じ、隆一が差し出した順に口に運ぶ。

　まずは一個目。

「……」

　ショコラの向こう側にある、ショコラティエの顔を思い浮うかべた。簡単なことではないけれど、隆一か、隆一じゃないかだけでいい。たったひとりがわかればいいのだ。悠は集中した。

　二個目、三個目……時間をかけて、およそ百個のショコラをテイスティングする。

　全すべてを終えると、悠は長い息をついた。

　隆一は怖い顔で見み据すえてくる。

　悠は苦にが笑わらいした。

「睨にらむなよ。……でもごめん。やっぱりどれが隆一の作ったものかなんて、わからなかった」

「……そうですか」

　隆一はどこかほっとしたような表情をした。

　でも逃にがしてあげない。

　悠は隆一に思い知らせると決めたのだ。

「でもひとつだけ、Ｍ．Ｏ．Ｆ．ショコラティエのショコラも霞かすむ、特別なショコラがあったよ。……一個目。それが、隆一のショコラだろ？」

　隆一は泣き笑いみたいな顔になった。

「先輩は罪作りですね」

「隆一こそ捻ひねくれ者だ。一個目に出してくるとか、どういうつもりだよ」

　百個食べるまでもなく、すぐに気づいた。けれどテイスティングは途と中ちゆうで終えられない。隆一にどんなショコラよりもそれが一番だと伝えるために、悠は最後まで続けたのだ。

「あてつけでこんなにすごいショコラは作れない」

　さっき告げたことを、悠はもう一度繰くり返した。

「今度はちゃんと伝わった？」

「……はい」

　しっかりと頷うなずいた隆一に、悠の緊きん張ちようが解けていく。

　よかった。これでもう隆一は大だい丈じよう夫ぶだ。

　今まで隆一は何度も悠に手を差し伸のべてくれた。

　だから悠も隆一が挫くじけそうになったとき、助けられる男になりたいと思っていた。

　完かん璧ぺきじゃなくていい。

　いつだって不ふ遜そんに微笑ほほえんでいる隆一も好きだけれど、それよりももっと、誰にも見せない弱い部分を悠にだけ見せてくれる隆一が好きだった。

「……なんだか先輩が、どんどん男前になっていく気がします」

　隆一は笑った。何かを吹ふっ切ったような笑えみだった。

　明日あしたはＣ．Ｃ．Ｃ．アワードの発表がある。

　それが無事に終わったら、悠は隆一に今の自分の気持ちを、全部正直に伝えようと思った。










　翌日、十六時から行われたＣ．Ｃ．Ｃ．の発表を、悠は観客席から見守った。

　Ｃ．Ｃ．Ｃ．の評価は金銀銅の三段階で、審しん査さ員はショコラを二十点満点で審査する。具体的には、見た目や香かおり、テクスチャー、味のバランス、味の余よ韻いんなどから判定するのだ。

　アワードは、その審査員の審査コメントをもとに、Ｃ．Ｃ．Ｃ．の会長と副会長、審査委員長の三人で決定する。

　隆一は昨年同様、最高位の金タブレットを獲かく得とくした。

　さらに今年は隆一が出品したショコラの全てに審査員の全員が満点をつけ、隆一はExcellence chocolatier etrangerという、名めい誉よある賞を受賞した。

　隆一は大々的に賛さん嘆たんされて登とう壇だんし、観客席が沸わく。

　司会者がマイクを向けると、隆一は関係者に感謝の言葉を述べたあと、まっすぐに口にした。

『俺は一生、ショコラティエです』

　隆一の決意は、悠の胸に強く響ひびいた。

　隆一にとってその道は、困難なことがあるかもしれない。この先様々なことが、隆一に襲おそいかかってくるかもしれない。

　けれど隆一なら、どんなことも乗り越こえられる気がした。悠はそれをずっとそばで見守りたいなと思う。

　気がつくと、授賞式を終えた隆一が人ひと垣がきを搔かき分けて、悠のもとに向かっていた。

「先せん輩ぱい」

「隆一、おめでとう……。やっぱり隆一はすごいよ……」

　感かん極きわまって声が上うわ擦ずった。

　隆一はどこまで高みに上っていくのだろう。これ以上、悠を置いていかないでほしかった。

　隆一が世界で認められるのはうれしいけれど、同時にちょっと悔くやしい。ライバルに恋れん愛あい感情を抱いだくのは容易じゃない。

　それでも悠はこの先も隆一と、喜びも悲しみも分かち合いたかった。

　隆一は優やさしい笑みを浮かべる。

「全部、先輩のおかげです」

「え……？　俺、なんにもしてないよ……？」

「いいえ。俺ひとりでは、今ここにいられなかったはずです。先輩に出会えて、本当によかった」

　悠は面おも映はゆくなった。

　悠も同じことを思っていたから、隆一の言葉がくすぐったい。

　隆一と出会えて、本当によかった。

「先輩」

「ん……？」

「俺、先輩が好きです」

「……え？」

　悠が目を見開くと、隆一は悠の耳みみ許もとに唇くちびるを寄せてくる。

「続きは今夜話します。だから俺が帰るまで、眠ねむらずに待っていてくださいね」

　隆一は颯さつ爽そうとステージに戻もどっていった。悠はその場に蹲うずくまってしまいそうになる。

　今のはなんだ？

　あまりにもいきなりで、一いつ瞬しゆんのことで、何がなんだかわからなかった。

　でも胸がとんでもなくドキドキしてくる。

　呼吸が乱れてくる。

　こんな状態で夜まで待たされれば、どこかおかしくなると思った。










　それなのに、隆一が家に帰ってきたのは、真夜中になってからだった。

「先輩」

「……遅おそい」

　悠はベッドの上から隆一を睨んだ。あんまり遅いから、もう朝まで帰ってこないんじゃないかと思った。

　今夜隆一は、Ｃ．Ｃ．Ｃ．アワードで金タブレットと星を獲得し、盛大なパーティを開いてもらったようだった。

　だからきっと、遅くなるだろうとは思っていた。けれどゆっくりと歩み寄ってくる隆一に、少しも慌あわてたところがないのが、悠はちょっと気に入らなかった。

　悠のことを、ちっとも考えていなかったんじゃないかと訝いぶかってしまう。

「もう眠るところでしたか」

「……眠らずに待っててって言ったのは、隆一だろ」

　悠は身を起こし、声を尖とがらせた。

　隆一はベッドのふちに腰こしをかけ、悠を宥なだめるように手のひらで頰ほおに触ふれてくる。

「すみません」

「……」

　そのぬくもりに触れただけで、悠はもう怒おこれなくなった。

　隆一はずるい。

　悠が隆一の帰りを待っていただけで、自分が受け入れられたことを確信している。

「あれからずっと、俺のことだけ考えていましたか？」

「……」

　悠は悔しくて、無言で頷いた。あんな場所であんなことを言われれば、考えずにはいられなかった。

　ずっと心臓がドキドキして、早くあの続きを聞きたくて、隆一の帰りを待ちわびていた。

　なかなか帰ってこない隆一に、あれは全部夢だったんじゃないかと不安になった。

　やっと悠の部屋を訪おとずれた隆一は、焦じらすことなく、もう一度気持ちを伝えてくれる。

「俺は先輩のことが好きです」

　二度目は、一度目よりずっと実感が湧わいた。

　けれど隆一は長い間、後こう輩はいで、ライバルで、それだけだった男なのだ。

　一体いつから悠を好きでいてくれたのかもわからなかった。

「本当に……？」

「はい。学生時代からずっと、一いち途ずでかわいい人だと思っていました。気持ちを抑おさえきれなくなったのはこっちに来てからですけど、一ひと目め惚ぼれだったのかもしれません」

「一目惚れ……？」

　悠はぱちぱちと瞬まばたきをした。

「はい」

「隆一はずっと、俺の尻しりだけが目的だっただろ？」

「それ、前にも言っていましたけど、どう考えればそう思うんですか」

「え。普通に、普ふ段だんのお前の言動を総そう括かつすると……」

「先輩の卒業式の日、キスしたじゃないですか」

「あれは、お前がショコラを食べたかったからって──」

「そんな噓うそ、よく信じられましたね」

　本気で感心したような口調に、悠はかあっとなった。

「う、噓つき！　やっぱりお前の言うことなんか信じられない！」

　確かに普ふ通つうなら、そんなばかげた話には騙だまされない。でも隆一はめちゃくちゃな男だから、あれくらい平気でやると思っていたのだ。

「俺はいろいろ、わかりやすいアプローチをしていたつもりなんですけどね」

「な、何が？　どれが？」

　悠はパニックに陥おちいった。

　隆一はそれを、楽しそうに眺ながめる。

「ちょっ、どれとどれがそうだったのか教えろよ！　なんか全部、あやしく思えてきただろ！」

「じゃあ全部でいいです。全部、先輩へのアプローチでした」

　解説を面めん倒どうくさがる隆一に、悠は拳こぶしを振ふり上げた。

「お前、ちゃんと答えっ──」

「それよりも、先輩は俺のことをどう思っていますか」

　手首を摑つかまれ、真しん剣けんな切れ長の瞳ひとみに射い貫ぬかれる。

　悠は息を吞のんだ。

「……っ」

「ちゃんと聞かせてください」

「……い、言うよ」

　もう悠の態度で、とっくに気持ちには気づかれているはずだ。けれど悠もきちんと言葉にして伝えておきたかった。

「…………す、好き、だよ。隆一が、好き」

　かっこ悪いくらい声が震ふるえた。

　隆一はまだ逃にがさないというように、瞳をのぞき込んでくる。

「いつから俺を好きなんですか」

「……気づいたのは、車でエッチなことをしたとき」

　でもたぶん、それより前から好きだった。

　隆一と再会してから、いろいろなことがあった。一番のきっかけは、悠がショコラティエとして打ちのめされたとき、隆一が救い上げてくれたことだ。でも少しずつ思いは募つのっていったのだと思う。

「あのときの先せん輩ぱいは積極的でしたね。お尻は触さわらせてくれなかったですけど。今夜もあのときと同じ先輩ですか？」

　隆一は挑ちよう発はつするように訊きいてきた。

　悠は隆一の手を、自分の尻に導く。

「……あのときより、サービス精神旺おう盛せいな先輩だよ」

「先輩……」

「隆一に全部あげるよ……」

　悠はそれについても、もう迷わなかった。

　隆一が悠を好きだと言ってくれたから、自分の尻への無益な嫉しつ妬とはどこかへ行った。

　尻も含ふくめて悠だ。

　だから全部、隆一のものにしてほしい。

「先輩……」

「ん……っ」

　隆一は悠の唇くちびるを塞ふさぎながら、シーツに押し倒たおしてきた。荒あらっぽくパジャマの上を捲めくり上げられて、悠は小さな声で訴うつたえる。

「隆一待って、電気消して……」

「全部くれるって言ったばかりなのに、俺に見られるのが嫌いやですか？」

「ち、ちが……。隆一に全部あげるけど……、隆一になら、見られてもいいけど……」

　それは本心なのに、どうしても明るいままするのは嫌だった。

　肌はだを晒さらすのは初めてじゃないのに、一体どうしてしまったのだろう。

「もしかして先輩、今まで少し乏とぼしかった羞しゆう恥ち心しんが出てきたんですか」

「え……？」

　悠はぽかんとした。

　これは嫌じゃなくて、恥はずかしい？

「俺のことが、好きでたまらないんですね」

「な……んっ」

　言い訳をする間もなく口づけられて、舌を根ね許もとから掬すくい取られた。しゃぶるようにそれを吸われると、手足の先まで甘い痺しびれが走る。

「んぁ、あっ、やっ……」

　シーツの上で、悠は頭を振って抵てい抗こうした。

　すると今度は耳じ朶だをかじられて、耳の中に舌を捩ねじ込まれてしまう。

「ひ……っ」

　恥ずかしい。恥ずかしい、恥ずかしい。

　全部あげるって言ったのに、こんなの心臓が持たない。

　隆一を好きだと自覚してから触れ合うのは初めてで、悠は知らなかった。

　心が伴ともなうと、全然違ちがう。

　好きな人とこうすることは、本当に特別だ。

　同じことをされても同じじゃなくて、たったひとりにしか見せられない顔を暴あばかれてしまう。

　隆一は耳に直接、淫みだらな囁ささやきを吹ふき込んでくる。

「かわいいから、先輩が恥ずかしいこと、いっぱいしてあげますよ」

「あ、やぁ……」

　隆一は結局電気を消してくれず、耳の後ろから首筋に、ゆっくりと唇を這はわせた。痕あとをつけるように、皮ひ膚ふの薄うすいところを何度も強く吸い上げてくる。

　ピリピリした痛みに顔をしかめると、薄い胸を撫なでられて、両方の突とつ起きを同時に摘つまみ上げられた。

「ん、うぁっ」

　強ごう引いんにくびり出すように弄いじられて、芯しんができるとそこに唇を寄せられる。

　胸に吸いつく隆一に、悠は喉のど奥おくで小さく呻うめいた。

「っひ、ぁ……」

　……どうしよう。恥ずかしいのに、気持ちいい。

　隆一は手と口で、そこをじっくり攻せめ立てた。

　硬かたく尖とがった先せん端たんを指で弾はじいて、舌で押し潰つぶす。突つっついて、ぐりぐり転がす。悠の胸が隆一の唾だ液えきでびしょびしょになるまで舐なめ回された。

「あ、あ……隆一……」

　悠は信じられない思いで、自分の胸を見下ろした。

　隆一は敏びん感かんになった悠の乳ち首くびを指で擦こすりながら、男っぽい目を向けてくる。

「先輩は、俺が尻だけで満足する男だと思っていましたか？」

「お、思ってた……」

　隆一ほどの尻フェチなら、胸にはさほど興味がないものだと思っていた。けれどそんなのは、悠の思い込みだったようだ。

　隆一は乳首を舌で捏こねながら、パジャマの上から内うち股またを撫でてきた。

　足の付け根の際きわどいところを往復されて、悠は思わずその手に股こ間かんを押しつけてしまう。

「んっあ……っ」

　けれど隆一はわざと手を逸そらした。

　悠はたまらずに、隆一を見上げる。

「あ……りゅ、隆一……もう……」

「もう？」

「……ぬ、脱ぬぎたい……」

　隆一は微笑ほほえんで、悠の下衣に手をかけてくる。

「そうですね。もう脱ぎましょうか」

　悠は上も全部脱いで裸はだかになった。隆一は自身の胸むな許もとをはだけさせ、悠の肌に視線を這わせる。悠はとっさにシーツを手た繰ぐり寄せて、隠かくしてしまいたくなった。

　白くて薄い体に自信はない。それに、足の間ではしたなく昂たかぶっているものを見られるのはいたたまれなかった。

　隆一は悠のペニスを凝ぎよう視しし、悠を追い詰つめてくる。隆一に見られているだけで、そこがヒクンと揺ゆれて、早く触ってもらいたい欲よく望ぼうが突き上げてきた。

「……ひぁっ」

　赤みの差した目許で待ち焦こがれていると、隆一は胸の突起を摘んだ。悠が今触ってほしいのはそっちじゃないとわかっているくせに、イジワルしてくる。

「隆一っ……」

　声を嗄からすと、隆一は悪い男の顔をした。

　きちんと言葉にしないとしてやらないと、そう顔に書いてある。

「……っ、隆一、……し、下、触ってほし……」

　小さな声で呟つぶやくと、隆一は悠のペニスをやんわりと握にぎり込んだ。それだけで下か肢しが引き攣つるくらい、感じてしまう。

「あっ、い……っ」

「今、グチュって音がしましたね」

「や……！　言うな……！」

「言いますよ。俺に触ってほしくて先輩が漏もらした、先走りのかわいい音なんですから」

「ん……っ」

　ことさら水音を立ててくる隆一を、悠は迫はく力りよくのない目で睨にらんだ。隆一は微笑み、ねっとりと先端を刺し激げきしてくる。

　幹に指がなまめかしく絡からみつき、絶ぜつ妙みような力加減で扱しごき上げられた。

「あ……いく、いく……っ」

　すぐに絶頂感が押し寄せてきて、悠は歯を食いしばる。

「いいですよ。今夜は一度じゃ終わりませんから」

「んっ……隆一っ……」

　とっさに首を抱だき寄せると、隆一は悠の頰ほおに唇を滑すべらせて、口にキスをしてきた。舌が千切れそうになるくらい吸われて、つま先まで甘い痺れが駆かけ抜ぬける。

「あ、んん……っ」

　隆一の手の中で、悠は吐精した。隆一は濡ぬれた指に舌を絡めて、白はく濁だくを舐め取っていく。

　陶とう然ぜんとしていると、腰こしを摑つかんでうつ伏ぶせにされた。

「射精したから、こっちもヒクヒクしていますね」

　隆一は両手で双そう丘きゆうを割り、後こう孔こうを啄ついばんだ。ちゅっちゅっと音を立てて、何度も口づけてくる。

「あ、あ、んっ」

　隆一の唇がゆっくりと丸みの頂上に向かっていった。

　頑がん丈じような歯が、ガブッとそこに食くらいついてくる。

「いっ、あぁっ」

　悠は腰を跳はね上げた。

「いつになく活いきがいいですね。嚙かみ千切って、本当に食べてしまいたいくらいかわいい尻しりだ」

　隆一は興奮で声を上擦らせ、いろんな角度から嚙みついてきた。真っ白な悠の尻が赤く色づくほど、嚙んでは吸って、舐めて貪むさぼるのを繰くり返す。

　やっぱり隆一のこの性せい癖へきには理解しがたいところがある。

　ひたすら耐たえていると、隆一の舌が後孔を舐め上げてきた。

「ん……っ」

「先せん輩ぱいの愛らしい花はな園ぞのに、舌を入れてもいいですか」

　舌を擦りつけ、抉こじ開けようとしてくる隆一に、悠はかぶりを振ふった。

「い、いや……」

　けれど隆一は入り口が広がるように尻肉を引き伸のばし、そこに舌を捻ひねり入れてきた。

「ひっ、あ、あぁっ」

　唾液を流し込み、ほころんでくると指も入れて搔かき回してくる。根許まで埋うめ込まれた長い指に、内ない壁へきが吸いついて絡みつく。

「あ、う、あ……っ」

「先輩、嫌いやだなんて噓うそでしょう。本当に感じやすくていやらしい、いいお尻ですね。見た目も中身も俺好みすぎて、歯止めが利きかなくなりそうです」

　指を勢いよく引っこ抜かれて、また奥まで嵌はめられる。狭せまい道を強きよう烈れつに擦られるのがたまらなかった。

　もう隆一に何をされても気持ちよくて、もっと隆一を感じたいと思う気持ちが止められなくなる。

「ひぁ、あ、ああっ、あぁ……っ」

　中にあるしこりを押し上げられると、悠のペニスがぶるっと震ふるえた。そこを突き刺さすように抉えぐられて、悠は膝ひざで立っていられずにシーツに倒たおれ込む。

　隆一は片手で悠の腰を抱だき上げ、後孔を激しく穿うがち続けた。

　悠の昂ぶりから、白濁が滲にじむように染しみ出してくる。

「あ、ひ、ぃ……っ」

　もう何がどうなっているのかわからなかった。感じたこともない強烈な快感が波のように押し寄せてきて、頭の中が真っ白になる。

「あ、あ……りゅう、……っ」

　隆一は自身の下衣をずり下げて、いきり勃たったペニスを摑み出した。背後からそれを、悠の尻の狭はざ間まに押し当ててくる。

「ずっと先輩の尻に挟はさんでみたかったんです」

　隆一は悠の尻肉を寄せ上げて、そこにペニスを挟んだ。硬くて太い弾だん力りよくが、強い摩ま擦さつで割れ目を行き来する。悠は身み震ぶるいした。

「あ、あ、うぁっ」

「なんという絶景……」

　隆一の息いき遣づかいが荒あらくなる。

　悠にはその気が知れなかった。

　けれど隆一には、それがどうしようもなくたまらないらしい。

「先輩、一度出します」

「ん、んっ」

　隆一は悠の尻を目がけて射精した。

　丸みに熱い飛沫しぶきを感じ、悠は眩暈めまいがしてくる。

「……あ、ぁ……」

　隆一の精液が背中にまで流れてきた。隆一はそれを、悠の尻にベトベト塗ぬりつけてくる。

　呆ぼう然ぜんとしていると、隆一は息をつく間もなく、悠の後孔に怒ど張ちようをあてがった。

「んっ……」

「このまま先輩の中に入ります。力を抜いていてください」

　隆一のそれは逞たくましく張り詰めたまま、悠を貫つらぬいてきた。

「ひ、あぁ……っ」

　背後から、とてつもなく大きな先せん端たんが突つき上げてくる。圧あつ迫ぱく感かんがすごくて、苦しくてたまらなかった。

　指とは全然比べものにならない。熱くて太くて、硬かたくて長い。

「あ、う、うぁっ……」

　隆一は悠の体を抱き締しめてくる。

「先輩、大だい丈じよう夫ぶですか？」

「んっ、だい……じょうぶ……」

「まだ動きません。だから安心して、俺の手に集中してください」

　隆一はつながったまま、優やさしい手つきで悠の全身を撫なでた。

　赤く尖とがったままの胸の突とつ起きを擦こすり、縮こまってしまったペニスを揉もんでくる。

「あ、ぁ……」

　もうすでに達したのに、悠のそれはまだ隆一を求めて、貪どん欲よくに熱くなっていった。

「や、や、だ……」

「何が嫌ですか？」

「隆一の、顔見たい……隆一、隆一……ひぁっ……！」

　隆一はいきなり熱棒を引き抜き、悠を仰あお向むけにした。そうしてもう一度正面から、一息に奥深く身を沈しずめてくる。

「あ、あぁっ」

　悠は隆一の背中に手を回し、縋すがりついた。

「今のは先輩が悪いですよ」

　隆一は悩なやましげな表情で、唇くちびるを重ねた。舌が溶とけ合いそうになるくらい絡められて、悠はやっと隆一とひとつになっていることを実感する。

　急に胸の奥から熱い思いが込み上げてきた。

「……お、俺、隆一が好き……」

　ここに来るまで、本当にいろんなことがあった。

　まさか隆一と、こんなことになるなんて思ってもみなかった。

　でも隆一が好きで、好きで、今その腕うでの中にいられることが幸せだった。

　隆一は愛いとおしそうに、鼻先を触ふれ合わせてくる。

「俺も先輩のことが大好きです。愛しています」

　汗あせに濡ぬれたきれいな頰ほおを、悠は両手で包んでキスをした。

「うん……」

　隆一が楔くさびを突き立ててくる。密着した隆一の硬い腹筋に、悠の昂たかぶりが擦れて弾はじけた。

「あ、あぁっ……」　>>>♥

　内壁が収縮し、中にいる隆一を締めつけてしまう。

　隆一はぐっと眉根を寄せた。

「……っ、先輩。中に出しますよ。嫌だと言っても、聞けませんから」

「あっ、んんっ」

　打ち込むような激しい抽ちゆう挿そうが始まって、悠は全身を揺ゆさぶられる。最奥で隆一が大きく脈動した。

　灼しやく熱ねつが弾けて、白濁が打ちつける。隆一の精液はやけどしそうなくらい熱かった。

　隆一はゆるやかに腰を動かし、精液を注ぎ込んでくる。

「っ、先輩……」

「ん……っ？」

　隆一を見上げると、その瞳ひとみはまだ強い情じよう欲よくを点ともしていて、悠はゾクッとした。

「もっともっと、先せん輩ぱいがほしい」

「え……？　あ、ちょっ、……んんっ」

　隆一は抜ぬかずに突き上げを再開した。

「やっ、む、無理、あ、あぁっ」

　求められるのはうれしいけれど、限度というものがある。けれどそんな言葉は、隆一には届かない。

　悠はどこかおかしくなったように喘あえぎ、隆一を喜ばせた。










「先輩、そろそろ起きてください。今日は日本に帰るんでしょう？」

「……うん……」

「その前に、先輩が作ってくれたごちそう、一いつ緒しよに食べましょうよ」

「……」

　シーツに広がる悠の髪かみを、隆一は優しく撫でた。

　どうやら隆一は先に起きて、ダイニングに向かったらしい。

「先輩は昨日、俺を祝ってくれるつもりだったんですね」

「……うん、まあ……」

　悠は昨夜、ささやかだけれど、ごちそうを準備していた。もし隆一が早く帰ってきたら、ふたりきりでお祝いしようと待ちわびていたのだ。

　隆一のＣ．Ｃ．Ｃ．アワードの結果は、悠にとっても喜ばしいものだった。

「うれしいです。ありがとうございます」

　隆一は悠の顔の横に手をついてキスしてきた。

　啄ついばむような口づけは顔中に、当たり前のように降ってくる。

「うん、もう、わかった……！」

　悠は隆一を振ふり払はらった。決して目を合わせず、シャワーを浴びてくると口早に告げ、ベッドを出ていく。

「先輩、よろめいてますけど、大丈夫ですか？　抱だっこで連れて行きましょうか」

「いい！」

　悠は追ってくる隆一から逃にげるように、バスルームに駆かけ込んだ。

　そうして赤か青かわからない顔色で、レインシャワーに打たれる。

　昨夜の隆一は容よう赦しやがなかった。主に尻しりが重じゆう症しようで、内も外もとんでもないことになっている。

　けれどそんなことよりも、隆一のあの態度はなんだ。会話しながら、自然にキスをしてきた。海外育ちだからだろうか？

　悠は動どう揺ようを隠せなかった。

　隆一にどんな顔を向ければいいのかわからない。誰だれかとこんな関係になったのは初めてなのだ。いきなりベタベタするのもおかしいし、かと言って、素そっ気なくするのも違ちがう気がする。

　そもそも悠と隆一の間で甘い雰ふん囲い気きなんて、耐たえられなかった。

　隆一とこうなったことは後こう悔かいしていないけれど、どうにもこうにも気まずくてこそばゆい。

　いつまでもバスルームにこもっているわけにも行かず出ていくと、隆一は誰かと電話していた。

「先輩」

　隆一は悠に気づいて、笑え顔がおを向けた。

　よく見ると、隆一が耳に当てていたのは、悠のスマートフォンだった。

「ちょっ、お前、俺の電話で誰と話してるんだよっ？」

　隆一は悪びれもせず微笑ほほえんでくる。

「冬馬ですよ」

「冬馬くん？」

　なんの用だろう？

　悠は電話に手を伸のばした。

　すると隆一は、なぜかそれを持った手を高く掲かかげてくる。

「は……!?　お前、なんのつもりだ！」

　奪うばい返そうとぴょんぴょん跳はねると、隆一は可お笑かしそうに笑った。

「先輩相変わらず、身長伸び悩んでるんですね。もう頭打ちしましたか」

「してないわ！　俺はまだまだでっかくなってる途と中ちゆうだよ！」

　ていうか、こんなくだらないやりとりをしている場合じゃない。

　冬馬は隆一のことが気になってかけてきたのかもしれなかった。隆一が両親と鉢はち合あわせた翌日に冬馬は帰国し、その後のことは何も知らないのだ。

　それならばもう隆一は大丈夫だよと安心させてあげたかった。

　けれど隆一は、そんな悠の気き遣づかいなんて知る由よしもなく、スマートフォンをソファの上にポイッと放ほうり投げてしまう。

「コノヤロウ……！」

　もう気まずさもこそばゆさもどこかに吹ふっ飛んでいた。

　怒ど気きを漲みなぎらせながらスマートフォンを取りに行く悠の背中に、隆一がもののついでのように告げてくる。

「そういえば、先輩と俺のこと、冬馬に言っておいたので」

「え？」

　悠は振り向いた。

「それはもしかして、恋こい人びとになったとか、そういう……？」

　隆一は笑顔で頷うなずいた。

　悠は恐おそる恐る訊きく。

「……で、冬馬くん、なんて？」

「ハルカ殺す、と」

「最悪……」

　悠はその場にへたり込んだ。さすがにこのタイミングはあんまりだ。

　冬馬にはどうせすぐにばれるだろうし、いずれ機会を見て話すことだとは思う。

　けれど今じゃなくてもよかったはずだ。

「最近やっと仲良くなってきたのに、絶対嫌きらわれた……」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。冬馬は先輩のこと、けっこう気に入っていますから」

「……」

　とにかく顔を合わせてみないとなんとも言えなかった。今は隆一の言うことを信じるしかない。帰国したら、ショーで世話になった挨あい拶さつも兼かねて、冬馬の機き嫌げんを窺うかがいに行こうと思う。

　重苦しい顔をする悠を、隆一は優やさしく見つめてくる。

「ハルカ」

「……ん？」

「俺も悠って呼んでいいですか」

　悠は目を丸くした。

　それからすぐに顔を背そむける。

「い、嫌いやだ。絶対嫌」

　今さら名前で呼ぶ意味がわからなかった。別に「先輩」で通じるのだから、変える必要なんてどこにもないはずだ。

「先輩、耳まで真っ赤ですよ。俺に名前を呼ばれるのは恥はずかしいですか」

「う、うるさい！　とにかく呼ぶな！」

「どうしてですか。冬馬はよくて、俺はだめなんですか」

　楽しそうに迫せまってくる隆一を、悠は押しのけた。

　そうしてリビングのテーブルの上に置きっぱなしになっていた、ボンボンショコラのボックスに駆け寄った。

「隆一これ、中身入ってるんじゃないのか。こんなところに置いとくとかありえないだろ」

　ショコラは温度管理が重要だ。それなのに暖だん房ぼうが入った部屋の真ん中に放置するなんて考えられなかった。

「先輩は俺とショコラ、どっちが大事なんですか」

　隆一は悠からショコラを奪い、ソファに押し倒たおしてきた。

「はあっ？　てか、やめろ！」

「ちゃんと答えてください。答えないなら、日本には帰しませんよ」

「何言って……！　嫌だ、やめろ、日本に帰らせろー！」

　悠は大暴れした。

「へえ。先輩は俺がいるフランスではなく、俺がいない日本がいいんですか」

「だからさっきから、その二に択たく何！」

　こんなのはただの言いがかりだ。

　隆一はずっとクスクス笑っている。悠をからかっているだけなのだ。

　悠はちょっとむっとした。

「じゃあ隆一は、俺と俺の尻、どっちが好き？」

「……」

「おいちょっと待て」

「先せん輩ぱいです」

「いやいや今、見過ごせないほどの間があった」

「気のせいです。ごちそうでも食べましょうか」

　隆一はさらっと身を起こし、ダイニングに向かった。

　悠は呆あきれてしまう。

　けれどすぐに、声を上げて笑った。

　結局何も変わっていない。隆一は隆一のままだ。

　でもそれがよかった。

　いきなり甘い関係になるなんて、悠には耐えられない。

「あー今、めちゃくちゃショコラに触さわりたい！」

　隆一とくだらないじゃれ合いをしていたら、なぜかそんな衝しよう動どうが突つき上げてきた。

　早く『オリハラ』の厨ちゆう房ぼうに立ちたい。おいしくて、みんなが感動するようなショコラが作りたい。

「奇き遇ぐうですね。俺も同じことを思っていました」

　隆一が挑いどむような目を向けてきた。ライバルの顔だった。

　悠はそれにどうしようもなくわくわくした。

　隆一への思いが、そのままショコラへの情熱につながっている。

　そうして隆一も、同じように思ってくれている。

　こんな幸せなことってあるだろうか。

　ライバルで恋人なんて、もっと複雑な気がしていた。

　でも実は、最強の関係なのかもしれない。

　悠は何もかもが幸せで、幸せすぎて、どうにかなりそうだった。







　あとがき










　はじめまして、逢おう西にしひなと申します。

　このたびはデビュー作『ショコラティエは恋こいに蕩とろける』をお手に取っていただき、ありがとうございます。




　チョコレートが大好きなので、とても楽しく書かせていただきました。

　また隆りゆう一いちは、堂々変態を目指しました（笑）。

　ということで、チョコレートがおいしそうだった、もしくは攻せめが変態だった、と思っていただけると大変うれしいです（笑）。




　ここからはお世話になったみなさまへのお礼です。

　まずはこうじま奈な月づき先生、お忙いそがしい中、イラストを描かいてくださってありがとうございました！

　まさかこうじま先生に描いていただけるとは思ってもみませんでした。キャララフを見せていただいてから、頰ほおが緩ゆるみっぱなしです。本当に幸せです！

　担当様、たくさんのご指導をありがとうございました！

　担当様のおかげで、書き上げることができました。これからもどうぞよろしくお願いいたします。

　また、角川ルビー小説大賞の選考に携たずさわってくださったみなさま、拾い上げてくださった編集部のみなさまにも感謝いたします。




　最後になりましたが、ここまで読んでくださったみなさまに、一番のお礼を。

　ありがとうございます！

　拙つたなくて、読みづらいところがあったと思います。これからもがんばりますので、また読んでくださるとうれしいです。

　ご意見やご感想などございましたら、ぜひ聞かせてください。

　それではまた、お目にかかれることを願って。







　二〇一五年　八月


逢西ひな　　
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